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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　丸まる宮みや敬けい太たが何者かの手によって、異世界ディルスマグナに飛ばされて三年。

　異世界で出会った魔王フードゥーに命を救われたケータは、魔王軍大だい元げん帥すい『黒仮面』のヴェーレスとして魔族を従え、ディルスマグナ征服まであと一歩のところまで上り詰めた。

　しかし魔王と仲なか違たがいをしたケータは、元の世界へ帰還する方法を探るために、ヒトのふりをしてフレッドフォード召しよう喚かん学がく院いんに通う道を選ぶ。そして、かつての居きよ城じようであるベルタ城への合同調査や、創そう立りつ祭さいトーナメントで大活躍を収めるのであった。

　そんな中、自分を召喚した『蛇へびの形の痣あざ』を持つ男が、同級生のライラの叔お父じ、ルクス・アズライトであることを知ってしまう。

　さらに、『軍ぐん曹そう』ことイリス・カーネリアンは、ケータの裏の顔、『黒仮面』のヴェーレスに想いを寄せ、ライラはケータがヴェーレスであることに気づきかけていて──。

　これは元東京都民、元魔王軍大元帥、そして落ちこぼれ戦術召喚士候補生、ケータ・マルミヤの、行きて帰りし英えい雄ゆう譚たん。
















　見なければ良かったと思う時がある。

　そうすれば、余計な罪悪感など背負わずにすんだのだから。

　ベスティアリは追想する。あれはそう、魔王軍の中で、『黒仮面』のヴェーレスの一派が台たい頭とうしてきた時期だった。後に魔王軍史上最大の戦せん果かをあげる、第七次東大陸遠征が本格化する少し前の出来事だ。

　魔王軍四し天てん王のうの一人、百ひやく獣じゆう族ぞくの長おさとして、それなりに忙しい日々を送っていた。

「あれー、リンドヴルムじゃん」

　西大陸の要かなめ、魔王城──。

　天は常に暗雲たちこめ、時に稲いな光びかりが瞬またたく。忌いまわしくあれ、禍まが々まがしくあれと凄すごみを増す城の上空を、翼持つ凶悪なモンスターたちが跋ばつ扈こする。

　ベスティアリは昼なお暗い魔王城の、尖せん塔とうへと続く回廊を歩いていた。そこで懐かしい人物に出会った。

「久しぶりー。帰ってきてたんだ」

「これはこれは、ご機嫌うるわしゅう。ベスティアリ殿ではないか」

　向こうも『モイモイ』を背負ったこちらに気づいたようで、白い歯をのぞかせ笑った。

　この男はベスティアリの同どう僚りよう。つまり魔王軍四天王の一人だ。

　長身に合わせ隙すきなく仕立てた黒の燕えん尾び服ふくに、シルクハットにステッキまで持っている。姿勢の良い長身に、竜りゆう人じん族ぞくが好んで伸ばす青い髪がよく映えた。

　──おそらく。単純な美び貌ぼうだけで言うなら、魔王フードゥーに次つぐレベルの、端整な顔の持ち主だろう。このリンドヴルムという奴は。

　モンスターの中でも最強にして最凶の呼び声高い、ドラゴン一派を眷けん属ぞくに従える、竜人族の長である。

「どーしたの。部族の喧けん嘩かの、仲裁しに行ったって聞いてるけど？」

「貴公の耳にまで届いてしまうとは、お恥ずかしいかぎり。だがもう心配は無用だ」

「ほんとにー？　だいじょうぶー？」

「大丈夫だとも。なあ第一のリルムと第二のリルム」

　リンドヴルムは右と左に、同じ竜人族の、若い娘を従えていた。

「主様ノ御意思ヲ疑ウモノハ」

「縊クビリ殺シマスヨ……」

「やだー。もーこわーい」

　この『リルム・ガールズ』たちは、リンドヴルムの部下だ。

　着ている喪服調のドレスも同じなら、顔も表情も常に同じ。ベスティアリは見分けを付けたことが一度としてない。合計何人いるかさえ定さだかではない。

　もっとも、ベスティアリもさして気にしたことはないので、おあいこだった。

「百獣族の女王にあられては、息そく災さいでありやなしや」

「そうねー。まあ普通よ、フツー。これから軍の書類持って、ヴェーレス君のとこ行く途中」

　ベスティアリは持っている書類を使って、進行方向にある塔の頂上を示した。

　そう。ベスティアリもまた、四天王の一人。統括する部族の調和を保ち、眷属のモンスターに威い厳げんを示し、さらには軍団の一員として貢こう献けんすることが求められている。

　これでなかなか厳しい管理職なのだ。

「ヴェーレスのもとへか。よしよし、ならば私もご一緒しよう」

「そう？　いいの？」

　げっと呟つぶやきたくなるのを、ぎりぎりでがまんする。

「かまわぬさ。本日中に帰還の挨あい拶さつをと思っていたのでね」

　リンドヴルムは部下たちをその場に置いて、ベスティアリについてくる。

　ベスティアリが振り返れば、寸分違たがわず同じ顔のリルム・ガールズたちは、いっせいに中指をたててヘイトを表現した。首や指の角度、舌の出し方にいたるまで、完かん璧ぺきなユニゾンで、いつもながら気味が悪かった。

「私のいぬ間に、何か変化はなかったか？」

「そうだなあ。特にはないかなあ。メメントモリは例によってひがみっぽいし、パラポネラは小さくて何してるかわかりにくいし」

「なるほど。変わりないようだな」

「あとそう、魔王様は相変わらず綺き麗れい。すんごい綺麗」

「良き事は変わりなき事。真の死は永久にして不変なり」

「鼻の穴まで綺麗ってどゆことよ」

　馬鹿話を交えつつ、不在時の情報交換をする。

　死し霊りよう族ぞくの長たるメメントモリは、典てん雅がな長文で嫌みを書き連ねることを生きがいにしているような奴で、対してパラポネラは、比較的良りよう識しきのある女性だが、地ち精せい族ぞくの原型が『蟻あり』であることを尊とうとび、その姿を取っていることが多いので、まず物理的に見つけることに苦労する。ベスティアリなど、元の姿が巨大な獅し子しなので、うっかり踏みそうで怖いぐらいなのだ。

「さて。そうなると、気になるのはむしろ今後の動向であるな……ベスティアリ殿よ。東大陸への遠征が再開されるという噂うわさは、誠まことなのだろうか」

「マコトだと思うよお。ヴェーレス君の仕切りで、大々的にやるみたい」

「やはりか」

「うん。だからベスティアリの仕事なんかも増えてるんだよ。ぷんぷんだっての」

「そこで私を外してもらう……というわけにもいかぬのだろうな」

「阿あ呆ほぬかせ、愚ぐ鈍どんなクソトカゲ、尻尾しつぽの端でも嚙かんで死ねぐらい言われるだろうね」

　何せ壮絶に偉そうな男なのだ。あの『黒仮面』のヴェーレスは。

　はじめの印象は、とにかくいけすかないヤツ、だった。

　いきなりベスティアリたちの軍団にやってきたくせに、魔王軍大だい元げん帥すいなどという四天王をしのぐ地位に就つき、あげく魔王フードゥーからの信頼も厚い、謎なぞの魔族。それがヴェーレスというチート野郎だったのだ。

　何度となく殺してやろうと思ったし、同じような気に入らないと思っている連中と一緒になって、抹まつ殺さつに奔ほん走そうしたこともある。しかし、向こうは決して死ななかった。

　それどころか、斜め上の回避法や、手ひどい反撃をくらう中で、少しずつその実力を認めざるをえなくなってしまったわけで。

　だからこそ、今回のこの第七次東大陸遠征だった。

　思い切って軍の全権を預けてみることで、何が見えてくるのか。

　まだまだ危険すぎると反対を唱える者もいたが、ベスティアリはむしろ、楽しみでもあるのだ。やれるものならやってみればいい。

（そうだよ。つまんない戦い方するなら、今度こそ嚙み殺すからね。ヴェーレス君）

　しかし横を歩くリンドヴルムはと言えば、相変わらず浮かない顔をしている。

　彼も部族の長、四天王の一人として、ヴェーレスを手放しに認めるわけにもいかないのだろうが──。

「そんなに嫌なの？　あいつ口はクソ悪いけど、腕は悪くないと思うよ？」

「いいや……最終的には、魔王様のご決断だ。こちらで異を唱えるつもりはないが……しかし行き先がな……東か……」

「リンドヴルム、強いのにねー。なーんか東大陸あつち行くの嫌がるよね」

「仕方あるまい……くしゃみが止まらなくなるのだよ……目もどうしてか涙が止まらず……」

「あー、それヴェーレス君が言ってたけどね、花か粉ふん症しようだって」

「は？　花粉？」

「そう。たぶん、杉か白しら樺かばじゃないかって。西大陸には生えてない植物の花粉に、体が拒否反応起こすの。『あれるぎー』とか言ってたかな」

　リンドヴルムの端整な美貌が、さらにいぶかしげに歪ゆがんだ。

　モンスターの中で最強の一角を担うドラゴンたちを従え、性格も明めい朗ろう快かい活かつ。魔王軍でも一、二を争う戦闘力の持ち主は、なぜかホームグラウンドから離れると戦力が大幅ダウンする残念な男でもあった。

「……また面めん妖ようなことを言い出したな、ヴェーレスも」

「ね、ほんとに。どっからそんなネタ仕入れてくるんだか」

　果てしなく謎だ。

「とりあえず次の遠征ではー、上陸する前からマスクとゴーグルしとけってさ。ヴェーレス君からの伝言。甜てん茶ちやと薄はつ荷かも効くらしいよ」

「マスクとゴーグル……この私が？」

「だったら鼻水たらしておきなよ。ベスティアリは知らない」

「くっ、ならば致し方ないか──」

　次の遠征。同僚のさらに愉快な姿が拝めそうだ。

　二人並んで回廊を抜けると、狭い尖塔の階段を登っていく。

　一度、長すぎる階段にしびれを切らし、外から飛んで直接部屋に入ろうとしたことがある。その時は相手の闇あん黒こく魔術で、地面にはたき落とされた。以後、どれだけ長くても足を使って階段を登ることにしている。

（珍しい。閉め忘れ──？）

　ようやくたどりついた部屋のドアが、外側に向け、少しだけ開いていた。

　あのプライベートを死守する秘密主義にしては、珍しいガードの甘さだ。

　ノックをする前に、中を覗のぞきこんでしまったのは、たぶんベスティアリが魔族として生を享うけてきた中で、一番の失態だったと思う。

　そこは──これから軍の全権を任される予定の男の執務室としては、ひどく簡素な造りの小部屋だった。

　古こ今こん東とう西ざいを問わず、集められた大量の本が、まず目に入った。その次が、書き損じの紙であふれかえった机だ。床にまで落ちたメモ書きを見る限り、次の遠征のための戦略を、ここで練っている途中だったのだろう。

　ヴェーレスは大たい概がい嫌みな奴で、周囲に大たい言げん壮そう語ごを吐く一方、地道な裏付けは欠かさないと聞いていたが──本当のようだ。

　そして、肝心の『黒仮面』のヴェーレス本人は、例の黒い仮面をかぶったまま、窓際の長なが椅い子すに倒れ込んでいた。

　そこに覆い被さるように、身を乗り出しているのは──。

（魔王様）












　──間違いようがない。

　最上級の銀ぎん糸しを月明かりにあてて、いっそう輝きを増したような髪に、飾り気のない乳白色のドレス。ベスティアリが知覚する中で、真に一番を信望する美貌。

　なめらかな娘らしい肢し体たいが、ベスティアリの登場でかすかに動いた。

「今の……」

　キス、してましたよね。

　ベスティアリが問いかけようとすると、魔王フードゥーは、落ちてくる銀髪をかきあげ、人差し指を自分の口元にあてた。

　──内緒にして。

　そう、言いたいらしい。

　魔王軍大元帥ヴェーレスは、魔王が身を離しても、起き上がろうとしない。ずっと……眠ったままのようだ。

　フードゥーは、淡く微笑ほほえむ。それは本当に気を許した側近にしか見せない、特別な、そしてベスティアリも好きな笑い方だった。

「寝かせてやってくれ。やっとまともに寝てくれたところなのだ」

　ああ。内緒というのは、そういう意味か。

　精も根も尽き果てたように倒れ込むヴェーレス。それを傍かたわらで見つめる、慈いつくしむような魔王のまなざし。彼女の周りの部下たちだけでなく、ヴェーレス自身にも秘密にしてほしいと。そういうことなのか。

　ベスティアリは、黙ってうなずいた。

　つもる話は、いつかまとめて聞き出そう。でも、今はその時ではない。

　そっと扉を閉めると、不思議そうな顔のリンドヴルムと目があった。

「──入らないのか？」

「うん。ちょっとね。書類の不備があったから、出直す」

「では挨拶だけでも」

「やめときな。取り込み中みたいだから」

　ベスティアリにできることは、ここでこの男を、部屋の中に入れないことぐらいである。

　燕尾服の袖そでをつかんで、半ば強引に螺ら旋せん階段を降りていく。

　どうしてか、足下を見る視界が、にじんでしょうがなかった。

「ベスティアリ殿……泣いているのか？」

「うん。花粉症」

「なんと。貴公もか」

　噓うそだ。

　悲しいのは、たぶんショックだからだ。

　口づけをしていた魔王と、されていた大元帥と。交互に顔が浮かんで、胸が痛んでしょうがない。

　魔王軍四天王にして、百獣族の長ベスティアリは、この時をもってして『失恋』したのだろう。

　たぶん──いろいろな意味で。
















　ケータがはじめて『皇こう帝てい』を見たのは、ダイト海峡の船上だった。

　──いわゆるすったもんだの末に、第七次東大陸遠征が中止となり。

　──いわゆるすったもんだの末に、ヒトとの間に和平が結ばれることとなり。

　魔族の暮らす西大陸と、ヒトの暮らす東大陸から船を出し、中間地点に浮かべた大型客船で、調ちよう印いん式しきを行った。ケータも魔王軍大だい元げん帥すいとして、魔王軍側の関係者として同行した。

　状況はまったく気に入らなかったが、せめて最後の奉ほう公こうのつもりだった。

「──あれが皇帝なのか……？」

　しかし、実際に客船に乗り込んできた皇帝を見た時、あまりのギャップに目を疑ってしまった。

　年の頃はおそらく五十過ぎの、冴えない風ふう貌ぼうの男だった。

　いくら脆ぜい弱じやくなヒトとはいえ、まだ老け込む域にはさしかかっていないだろうに、動作はひどく緩慢で、『ふくよか』きわまりない体は、歩くのもおぼつかないようだった。タラップから甲かん板ぱんに移るわずかな段差を、左右の侍従たちに支えられ、なんとか移動している感じだったのである。

「……戦場に出てこないわけだ。皇帝も魔王も同じ、病弱の引きこもりなのか？」

「そう言うな、ヴェーレス。ご老体に鞭むちを打って、ここまでご足労願っているのだ」

　独り言に反応したのは、当の魔王フードゥーだった。

　ドレスの上から毛皮のケープを羽は織おり、いつもと違う装飾品で飾り立てた姿は、どこかしまりのないヒト側の皇帝に比べ、豪ごう奢しやにして華麗のひと言。偉大なる魔族の王としての威厳を、充分に示していた。

　しかし彼女が全軍撤退を決めてからというもの、ケータと魔王の主従関係は、冷え切るところまで冷え切っていた。ふだんはほとんど会話をかわすこともなく、今回のこの言葉も、無視しようと思えばできたのだ。

「……は。あれがご老体ってほどの年か？」

「教えたはずだぞ。有ゆう史し千五百年、歴代皇帝の数は十三名。現皇帝レイ・バロック・ジェムナスティアは、即位九十余年だ」

　だがこうもさらりと爆弾発言をされてしまえば、無視などできない。

（九十余年？）

　思わず五十代にしか見えない皇帝を、見直してしまった。

　即位でそれだけということは、実年齢はもっと上ということになる。

「それは……ずいぶんと若作りだな」

「ヒトの寿命は短いが、皇族は例外的に長寿の傾向があるな。皇帝もその一人だが、大陸と種の礎いしずえであり続けるのは、並大抵のことではあるまい。どうしたって力を消耗する」

「……そこまで大変なのか」

「大変だ。世界の半分を背負っているのだぞ。そうそう次代など生まれぬし、代替わりなき状況で失われれば、天が乱れ土地が荒れる。魔王と一緒だ」

「なんだかな。俺はてっきり……もっと……」

　言葉を濁にごしたケータに、フードゥーが興味を引かれたように訊たずねてきた。

「いったい何を想像していた？　我に与えられた魔力や特権については、疑問に思ったことなどないのだろう？」

「……だって魔王だからな。皇帝や皇族って言ったら、地球にもいるもんだし……」

　極端な話、行き倒れを蘇よみがえらせようが、世界征服を唱えようが、魔王はそういうものだと思ってきた。むしろ実際の性格と健康が、魔王にしては弱過ぎだと思ってきたぐらいだ。

　ケータは、迷いながら続けた。

「強しいて言うなら、高貴な国の、平和の象徴的なもの、か？」

「象徴？」

「ああ。日本のやんごとない家系の人たちと一緒で、皇帝も椅い子すに座ってることが重要な名誉職なんだと」

「甘いな。もっと厳密で身も蓋ふたもない『システム』の一部だ」

　切れ味の良い、刃物のような口ぶりだった。

「ヒトと魔族は、互いに皇帝と魔王という種の柱を背負いながら戦い続ける。理由などない。そなたの暮らしていた故郷の地面が丸いように、ここではそれが自然の摂理なのだ」

「摂理ね……ならその大自然の決まり事を、和平でうやむやにしようとしてるわけか、魔王フードゥー陛下は」

　向こうの痛いところをついたのが、手に取るようにわかった。

　ケータは、おぼつかない足取りでキャビンに入ろうとしている、皇帝の背中を見つめた。

「あれ、いま魔術使えば殺せるよな。そうすれば魔族こつちの勝ちだ」

「──させぬぞ、ヴェーレス」

　低く囁ささやく声こわ音ねに、本気の度合いが知れるから。

　だからケータは、仮面の下で皮肉っぽく笑うことしかできないのだ。

「ヴェーレス。我は──」

「もう言うな。今さら蒸し返す気もない。考えを変える気もないんだろう」

　彼女の強固な心変わり。振り回されたのは、自分の方。

「……ああ、そうだな。たぶん我は、壊したいのだ。そなたのいた世界に、このような決め事がないのだと知った時から、ずっと。世界の運命も自然の摂理も、狂わせてしまえるものなら、狂わせてしまいたいのかもしれない──未来に、賭かけたいから」

　──未来に賭ける。なんと美しい言葉か。

　美しかった言葉に、美しかった彼女。

　けれどその賭けるべき未来とやらに、自分は含まれていないのだと、落胆したことを覚えている。

　翌日、魔王は皇帝と和平の協定をかわし、ケータは仮面を取ってヒトの陣営へ飛び込んだ。







　果たしてここは、彼女の言っていた、決め事を崩した未来のどこかなのだろうか。

　あの船の上の別れから、半年以上が過ぎようとしていた。

「──へえ。じゃあバルドとリアルドは、実家の方に帰省するのか」

「ああ。その予定だ。マルミヤという名の友人よ」

　昼飯時の、多くの戦せん術じゆつ召しよう喚かん士し候補生でごった返した、大食堂だった。

　ケータは居合わせた双子たちと一緒に、休暇中の過ごし方を話していた。

　最近は誰かと顔を合わせれば、この手の話題で持ちきりだ。

　フレッドフォード召喚学院の、半期に一度の長期休暇。それは厳しいカリキュラムを耐え抜いた者だけに与えられる、貴重な貴重な『おやすみ』である。

　地方から出てきた候補生は、この休みでひさしぶりに実家へ帰省する者が多い。そうでない者も、思い切って旅に出たり、何か新しいことに挑戦するという話は少なくなかった。

「ライラはどうなんだ？」

　ケータは、自分の向かいで、サンドイッチを食べている少女に訊ねた。

「何か決めてることはあるのか？」

「……わたし、ですか？」

　森の中の鹿を思わせる、優しげな容よう貌ぼうの持ち主は、きょとんと黒目がちの瞳を丸くする。

　彼女の名は、ライラ・アズライト。

　名門アズライト家をして『二十年に一度』と言わしめる、天才少女だ。さらには学院首席と精霊召喚タッグトーナメント優勝という、ダブルタイトルを保持している逸いつ材ざいでもある。

　その割に腰の低さは類を見ないレベルだが、なかなか治らないようだ。

「わたしは……マンガンさんたちと一緒です。実家に戻るつもりです」

「戻るって、いま住んでる家は？」

「あそこは、別宅なのだよな」

　双子の片割れリアルドが、横から口を挟んだ。ライラはうなずいた。

「え、別なのか。あれで？」

「はい。学院に通うためにこちらに来ていますが、もともとの家は、首都の水すい晶しよう府ふにあるんです。母や祖母が、そちらに暮らしています」

「ちょっと待てよ。あの豪ごう邸ていが別宅とか……」

　ケータは思わず、以前に足を踏み入れた『川向こう』のアズライト邸を思い出し、真剣に考えこんでしまう。

「ひがむな、ひがむな。マルミヤという名の友人よ。そういうものと思うのだ」

「ケータさんのお宅も、すごく可か愛わいいですよ」

「……ああ、そうだなライラ。新興地区の借しやく家や住まいがギリギリの俺を、褒めてくれてありがとう」

「え、いえ、そんな」

「あんまり可愛いすぎて、時々ドアが開かなくなるんだ。たてつけが悪すぎてな。そういう時は窓から出る。可愛いだろう」

　双子が大いに笑い、ライラも顔を赤くしながらそれを受け入れている。

（──まあ、良かったよな）

　この手の雑談に参加し、他人からの質問にも普通に答える。おおむねライラは楽しそうだと、ケータは判断する。

　たぶん、合同調査団の旅から帰還し、彼女が首席を取ったあたりの孤こ立りつ無む援えんぶりから考えれば、信じられない進歩だろう。

　精霊召喚タッグトーナメントで、ケータというハンデを抱えながらも、優勝まで駆け上がったライラの実力を、『ひいき』と言う者はもはやいないだろう。

　みなそれぞれの目に、桁けた外はずれの大規模召喚を見せつけられたはずなのだ。

「なるほどね。ライラも休みは実家か──ああビム・コーラル。あんたの方はどうだ？」

　ケータは、ちょうど目の前の通路を通りかかった、眼鏡めがねの青年にも声をかける。

　かけられたビムの方は、空の食器を載せたトレイを持ったまま、眼鏡のブリッジを押し上げた。

「いきなりどうだと言われてもね」

「この後の休暇だよ。どうするのか聞いてるところなんだ」

「答える義理があるのか？　第一聞いてどうする」

「ただの雑談だ、雑談。意味なんてナシ」

「ふん、つくづく暇な奴だな……水晶府でアズライト家の本宅に顔を出すことは、決まっているが」

「へー、ライラの」

　意外な返事に、目を丸くする。

　バルドとリアルドの双子が、そろってからかい気味にフォークを持ち上げた。

「おいおい、どうしたのだ、コーラルという名の友人よ。結婚の挨あい拶さつは、トパーズのご両親にじゃなかったのか」

「やはり家柄が決め手か。むしろ性格が問題か」

「ば、なぜそうなる！」

「そうですよお！　来るって言っても最初だけで、その後は研究所の方に詰めるんですから！」

　ビムとライラの親しん戚せきコンビが、顔を赤くしながら反論した。

　特にライラの方など、ほとんど半泣きになってケータに詰め寄ってくる。

「本当なんですよ。信じてください、ケータさん！」

「い、いや、そんなハムサンド持って必死に言われてもな……というか、研究所って何？」

「精霊召喚術研究機関だ、ゼロパーセント。まさか精せい研けん関かんを知らないのか」

　ビムに呆あきれられ、ケータはやっと思い出した。

　魔族にあってヒトにない物は多いが、その逆は少ない。精霊召喚術は、その数少ない、魔族側に存在しない概がい念ねんだ。

　この世界の万物を構成する精霊と繋つながり、その力を召喚して使役する技──精霊召喚術。これを使えるのは、魔族ではなく脆弱なヒトのみである。そしてこのヒト唯ゆい一いつの切り札を、専門的に分析している組織もあるのだ。

　構成メンバーは、戦術召喚士の技と知識を持った研究者が大半で、本部は水晶府に近い田舎いなか町まちにあったはずだ。

　ケータも現物をこの目で見たことはないが、魔王軍時代に襲撃の検討ぐらいはした記憶がある。

「……そういや、あんた卒業しても、騎士団には入らないって言ってたな。研究員になるって」

「ただの研究員じゃない。筆ひつ頭とう研究員だ。精研関の内定は貰もらったから、研修に行ってくる」

　これにはケータも驚いた。

　ケータどころか、双子もその場に腰を浮かせて色めき立った。

「内定って。コ、コ、コーラルという名の友人よ。おまえ一体いつのまに」

「試験でも受けたのか？　そんな時間なかったよな」

「あるわけないだろう。創そう立りつ祭さいの働きが認められただけだ」

「あの一回戦敗退が？」

「いい加減にしろ！　研究発表の方だ！」

　ケータたちは、そろって口を開けた。

「……ああ、そういや、なんかそんなのもやってたな……」

「『ディル薔ば薇ら』の裏か後か……たしか空き教室かどこかで展示していたんだっけか？」

「つまりビム・コーラル。おまえ、トーナメントと研究発表を掛け持ちしてたのか。そりゃまたご苦労だった。偉いぞ」

　ぱちぱち手を叩たたいて褒めたつもりなのに、ビムはこめかみを盛大にひくつかせた。

「…………そうだとも。今となっては『なんかそんなの』『あったの』『知らなかったわ』レベルかもしれないがな。実際見に来てくれた客なぞ、劇やトーナメントに食われてほとんど無かったらしいがな。だがそれでもだ！　一部の良りよう識しきある方は、いらっしゃったということだ。精研関の採用担当者が、その一人だ！」

　おおおお。

　驚くケータ。

　一方で双子たちは、微妙に肩を落として椅子に座り直した。

　いじいじいじと、手元にある食べかけのサラダをいじりはじめる。

「……だからなあ、リアルドという名の兄弟よ。いくら足が治っていないとしても、他にできることをがんばった方がいいんじゃないかと、あれだけ言っただろうに」

「いやいや、俺たちの売りは実戦のユニゾンで、そんなものは机上の言葉遊びじゃ伝わらないと豪ごう語ごしていたのは、どこの誰だったか。バルドという名の兄弟よ」

「いや、でも、素直にすげーよ。良かったなビム・コーラル」

　ケータは言った。

　たとえトーナメントでは不本意な結果だったとしても、『ディルスマグナの薔薇』のような趣味路線にも走らず、第一志望の就職先を、正攻法で射止めたわけだ。

　ビムは相変わらず、こちらの賛辞を素直に受け止められないらしい。

「ふん、当然の帰き結けつだ」

　上から目線で、高こう慢まんに言い放ってくれた。

「後期のカリキュラムが終わったら、そのまま入職するつもりだ。うるさい学こ院こともお別れだな」

　──お別れ。

　にぎやかな大食堂が、一瞬しんみりとした空気に変わった気がした。

　この学院に、明確な卒業期間やクラスがあるわけではないが、おおむね三年から五年の間で、進路を決める者が多いと聞いている。ビムもその一人なわけだ。

「そっか……ちょっと寂しくなるな……」

「ケータさんは、どうなんですか？」

　ライラだった。

「いっ、いや、俺はまだまだ。卒業なんてとてもとても」

「違いますよ。お休みはどうされるかって話です」

「あ、そっち」

　つい慌ててしまった。

「やっぱりご実家に帰られるんですか？」

「そうだな。俺は──」

「そういえば、マルミヤという名の友人は、実家がアレンガルド区にあるんだよな」

　何気ない双子の指し摘てきに、どきりとした。

　──『あの時の話』を前提に見つめられると、やましさに少し胸が痛む。それは今でも変わらない。

　ベルタ城の地下で話した、ケータの架空のプロフィールだった。

「確かでかい農場やってるんだって？」

　本当のことが言えないから、噓うそに噓を塗り固めて取り繕つくろった。みなが真剣に話しているのに、自分だけそうやってずるをした。

　今回もケータは、笑って頭をかくしかなかった。

「……そうなんだけどさ。いま家に戻ったところで、跡継ぎの兄貴に煙たがられるだけなんだよ。おまえなんて、卒業するまで帰ってくるな！　なんて言われてるぐらいだし」

「それはひどいな」

「だろう？　俺も畑の手伝いやらされるぐらいなら、帰省なんてしない方がましだって思っててさ」

「じゃあケータさんは、パールバルにずっといるんですか？」

「それなんだよな。ただじっとしてても、つまんないしな……まあ気が向いた時にでも、ぶらぶらーっと……それこそ水晶府の方まで、旅行してみるのも手かな、とか」

「ずいぶん暢のん気きな話だな。僕が君レベルの成績だったら、まず精霊召喚術の訓練に打ち込むぞ。旅行の前に放校の危機を覚えるからな」

　ビムの揶や揄ゆも、もっともではあった。

（でもなあ……一応こっちも、先を見据えた行動ではあるんだよ）

　ケータはちらりと、ライラの横顔を見やる。

　ライラは変わらず、ビムや双子たちと話している。

「水晶府か。まあ観光で行くには、いい場所ではあるよな」

「観光以外に何があるんですか？　マンガンさん」

「あるだろう。俺たちはほぼ全員、水晶府に行ってるんだぞ。大戦時の疎そ開かいで」

　双子たちは、ライラが入学する前の、学院が首都に移転していた時代の話をしている。

「いろいろ苦労があったとうかがってますが……」

「ひと言で言うなら、窮きゆう屈くつだったな。寝起きは狭い大部屋で、娯楽はいっさい禁止。モンスターがいないかわりに和平の反対派がうろついてて、うるさいったらなかった」

「今も時期としては、微妙かもしれないですよ。ちょうど水晶宮殿で、大きな会議があるそうです」

「会議？」

「はい。魔王軍の幹部を呼んで、協定の見直しを交渉するんだとか」

「それはさぞ反対派が『うるさい』だろうな」

「ええ。叔お父じも神経も尖とがらせてるみたいです。ヒトにも魔族にも」

　──ライラの叔父。ルクス・アズライトだろう。

　皇帝直属の戦術召喚士集団、『白しろの腕かいな』の現役メンバーだ。

「なあ、ライラ」

　ケータは、横から彼女に話しかけた。

「やっぱりその叔父さんは、宮殿の方に詰めてるのか？」

「そうですね。いま言ったように、会議があるそうですから」

「時期が時期だ。畏おそれ多くも皇帝直属部隊ときては、無理もない」

　バルドが、もっともだとばかりに頷うなずいている。

『白の腕』──ルクス・アズライト。

　その高こう潔けつにして至高の存在が、ケータをこの地に召喚した──。

（そうだよ。視みたし見たんだ）

　パーティーでルクスと接触した時、三年前の召喚時とおぼしき、イメージの断片を視せられた。さらには、ずっと探し求めていた『蛇へびの形の開かい門もん印いん』が、彼の右手に刻まれているのを、実際にこの目で目撃した。

　このディルスマグナ世界において、精霊以外の存在を呼び出すことは、絶ぜつ対たい禁きん忌きの罪であると言われている。

　見つかれば即火ひ炙あぶりだと言われるその罪を、どうして彼のようなエリートが犯すことになったのか。どうしてケータは、この地に呼ばれたのか。

　ケータはこの長期休暇を利用して、ルクス・アズライトに再度接触し、全ての謎を明らかにするつもりなのだ。







　──夜。夕食を終えて自室の机に向かったケータは、ぼろぼろの辞書を引いていた。

　いわゆる『水晶府』には、三つの意味があると書いてある。

　まずジェムナスティア皇国の政まつりごとを担う、皇国審議会を含めたジェムナスティア政府全体を指して言う場合。

　二つ目が、皇帝とその一族が住まう水晶宮殿と、その限定した居住区を指す場合。

　最後の三つ目が、最初の二つを包ほう括かつする、ジェムナスティアの首都そのものを指して言う場合。

　あと数日もすれば、ケータはパールバルを出て『水晶府』へ向かうつもりだ。

（ルクスは今のところ、会議場か水晶宮殿の方に詰めてる可能性が高いのか。つまり二番の意味の『水晶府』……なかなか潜り込むのがハードそうだな。一日ぐらいオフの日があったら、そこで捕まえるんだけどな）

　まだ西大陸にいた頃、魔王フードゥーからこれらの使い分けを教えてもらい、『ややこしくないのか』とこぼしたものだ。意外と混ざらないものだと、体感して思う。

　いっそルクスが忙しくなっている原因である、魔王軍との交渉会議が終わってから問い詰めるという手もある。

　──もしくは、毒を喰くらわば皿までではないが、あの件を引き受けてしまった方がいいのではないか──？

　もんもんと考えるケータの後ろでは、元ペットにしてメイドのミーケルウスが、ベッドの上で旅支度を整えている。

「ねーねー主人」

「なんだー」

「替えの靴くつ下したは、何足もってくですか？」

「そんな何足もいらんだろ。適当にしとけ」

「替えパンツは？」

「それも必要なだけだ」

「んむー。ぜんぜん鞄かばんに入らないんですよ……ちょっと主人のとこの出しちゃっていいですか？」

「ああいいぞ、勝手にしろ……って、どこまで引っ張り出す気だ！」

　思索にふける一方で、自分の頭に自分のパンツが降ってきたとなっては、黙っていられない。

　メイドのミーケルウス、本名『ミケ』は、ケータのベッドの上に座り込み、ケータの旅行用ザックからあれこれ荷物を引っ張り出しつつ、自分の洗面用具やら下着やらをねじこもうとしていた。

「おまえふざけんなって。おまえのパンツやスリップ背負って歩くなんて、ごめんだからな！」

「でも足りなくなったら困る。ケータ、パンツ抜きで歩いちゃダメって言った」

「ああ言ったさ。言ったともさ」

「二足歩行のシュクメイだって」

「洗えばいいだろうが！　それが嫌なら猫に戻れ。それなら素っ裸ＯＫだ。ノーパンツ推すい奨しようだ」

「え……それだと馬車の中とか、カゴに入らないといけないんですよね。あれ嫌いです……」

「じゃあ人間として厳選しろ。三枚までだ」

「んー、ならば仕方ない。選別なのです……みずたま……しましま……悩ましい……ケータどれが好きですか……」












　猛烈に頭が痛くなってきたので、ケータは特に答えず、机に向き直った。

　合同調査団の時と違い、特に同伴者もないので、ミケもつれていくつもりだったのだが、間違いだったかと今さら思う。

　まあ今から留守番をしろと言ったところで、彼女は聞かないだろう。裏切られたと荒れ狂うミケが、メイドの仕事を放棄するのも困るので、このまま行くしかない。

（──とにかく。こっちに返事をするのが先だな）

　ケータは辞書の脇わきに寄せていた手紙を、あらためて手元に引き寄せた。

　特殊な用紙に書かれたこの手紙は、魔王軍四し天てん王のうの一人であるベスティアリが、子飼いの魔族を介してよこしてきたものだった。

　彼女の『お願い』は、水晶府で開かれるヒトと魔族の交渉会議に、ヴェーレスとして出席してくれというものだった。

『ヒトの方は、皇帝も列席するらしいんだよー。ウチも大元帥ぐらい出さないとかっこつかないよー』

　とは、ベスティアリの弁べん。

　皇帝レイ・バロック・ジェムナスティア。ダイト海峡で見かけた、どこかおぼつかない足取りの男を思い出す。

　ケータはその文面に、続けて書き足した。

『皇帝が出てくるなら、魔王を出せばいいだろう』

　しばらくして、また新しい文字が浮かびあがった。

『ばっかー。それじゃ完全に対等になっちゃうからダメなんだって』

　──めんどくせえ。

　政治的駆け引きの機き微びは分からなくもないが、今は素直にめんどくさいと言いたい。

『だいたい魔王様が、そこまで行けると思ってるの？　水晶府って、東大陸のさらに東側だよ？　和平締てい結けつの時だって、ダイト海峡でやっとだったのに』

『そりゃわかってるけど』

『ううんわかってない。ぜんぜんわかってない。ただでさえ魔王様、いまあんまりお加減良くないのに』

　ほほう。また熱か。

『ほらほらほら、ヴェーレス君。心、痛まない？　俺がなんとかしなきゃって気にならない？　ついでに戻ってこなきゃって気がしてこない？』

『同情ひきゃなんとかなると思ってないか？』

『あーもーうるっさい！　そもそもこんな会議するはめになったのだって、もとはと言えば創立祭で、名前出して大暴れしちゃったヤツがいるからなんだよー。そこんとこわかってるー？　ねー？　名前出しちゃったヤツー』

　──めんどくせえ。心の底からめんどくせえ。

　逆ギレの魔術文字が、どんどんと紙面に浮かび上がり、どんどんと余白が埋められていく。ケータの言い訳の余地も、どんどんと埋めつくされていく。

『ちょっとは落ち着けよ』

『落とし前は自分でつけるって言ってなかったっけー？　ねーねーねー。ヴェーレスくーん』

　ケータはペンを握ったまま、頭を抱えた。

（そりゃ俺だって、できることなら協力してやりたいさ）

　会議の場所が首都という意味での水晶府なら、ちょうどケータが行こうとしてる場所だ。魔族側の箔はく付づけのため、ついでに顔を出すぐらいは、できるかもしれない。水晶宮殿内で、ルクス・アズライトと接触するチャンスだって見つかるかもしれない。

　しかし、だがしかしである。

　ケータが魔王軍大元帥、『黒仮面』のヴェーレスになるためには、魔力制御のピアスを外す必要がある。そして外したが最後、元に戻れませんでしたでは、この先の生活に支障が出てしまう。それは困る。

　一度西大陸に戻って、フードゥーにつけ直してもらうという手もあるだろうが、会議終了の日程から考えると、相当ぎりぎりだ。下手をすれば授業の開始に間に合わない。

　長期休暇が終わった時点で、ケータはまだヒト側にいたいし、いなければならないのだ。

『やっぱり、無理は無理だ。元に戻れるあてがないから、顔出しはできない。悪い』

　ケータがそう書くと、魔術の紙の余白は全てなくなった。

　一拍置いて、ボッと机の上で燃え上がって、灰と化す。

（証しよう拠こ隠いん滅めつ。徹底してるね）

　綺麗な灰と化した手紙を、ケータはしばらくその場で眺めていた。

「……まあ、ほんとはあてがないわけじゃないんだけどさ」

　小声で呟く。これを書かずに言うのは、少し卑ひ怯きようかもしれない。

　放出した魔力をリセットし、ピアスを最装着する方法。まったく心当たりなしというわけではないのが、困りものだった。

　現在ケータの脳のう裏りに浮かんでいるのは、癖のない赤毛をポニーテールにした、姿勢の良い少女だ。

　あだ名は『軍ぐん曹そう』──本名をイリス・カーネリアンと言う。
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　翌日は、作戦行動班で団体行動となった。

　ケータは他の仲間と一緒に、パールバル郊外の平原を、馬に乗って走っていた。

「マルミヤ、遅れるな！　あと少しだぞ！」

「お、おう」

「これ以上失点だけはしてくれるな！」

　同じように馬で疾しつ駆くする仲間たちの、怒声に似たかけ声が飛び交う。ケータは舞い上がる土つち埃ぼこりが最後尾の視界を塞ふさぐ中、なんとか集団の尻しりをキープし続けていた。

　現在ケータたちが追っているのは、例によってこの東大陸で野生化したモンスターだ。見た目はカバと大型のトカゲを、足して二で割ったように見える。大きさにして全長二メートルほどの生物である。

　これでも一番原始的なドラゴンであり、主人である竜りゆう人じん族ぞくが帰還しても、ついて行くことを忘れてしまったぐらい、空っぽの脳みそが搭とう載さいされている。

　名前を魔族の言葉でレッサードラゴンと言い、ヒトの間では河ふ豚ぐ蜥蜴とかげと呼ばれている──考えてみれば、けっこう可か哀わい想そうな奴かもしれない。

　ケータの『自主的うっかり』によって、二匹ほど逃がすことはできたが、この個体までは難しいかもしれない。

　大地を全力疾走しながら、河豚蜥蜴がその巨体に見合わない、カナリアのように可か憐れんな鳴き声をあげた。

（仕留めるなら、早く仕留めないと。こいつ毒持ってるぞ）

　リーダーのイリスは、知っているだろうか。

　当のイリスは、風をきって列の先頭を走り、ターゲットの河豚蜥蜴を追い続けている。

　作戦行動班七の班長、イリス・カーネリアン。成績優秀にして、容よう姿し端たん麗れいな前首席。

　均整のとれた抜群のプロポーションに、燃えるような長い赤毛がなびく姿は、凜り々りしいのひと言である。

　──チイイイイイイ！

　河豚蜥蜴の鳴き声がさらに高くなり、その硬い表皮の色が、さらに濃くなった。

「やば。軍曹──」

　これは皮膚下の汗かん腺せんから、毒がまき散らされる合図だ。




『──疾とく此こ処こに開かれよ。顕けん現げんせよ。出でよ、灼しやく熱ねつの大地より噴き上がる憤ふん怒ど。汝なんじの名は──炎えん獄ごくノ波』




　そこにイリス・カーネリアンの、術式の詠唱がかぶった。

　精霊召喚術が完成し、馬上で右手が振り下ろされる。

（お）

　次の瞬間、河豚蜥蜴の足下が、いきなり吹き飛んだ。

　轟ごう音おんとともに地面が割れ、下から噴き出た紅ぐ蓮れんの溶岩が大蛇と化し、倒れた河豚蜥蜴を飲み込んだ。くらった方はもがく暇もなく、巨体があっという間に黒焦げの丸焼きに変わった。

「──いいわよ。止まって」

　実に豪快かつ、破壊力のある精霊召喚術だ。イリスは汗一つかいていない。

　彼女の号令で、ケータたちは馬を止めた。

　まだ河豚蜥蜴からは煙が上がっているが、風上に立てば臭においも気にならない。

「もう動かないか、ダブルチェックで確認して。終わったら休憩。そのあと学院まで戻るから──」

「やあ。お見事だな、軍曹」

　ケータは、馬から降りてイリスに声をかけた。

　遮しや蔽へい物ぶつのない屋外で、毒を出す外皮まるごと、高温で燃やしつくす。河豚蜥蜴というモンスターを駆除するやり方としては、パーフェクトに近い回答だった。

「スピードはもともと一級だったけどさ、最近威力も増してないか？」

　しかしイリスの方は、むくれた顔のまま、ふいと横を向いてしまった。

「──軍曹……」

「用がない時は話しかけるなって、言ったはずだけど」

　──まだ怒っているらしい。

　例の精霊召喚タッグトーナメントが終わったあと。自分が一生懸命追いかけて話しかけたヴェーレスが、本物ではなく偽物だったこと（少なくとも当人はそう思っている）が、相当ショックだったようだ。

「用があるから、話しかけたんだけど」

「ああそう。じゃあ手短にお願いね」

　この塩対応。いろいろくじけそうだ。

　この完璧で優秀な彼女が、ケータの今後の命運を占う鍵かぎになるかもしれないなんて、やはり信じられない。

　魔王フードゥーがくれた制御ピアスを再装着する条件は、『ケータを愛する女性』というものだった。

　そして、ここにいるイリス・カーネリアン嬢は、どうもそれまでの言動から鑑かんがみるに、魔王軍大元帥のヴェーレスに惚ほれているようなのである。信じられない話だが。

　ケータがヴェーレスから人間に戻る時、イリスはどちらの時も近くにいた。

　偶然で片付けるには、符号がそろいすぎているのだ──。

「──あのさ、軍曹。今度の休暇に予定はあったりする？」

「休暇？」

「そう。旅行とか帰省とか──」

「普通に帰省するつもりだけど」

　そっけない回答であった。

（そうか。やっぱりか）

　確かイリスの実家は、大陸東部の山奥だったはずだ。こんな時でもなければ、家族の顔も見られないだろう。妹さんもまだ小さいと聞く。

「それがどうかしたの？」

「いや……もし良かったらの話なんだけど。俺と一緒に水晶府に来てもらう……ってわけにはいかないよな」

「はあ!?」

　ケータの魔力リセット装置として──というのは、さすがに失礼すぎるか。

「あ、あなたと二人で？　二人っきりで？」

「もしＯＫなら、もちろん旅費は負担するぞ。絶対不自由はさせない。精一杯大事にする。そのあとご家族に会いたいなら送ってく。責任は持つ」

「親の顔まで見せろって!?」

　真剣な顔で言えば言うほど、イリスの顔が百面相になるのは、なぜなのだ。

（……あ。あー、そうか。これだと口く説どいてるのと変わらんのか……）

　気づいた時には、もう遅い。イリスはゆでだこのように真っ赤な顔で、目をぐるぐるさせている。今から訂正しても、どれだけこちらの言葉が届くか、怪しいものだ。

「ごめん軍曹。今のは忘れてくれ」

「あ、あ、あ、あのねゼロパーセント。あなた知ってるのよね？　私がその──魔王軍の」

「『黒仮面』のヴェーレスが好きだって？」

「バカあ、声が大きいわよ！」

　イリスがこちらの口をふさごうとした。ほとんど張り手に近かった。

「……いやまあ、正直びっくりしたけどさ。けったいな趣味してるなと」

「けったいとは何よ、けったいとは」

　けったいだろう。

　イリスは不服そうに、耳まで赤くなった顔をしかめている。やはり本当に本命は、大元帥で合っているらしい。

　自分が好かれて嬉うれしいというよりは、ただただ不思議だった。

　相手は魔族で、敵側のはずだ。いったい何がどうしてそうなった。

「魔王軍マニアのあなたなら、わかってくれると思ったけど」

「わかるって……強さか？　そりゃ別に弱くはないだろうが、けっこうこけおどしなとこもあるぞ」

「そ、そう？　最強なんじゃないの？」

「待て待て。あれはな、一種の営業トーク込みで、噓とはったりのたまものだぞ。仮面とマントで、細かい所なんかはごまかしてるしな。基本勝てる時しか勝負しないから、勝率が高いってふしもある」

「はったり……」

「いやもう四天王とガチでぶつかったら、たぶん負けるんじゃないか。特にリンドヴルムあたり──」

　そこまで喋しやべって、はっとする。

（──おい、もし俺がここでヴェーレスのこと下げまくったら、軍曹の中の好感度もダダ下がるんじゃないか？　そしたらどうなる？）

　幻げん滅めつの果て、魔力のリセット機能まで失われてしまったら──。

「そ、そうは言っても、軍の中で独立した地位を維持しているのは、大したもんだと思うぞ！」

「やっぱり？」

　取り戻そう尊厳！　上げよう好感度！

「なんと言っても、大技小技に対応できて、機転がきくのは、好感もてるよな。少ない予算と人員でも大きな成果が出せるから、魔王城の出納すいとう係がかりから、小銭の錬れん金きん術じゆつ師しの二つ名を貰もらったぐらいで」

「そういう長所はあんまり聞いたことないけど……」

「はっ、わかってないな、これだから素人しろうとは。いいか、ヴェーレスは部族の庇ひ護ごを受けない一いつ匹ぴき狼おおかみだったから、使える人材を引き抜くだけでも大変だったんだ。まず最初にやった地固めは──」

　気がつけばケータは、在ありし日のヴェーレスの苦労話を、とうとうと語ってしまったのである。

　最初は神妙に聞いていたイリスだが、最後の方はかなり微妙な顔をしていた。

「……だからな、軍曹。外部からやってきた中途採用者が組織の上に立つというのは、一に忍耐、二に忍耐、三、四がなくて五に忍耐」

「やっぱりあなたってよくわからない」

　しまった、語りすぎたか!?

「急に誘ってきたかと思ったらヴェーレスのマニア語りがはじまるし、しかも本当に濃いっていうか、どうでもいいとこっていうか……」

「いやそれは」

　けっこう熱く、ヴェーレスの長所と功績をアピールしたつもりだったのだが。

　後半はちょっと感極まって、酒場で過去の栄光を語るおっさんのようになってしまったかもしれないが。

「……こういう知られていない、小さなエピソードもあるんだよと言いたいというか」

「残念だけど、そこと恋愛は別だから」

　──恋愛という言葉に、どきりとしてしまった。

　イリスは、あからさまに息を呑のんでしまったケータに、目を細める。優しい、微苦笑だ。

「あんまりびっくりさせるようなこと、言わないでよね。こっちだって耐性ないんだから」

「……軍曹」

「さ、そろそろ時間よ。みんな！　休憩は終了！　戻るわよ！」

　彼女は手を叩いて、強引に話を終わらせた。

　そのまま自分の仲間のもとへと駆けていく後ろ姿は、いつも通りの凜々しい班長のものだった。けれど、結い上げた髪の間から覗のぞく両耳は、まだ少し赤い。

　けっきょく何がそんなに気に入ったのかは、わからないままだったなと思う。

　ただ、恋だ愛だを口にする彼女の周りは、あのヴェーレスとして対たい峙じした時と同じ──その時だけ魔法の粉でも撒まかれているようにキラキラして、ケータはただただびっくりしてしまうのだ。

　本当に、未知の魔術を前にしているような感じであった。何せあの軍曹が可愛いのである。







　パールバル内の召喚学院に帰ってくると、もう夕刻だった。

　ケータたちと入れ違いに、自宅へ帰る候補生も出はじめているようだ。

「馬をつないだら、ミーティングをしましょう」

　イリスを先頭にして、校舎の端にある厩きゆう舎しやへと移動する。

　まず反省会という選択に、メンバーが悲鳴をあげた。

「先にシャワーじゃ駄だ目めっすか？　せめて休憩」

「駄目。カフェテリアに集まって、今日の活動の反省点を──」

　そこまで語っていたイリスの口と足が、ふと止まった。

（誰だ？）

　こちらに向かって、見慣れない大人たちが近づいてくるのだ。

　あたりには、ケータたち以外誰もいない。まず目につくのは、先頭の男が着ている、紫し紺こんの騎士の制服だろう。燦さん然ぜんと輝くエンブレムは、純白のそれ。

「ちょ──『白の腕』だ！」

　気づいた仲間が、急にざわめきだしだ。ケータもすわルクスかと思ったが、違うようだ。

　あの男よりいくぶん年上で、いくぶん背が高い。襟えりの階級章も、もう一つ上だろう。

　彫刻刀で粗く削り出したような、硬く骨張った顔つきで、騎士でありながら野の武ぶ士しのような雰囲気も漂わせていた。

「──しかもおい、見ろ。後ろにいるの、学院長じゃないか？」

「なんだよ。何かあったのか──？」

　みな騒然となる中、リーダーのイリスが一歩進み出た。

「私たちに、何かご用でしょうか」

「ああ、ある。君がイリス・カーネリアンか？」

　戦術召喚士の、最さい高こう峰ほうの一角を担っているはずの男は、温度の低い眼差しでイリスを見み据すえた。

　イリスが「私です」と答えると、大きな右手が差し出された。

「アイザック・オニキスだ。水晶府で『白の腕』の副団長をしている」

　イリスもこれには気け圧おされたようで、まじまじとその手を見つめてしまう。

「カーネリアン君。君にね、良い話だよ！　『白の腕』の訓練にね、参加してみないかとのことだ！」

　そしてフレッドフォード召喚学院の学院長が、好こう々こう爺やぜんとした顔で笑っているのだ。

　今度こそケータたちは、大口を開けどよめきの声を上げた。

「……わ、私が、ですか？」

「そうだ。その適性があると判断している。是非うちで高みを目指してほしい」

　副団長のアイザックは、相変わらず眉まゆ一つ動かさない。

　しかしここにあるのは、一つのシンデレラストーリーだ。

　在学中に父親を亡くし、奨学生スカラーとして苦労を重ねてここまでやってきて。

　誰もがうらやむ『白の腕』のお迎えを前に、目を丸くしている少女の姿は、まるでおとぎ話のヒロインのようだった。
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（おいおい……いま何人いるんだ？　五十人？　六十人？　もっとか？）

　さすがにここまで来ると、呆れてしまう。

　泣く子も黙るイリス・パーフェクト・カーネリアンが、『白の腕』からスカウトを受けたという話は、一人に漏れれば爆発的に、それこそガソリンに火がついたかゾンビウイルスでも拡散したかという勢いで、学院内に広まった。

　当のイリスは、学院長と副団長アイザックらとともに、校舎の中へと消えた。残されたケータたちは、学院内のカフェテリアに移動して、イリスの続報を待ち続けているわけだが。

　ログハウス調のぬくもりある店内は、あまりのヒトの多さに、ろくに見通しがきかなくなっている。おそらくはあの時点で学院内に残っていた候補生、ほぼ全員がここにいるのではないだろうか。

「──ちょっと！　いつまで待たせるつもりなのよ！　もったいぶらせるのも嫌みじゃない!?」

　シシー・トパーズが、テーブルの天板を叩く。頼んだ紅茶のカップが派手に揺れて、中身が半分になった。

「……まあ、いつかはそうなる日が来るって思ってたけどさ……遅いか早いかの話だ……それだけだ……」

　トッド・コランダムは、ホットミルクのマグカップを抱え、陰いん気きな顔つきでぼやいている。

「すごいですよね、ケータさん。でも、カーネリアンさんなら納得ですよ。ええ」

　ライラ・アズライトが、ケータに向かって微笑む。色白の頰ほおが紅こう潮ちようして、彼女なりに興奮しているようだ。

「確かに、すごいことなんだろうな……」

　周りのヒトの、この騒ぎよう。直々のスカウト、しかも相手が『白の腕』というのは、相当なことらしい。

　イリス自身はもともと、『白の腕』入りを希望していたはずだ。ベルタ城での手柄も投げ捨てて、それでも堂々上を目指すと言っていた彼女ではあるが、ついに実を結ぶ日が来たというわけか。




「──おい、来たぞ。カーネリアンだ！」




　ケータたちは、いっせいに反応した。

　そのイリスが、ベル付きのドアを開けて顔を出したところだった。

「おい、どうだったんだ。カーネリアンという名の班長よ！　スカウトの具合は！」

　双子の片割れが、興奮気味に訊ねた。

「なに……なんなのこの騒ぎ」

「いいから、質問に答えるんだ。班長」

「だからあなたたちの班長になった覚えはないわよ……」

「『白の腕』の上層部に会ってきたんだろう？」

　みな、期待に満ちた目でイリスを見ている。

　イリスはと言えば、かすかに赤い目を伏せ──うなずいた。

「まずは、水晶府の本部でやる訓練に、参加して考えてみてほしいって。この休暇中に」

「うおおおお！」

　店内が、大興奮のるつぼと化した。

「ちくしょうおいしすぎる！」

「考えるも何もないだろう！」

「内定じゃなくて決定か」

「うーらーやーまーしーっ！」

　──正直すぎる声があふれ返る。

　ケータも大騒ぎの人ひと混ごみの間を縫ぬって、イリスに近づいた。

「おい、軍曹！」

「──ゼロパーセント」

「良かったな。なんかもう、大出世じゃないか。見てる者は見てるって、本当だ」

「やめてよ。そんなのまだわからないわよ。お試しで招集されて、思ってたのと違うなんて、返品されるかもしれない」

「そんなのあるわけないだろ。軍曹に限って」

「本当にお願い。あんまり持ち上げすぎないで。実感だって、まだぜんぜん湧わいてないんだから……」

　そう言って両手で顔をおさえるその手が、かすかに震えているのだ。

　たぶん、降って湧いた夢の結実を、一番信じきれていないのは、彼女なのだ。

　ケータは黙って、そんなイリスの背中を叩いた。大丈夫だと言う代わりだった。

「入団……できるのかしら……わたし……」

　そうやって、この上ない喜びにひたっていたケータたちだったが、

「──ああ、そうだわゼロパーセント。あなたも呼ばれてたのよ」

「へ、俺？」

　ケータは目を丸くした。イリスはうなずいた。

「学院長が、このあとあなたも部屋に来てほしいって。伝言頼まれてたの」

「な、なんで俺が……？」

「さあ」

　イリスは首をかしげた。こちらが理解するより前に、周りがまたどっと沸いた。

「おいおい、マルミヤという名の友人よ。どうした。ここに来ておまえまでスカウトか!?」

「ええ？　いくらなんでも、ありえないだろ」

「わからないぞ。何せ精霊召喚タッグトーナメント優勝だからな！」

「だったらまずライラじゃ」

「とにかく会ってくればいいでしょ。話を聞けばわかるでしょうし、こんなところでもたもたしてても、しょうがないんだから」

　それはそうなのだが。

「ほら、さっさと行く！」

　イリスは鬼軍曹モードで、ケータをカフェテリアの外に追い出した。

　振り返った店の中では、イリスの祝しゆく宴えんがはじまっているようだった。

（スカウトって……まさかな、まさか）

　ほとんど半信半疑のまま、言われた通り校舎内にある一室に向かう。

　そこは半年間で一度も訪れたことのなかった、学院長室だ。

　ノックの後に通された部屋の中にいたのは、さきほどの好々爺。それも一人だけ。

　イリスの時にはいたであろう、『白の腕』副団長の姿が見えない時点で、おかしいと思うべきだったのかもしれない。

「ケータ・マルミヤ君」

「はい」

「退校だ」

　──こんなことを言われてしまうのだから。







「この半年、君の成績の推移をずっと見守ってきた」

「努力は認める。しかし結果が出ていないのは、いかんともしがたい」

「特に任務達成率と、実技の数字がひどすぎるのは、召喚士の養成学校として看かん過かできないという結論になった」

　──かいつまむとそんな感じのことを、何重にもオブラートに包んで語られてしまった。

　ケータはあまりの結果にぽかんとしてしまい、「はあ」と呟くのが精一杯だった。

「こちらとしてもね、君の望む力を適切に伸ばすこともできず、非常に残念だ。しかし、君はまだ若い。可能性の塊かたまりだ。戦術召喚士以外の道を探ることは、恥でも敗北でもないと強く言いたい」

「はあ……」

「後期の授業がはじまるまでは、当院に籍を置いておくから。今後の身のふり方を、今のうちに決めておきなさい。いいね」

「はあ……」

　好々爺の学院長は、重厚なデスクの向こうで、深々と頷いた。

　ケータとしては、来た時と同じように一礼をして、部屋を出た。

　それ以上、話すことなどなかったのだから、しょうがないとも言う。

（……たいこう……対向……体高……太たい閤こう……退校って……どーすんだおい）

　イリスの大出世から一転、なんというオチだろう。

　呆然としながら、すっかり陽ひの落ちきった校内を歩き、カフェテリアに戻ってくる。

　店の中では、まだどんちゃん騒ぎが続いているらしく、こうこうと明かりが漏れていた。

　──正直、入りたくないなあ。

　いったいどんな顔すりゃいいんだよと思っていたら、ドアが開いた。

「ケータさん！」

　ライラである。

　息せききって駆け寄ってきて、まっすぐにこちらの顔を見つめてくる。

「どうでしたか？　やっぱり皆さんが言ってるみたいに、スカウトですか？」

　ああ、なんと素直な眼差しか。

「正直なことを言いますと、もうちょっと一緒に勉強できると思ってましたから、ちょっと……いえ、かなり寂しいですね。でも、ケータさんでしたらどこでもやっていけると思います。はい」

「いや……退校だって」

　はにかみ気味に語っていたライラが、固まった。

「……は？」

「成績ひどすぎてどうにもならないって。いや参ったっつーか」

　はっはっは。

　そう言って笑っている自分自身が、まだちょっと実感がない。

　さんざん底辺だ無能だ落ちこぼれだと言われていながら、本当に放り出される心配をしていなかった自分は、ムシが良すぎたのかもしれない。

「モンスター逃がすとかなー。あれなかったらちょっとは違ったのかもしれないけど……今さらだよな。実技ヒヨコは変わらないし」

「…………ましょう」

「ん？」

「抗こう議ぎに行きましょう。ケータさん！」

　がしっと肩をつかまれた。目が怖いぐらいに真剣だった。

「きっと何かの間違いですよ。ケータさんが退校なんて、ありえません！」

「お、おい、ライラ！」

「行きますよ！」

　ほとんど彼女に引きずられるように、学院長室へ舞い戻った。

　例の好々爺な学院長は、いきなり現れたライラと落ちこぼれの組み合わせに、かなり面食らったようだった。

「納得いきません」

「……そう言ってもだね、アズライト君。これは教官一同で話し合った結果なんだよ」

「だからなんですか。くそくらえです」

　決して声を荒げることなく、語り口は終始柔やわらかく丁寧。何せ『あの』ライラ・アズライトなのだ。

　しかし、学院の代表相手に一歩も引かない態度と、口にしている内容が、今までとは違いすぎた。小柄な全身から、闘とう気きがにじみ出ていた。

「なぜですか？　成績優秀者を集めた合同調査団にも、精霊召喚タッグトーナメントにも、彼は参加して成果を出しているんですよ。学院はトーナメントの優勝者を退校にするのですか？」

「あれは君の実力あってこそだろう」

「大変失礼ですが申し上げます。教官の皆様の目は節穴でいらっしゃいますか。彼の戦略と剣技がなければ、勝ち上がることなんてできませんでした」

「当校は戦術召喚士の養成機関なのだよ、アズライト君。一般兵の訓練施設でなら、優秀と言えるかもしれないが」

　ライラの顔から、またいっそう表情が消えていった。

「そうですか──」

　学院長は、同情しきりの顔をしている。

「君の学友をかばいたい気持ちは、わかるがね。美しい心根だとは思うよ」

「でしたら、猶ゆう予よをいただけませんか」

「──なんだね？」

「わたしが責任をもって、彼の精霊召喚術の実力を底上げします。休暇が明けてから、あらためてテストをしてください。結論を出すのはそれから。いかがですか？」

　ライラは学院長の机に手を置き、言い切った。

「……君がかね」

「ええ。わたしでは不足でしょうか」

「いや……この場合、君以上のヒトなど望みようがないだろうが──」

「問題ないようですね。では、そういうことで。失礼いたします」

「ちょっと君」

　ライラはみなまで聞かず、きびすを返した。

　ちょうど目の前にいたケータと目が合うと、それこそ何も言わずにケータの腕を取って、部屋を出たのだった。







「──おい、ライラ！」

　本校舎の建物を出たところで、ケータはあらためて声をはりあげた。

　ライラの長い金髪が、建物から漏れる明かりで、ぼんやりと薄闇に浮かびあがっている。

　彼女はその場に立ち止まると、深いため息とともに、顔をおおった。

「……怖かった……」

「今さらなに言ってんだよ！」

「ああでも、ケータさん……これで猶予ができましたよ。うちまで来ていただければ、わたし教えますから」

「教えるってさ……」

「あっ、もしかしてケータさん、怒ってますか。わたしが勝手に、テストだ特訓だとか言っちゃって。しかも家って、今からですとパールバルの方じゃなくて水晶府になっちゃうんですけど。本当にお手数おかけしてしまいますが」

「いや、いいよ。それはぜんぜん、構わない……」

　構わないが。

　まだ頰をおさえたままのライラが、不安げにこちらを見ている。

　ケータは礼を言うよりもまず、彼女のその熱意に言葉を失ってしまうのだ。

「……なんて言っていいか、わからないんだ。俺なんかのために……なんでそこまでやってくれるんだ？」

「なんでって。それは──」

　ライラはこちらの質問に答えようとして、またもうつむいてしまう。

　ケータは落ちこぼれの劣等生で、ライラは優秀な天才少女で、立場が違いすぎると思うのだ。

「……そこまでなんて、言われるほどのことじゃないです。ケータさんがわたしにしてくれたことの、半分でも返したいって。そう思っただけです」

「そんなにいい奴じゃないぞ、俺は」

「いい方ですよ」

　本当に違うんだ。

　とっさに否定したくてたまらなくなる。

　ここを辞めたくないのも本当で、ライラのこの申し出は、ありがたいと思う。でも同時に思うのだ。

　これでケータ・マルミヤの休暇の予定は、大幅に変わる。ケータには目的がある。ここから次に取るべき、最適な一歩はどれだ。どうすれば目標が達成できる。そんなことを、彼女そっちのけで考えている自分がいるから。

（クズの思考だよな）

　どこにも属さない。イコールそれは、誰のことも裏切っているというわけで。

「ケータさんは、わかってないだけですよ」

　そう、君も俺を知らない。

　校舎の前に立ち尽くす二人の影が、地面に長く伸びていた。

　どこか化け物じみた姿にも見えるそれを、ケータはライラを直視するかわりに、ずっと見ていた。次に話すべき言葉が、自然な形で出てくるまで。





　　　　　＊＊＊






　ライラが噂うわさのイリスと顔を合わせたのは、カフェテリアの騒動から、一夜明けてからのことだった。

　場所は、教職員用のシャワールームである。

（あ、カーネリアンさんだ）

　フレッドフォード召喚学院は、もともと女子の数が少ない。

　おおまかな比率としては、男子候補生七に対して、女子三の割合だ。もともと騎士を養成するための学校なので、偏かたよりはいかんともしがたく、これでも年々数字は並んできているのだという。

　そういうわけで、施設の改善はまったく追いついておらず、トイレの数は少なめ、着替えをするためには、遠くの校舎まで行かなければならないなど、何かと不便が多い。

　ライラが間借りしているシャワールームで汗を流していると、空いていた隣のシャワーを、イリスが使いはじめたのだ。

「──あら、アズライトじゃない」

「こんにちは……」

「何よ、もっと早く言ってくれればいいのに。ぜんぜん気づかなかったわ」

　そう言うイリスも、トレードマークのポニーテールをほどいているせいで、なんとなく印象が違う。

　ほどよく引き締まった体たい軀くは、思わず同性でも直視を避けてしまいそうなほど、なまめかしい。特にその、お湯に上気した肌の照りや、胸の豊満さは、特筆すべきものがある。

　対して自分の体の曲線の乏とぼしさときたら──などと考えてはいけないのだろう。

　今だけは自戒に逃げないようにしようと、心の中で言い聞かせる。

「あなたの方は、演習？　それとも作戦行動班？」

「あ……班で校外実習に行ってきました。長なが狼おおかみの巣を駆除しに」

「そう。休み前だっていうのに、大変だったわね。うちは校内の演習程度で、汗だくよ。教官が手抜きして、私に見本役ばっかりやらせるんだもの」

「──あの、おめでとうございます。『白の腕』の内定」

　まずライラは、言うべきことを口にした。

　イリスは一いち躍やく時のヒトで、昨日のカフェテリアでも、ろくに話ができなかったのである。

　彼女はシャワーを浴びながら、かすかに目を細めた。

「今年の優勝者を差し置いて、悪かったわね」

「とんでもないです」

　昨晩のイリスと違い、今日は『まだ未定』だとか、『ダメだった場合』とか、そういう逃げの言葉を、口にしなくなっていた。

　せっかくのチャンスをものにするのだという、覚悟が固まったのかもしれない。大事なことだった。

「カーネリアンさんの実力なら、順当ですし……もしわたしが言われたとしても、辞退していたと思いますから」

「今でもあなたのこと、ひいきだって言うヤツがいるの？　いないでしょう」

「違います。わたし自身が、まだ学院にいたいんです。学ばなきゃいけないことが、沢山あると思ってます……」

　精霊召喚術の技を、ただ一人で磨くのではなくて。フレッドフォード召喚学院という、大勢のヒトがいる中で切せつ磋さ琢たく磨ますることが、たぶん自分には必要なのだと思う。

　イリスは「真ま面じ目めね」と笑った。

　誰より自分を律している彼女に言われるのは、そう悪い気はしなかった。

「優勝者って言えば……ゼロパーセントの件、聞いたわよ。この休みの間、特訓してくれるんですって？」

「あ、そうです。なんだか勝手に決めてしまって、すみません」

「なんで私に謝るの。別に許可が必要な話じゃないでしょ」

　それはそうなのかもしれないが。

　ケータは彼女の作戦行動班のメンバーで、それをおいても、仲がいいように思うのだ。

「当人同士が納得してるなら、なんの問題もない。私はあいつの保護者や先生ってわけじゃないんだから」

「でも」

「アズライト」

　イリスはシャワーのコックをひねり、水流を止めた。止めた自分の手元を、じっと見ている。

「……私ね、たぶんもう、この学院には戻ってこないと思う」

「カーネリアンさん……」












「決めたの。立場的にはトライアルだけど、そのつもりでいくから。だから……だから……」

　彼女は何かの痛みをこらえるように、口元をほころばせた。

「──認めなきゃいけないわね。なんだかんだ言って、やっぱりちょっとは寂しいんだってこと。あいつのバカや無能の面倒みるのは、私だったんだけど。でももうおしまい。あいつのこと、よろしくね」

　ライラは何も言えなかった。

　彼女がシャワールームを出ていっても、何も。







　──俺はそんなにいい奴じゃないぞ。

　そう言ったケータのことを、思い出した。どうしてか、このタイミングで。

　ライラの自宅の玄げん関かんポーチに、一台の箱馬車が止まっている。ライラたちが、これから乗り込む馬車だ。

　親戚のビム・コーラルと、『特訓』をする予定のケータ・マルミヤ、そしてライラの三人に、アズライト家の御者がついての道中である。

　この長期休暇が始まる前に、よろしく頼むと言ってきたイリスの微苦笑を、ライラは折りに触れて思い出すのだ。

　おそらく色々なものが入り混じっていたであろうあのお願いに、明確なラベルを貼はることは難しい。今になってもだ。

　決めていた集合時刻から少し遅れて、ケータ・マルミヤも待ち合わせの場にやってきた。

「──ゼロパーセント。たるんでいるぞ、遅刻だ」

「悪い悪い。戸締まりと、ちょっとコイツ詰めるのにてこずっててさ」

　ビムに謝るケータは、旅行用のナップザックを背負い、手には箱形のバスケットをさげていた。

「そのカゴはなんだ？」

「あ、もしかしておっしゃってた、猫ちゃんですか？」

「そう。ミケっていうんだ」

　ケータが飼っているペットの猫も、一緒に水晶府のアズライト邸に連れていっていいかと、相談を受けていたのだ。長期間家を空けるのは、雇っているメイドも『里帰り中』で不安らしい。

　特に問題はないと、ライラは答えたのだが──。

「ほら。よろしくって挨拶しろよ、ミケ」

　ケータはバスケットの中に話しかける。しかし返ってきたのは、「フーッ！」という毛を逆立てた怒りの声だった。

「……なんか怒ってますね」

「まあ……いろいろあてが外れたみたいだからな……」

「はっ。飼い主が頼りないと、飼い猫も不ふ遜そんになるようだな」

　ビムの憎まれ口がわかったとでも言うように、バスケットの中のミケは、ますます暴れはじめた。なかなか元気で賢く、誇り高い猫のようだ。

「暴れるな。いくらわめいても、今は出せないぞ」

「とにかく、行くぞ。到着が遅れるわけにはいかない」

　ビムが真っ先に、馬車へ乗り込んだ。続けてケータとライラが中へ入る。

「そうだライラ。菓子食べるか？　クッキーも飴あめもあるぞ」

　さっそく荷をほどこうとしているケータに、ライラは呟いていた。

「カーネリアンさん……」

「ん？　軍曹がどうかしたか？」

「ケータさんに、何か言ってましたか？」

「は？」

「──いえ、なんでもないです」

　すべて初耳のようなその顔を見れば、なんとなくわかった。

（言ってないんだ）

　イリスは特に別れの挨拶もせず、『白の腕』の訓練に参加だけするつもりの顔で、休暇に入っていったのだ。本当は戻ってくるつもりもないのに、馬ば鹿かなヒトだ。

　今頃は一足先に、水晶府入りしている頃だろうか。

　自分の夢を叶かなえるため、恋心には蓋ふたをして？

　シャワールームでよろしく頼むとイリスに言われ、ライラはそれを受け入れた形になったのかもしれない。でも、自分はそんなにいいヒトではないのだ。

「ビム。飴はオレンジと苺いちごの、どっちがいい」

「遊びにいくんじゃないんだぞ」

「固いこと言うなよ。そういう奴には、こっちの塩飴を食わせるぞ──」

　ねえケータさん。

（わたし、これがチャンスだと思ってるんです）

　彼の学院残留を応援したい一方で。

（あなたが背負っているもう一つの裏の顔──魔王軍大元帥の地位について、話が聞けると思ってるんですよ）

　どうしてあなたがここにいるのか。

　どうしてヒトのふりをして学院に通っているのか。

　問いただすなら今しかないと、思っているのだ。
















　大陸の東、ジェムナスティアの水すい晶しよう府ふには、イリスも一年ほど滞在していたことがある。

　そこで生活をしていたと言うほど確信が持てないのは、すべてが『戦時』の疎そ開かいだったからだろう。

　卒業生の寄付で用意されたという、没落貴族の館が校舎になり、イリスたち候補生たちは、狭苦しい寮りよう暮らしで停戦までの時を過ごした。

　西のパールバルと違い、魔王軍の襲撃こそ現実味のない場所だったが、水晶の名を頂くその都市もまた、戦争と無関係ではいられなかった。

　──もうこんなもの終わらせて！　うんざりなのよ！

　大戦末期。冬が始まろうとしていた。

　魔王軍との和平締結に反対し、一部の騎士や貴族が兵士を連れて、武ぶ装そう蜂ほう起きを起こそうとしたことがある。

　小雪がちらつき始めた市街地で、大勢の反対派たちが道路を塞ぎ、徹底抗戦を叫んでいた。その時の反対派のリーダーに向かって言葉を投げたのは、幼おさな子ごを抱えた若い女のヒトだった。

　──誇りとかそんなの関係ないわよ。そんなもの守ったところで、あのヒトは帰ってこないんだから……。

　そう言って泣き崩れた女性は、おそらく大事な家族を亡くした直後だったのだろう。

　イリスは寮の部屋の窓から、他の候補生の仲間たちと一緒に、それらのやりとりを見ていた。

　もう戦えない、最前線から戻ってくる傷しよう病びよう兵へいとか。安否を心配し続ける、母や妻の嘆きとか。そういう悲しいものも、あの綺麗な街には降り積もっていた。あの時降っていた冷たい雪のように、しんしんと。

　自分は今でも一介の戦せん術じゆつ召しよう喚かん士し候補生で、彼女に何かを言える立場にない。父親もまた、イリスたちを残して戦死した一人だ。

　あの戦争が終わって良かったかと言われれば、はっきりと『良かった』と答えはするけれど。

　たとえ平和になりすぎて、目指す騎士の役割すら縮小されそうな状況だとしても、泣くヒトは一人でも少ない方がいい。

「──どうかしたのか？」

　たぶんわたしは、守りたいのだ。路上で泣き崩れた女のヒトの涙とか。父の顔もろくに知らずに育つ妹の笑顔とか。そのためにここにやってきた。

　一年ぶりにやってきた、首都水晶府。イリスは市街地どころか、水晶宮殿内にある、『白しろの腕かいな』本部を歩いていた。

　あまりに熱心に外を見ていたので、アイザックがいぶかしく思ったようだ。

「いえ……静かだなと思って……」

　訓練施設や寮も備えた本部の建物からは、名物である硝子ガラスの正殿も見える。噂うわさ通りに優美で、繊細な建物だ。しかし、イリスが見ていたのは、反対側の市街地の方角だった。

「ああ。静かだ。嵐あらしの前のなんとやら、だな」

「街では反対運動も起きていると聞いていますが」

「ここからはまず聞こえないな。正門を出れば、うるさいぐらいだ」

　きたる魔王軍との交渉会議に向け、政府側は準備に追われている。騎士団は都市一帯の警備体制を強化し、『白の腕』もまた例外ではない。

　特に、和平反対派の動向は注意するべし──そういう話を、ここに来るまでの道中で、一通り聞かされていた。

（正直、訓練前の新人未満に聞かせる話じゃないと思ったけど）

　これはお試しのトライアル期間だと、思わなくてもいいのだろうか。それならば──上等だ。

「魔王軍の来訪までにはどかせるが、今はその時じゃない」

「警備上の理由なら、ある程度の強きよう権けんを発動しても許されるのでは？」

「奴ら、反抗の仕方を変えて、皇国市民の皮をかぶるようになったからな。こちらから変に手出しすると、面倒になる」

　そう。休暇で会えるはずだった、家族にも会わないでここに来たのだ。もう二度と学院には戻らない覚悟も固めてきた。

　だから絶対に絶対に、この紫し紺こんの制服を、『仮』から『本物』とするのである──。




　──俺と一緒に水晶府に来てもらう……ってわけにはいかないよな。




「ぶっ」

「カーネリアン？」

　ふいに過去の会話が蘇って、イリスは必死に口をおさえた。

（なんでここであいつのことが出てくるのよ！）

　どうかしている。

（いいから。馬鹿なことを考えるのはやめなさい。あいつだってふざけただけなんだから）

　当のケータ・マルミヤは、退校の危機を前にして、ライラ・アズライトの特訓を受けることになっている。イリスではなく、彼女とこの水晶府にやって来るのだ。

　もうあの素すっ頓とん狂きような馬鹿野郎のお守もりは終わりなのだ。安心して、目の前の夢を追えばいい──。

「そんなに悲壮な顔をしなくていい、イリス・カーネリアン」

　アイザックが言った。

「最強だなんだと持ち上げられたところで、ヒトがやれることは小さい。気楽に行け」

「……悲壮な顔、してましたか」

「ああ。大事なクマのヌイグルミを置いてきたような顔だ」

　まさかこういうジョークを聞くとは。

　荒々しい強こわ面もては変わらないが、こちらを見る目は、少しくだけているような気もする。

　たぶん先入観を持っていたのはイリスの方で、実態はもう少し違うのかもしれない。

　──目を見開いて、よく見ないといけないと思った。

　大事なものを見失わないように。

「いいクマだったのか」

「そうですね……悪いやつじゃなかったのは、確かです」

　そのままアイザックがイリスを連れてやって来たのは、本部の建物に囲まれた、中庭と呼ばれるべき場所だった。

　大きな樫かしの木が生える以外は、芝しばと土が敷き詰められたその敷地に、イリスと同じ制服を着た男たちが整列していた。

　白のエンブレム──全員が『白の腕』だと分かって、あらためて身が引き締まる思いだった。

　集団の前へと歩くイリスたちに、一人の男が進み出てくる。

　年の頃は四十半ばの、細身の騎士だった。スキンヘッドの上、額ひたいの一部が、火傷やけどでケロイド状になっている。よくよく見れば、頭髪どころか、眉毛や睫毛まつげも生えていない。尖った顎あごのところだけ、細い鬚ひげが伸びている。

　きっといくつもの修羅場を、くぐり抜けてきた戦士に違いない。

　それだけの歴史を物語る傷を持つ男と、イリスは覚悟を決めて対峙するが──。

「団長のヘマタイトよお。どうぞヨロシク」

　相手は眠そうな口調で、右手をさしだした。

　さすがにこれは予想を外してきたが、事前の心構えが功を奏し、すぐに意識を復活させることができた。

「……はじめまして。私は──」

「ちょっとねえ、アイザックう！　あんた新入りの羊ちゃんになんて服着させてるのよお。サイズがぜんぜん合ってないじゃないの！」

「……服のことは事務方に任せてるんで、そこを言われても」

「ったく、どうせ男もんの中で一番小さいのでいいなんて思ってるんでしょ。まったく大したセクハラよね。ボタン留まっても、袖とウエストが余るのよ！　だぶだぶなのよ、だぶだぶ！　わかる？　だ・ぶ・だ・ぶ！」

　四十を過ぎたオカマ団長の、キレ気味の説教がこだまする。

（だぶだぶ──）

　なんだろう、本当に自分は、あの『白の腕』にやってきたのだろうか。

「ごめんねえ、羊ちゃん。とにかく今日は、それでがまんしてね。後でちゃんと採寸するから」

「え、私は別にこれでも──」

「採寸するから」

　ヘマタイトは、ばちっと睫毛のない片目をつぶった。

　──それはつまり、この先も、この制服を着られるということだろうか。

「さあさあ、薄汚い野郎共。そういうわけで、こんな大変な時に生いけ贄にえの子羊ちゃんがまた一人よ。丁重に迎え入れてあげましょう！」

　対外的に見せていた品の良さとは裏腹な、やはりどことなく荒っぽい拍手が、中庭に響きだす。

　その中には、イリスも見知った顔──ライラの叔父、ルクス・アズライトの姿も見えた。

　彼は特に笑顔も見せなかったが、集団の中でイリスと目が合うと、『がんばれよ』とその唇が動いた。

　ああ、やはり自分は、あの憧あこがれの場所に来たのだ。『白の腕』に──。

　イリスは大きく息を吸った。

「──イリス・カーネリアンです。どうぞよろしくお願いいたします！」

「今日の任務は、この子羊ちゃんと一緒よ。一班は皇帝陛下の護衛。二班は事務方と会議の打ち合わせ。三班は市民への対策だけど──」

「報告します！」

　そこに、別の声がかぶさった。

「なあによ藪やぶから棒ぼうに」

　イリスたちのいる中庭に、戦術召喚士が駆け込んできた。

　着ている制服は、一般的な騎士の青色だ。あらためてその場で、直立不動の姿勢を取り直す。

「魔族の一団が、到着しました。現在、水晶宮殿前の広場に居ります！」

　場の空気が、一瞬で変わった気がした。

　どこかくだけた日常から、緊迫の非日常へ。緊急事態のそれへ。

　報告を受けた団長ヘマタイトが、顎の細鬚をなでながら、冷めた眼差しで訊ねた。

「広場って、すぐそこの？」

「はい、正門の向こうです！」

「ちょっとねえ、最近アタシも年だから忘れやすいんだけど、西の魔族さんたちが来るのっていつだったかしら？　アイザック」

「──明日、ですね。書面の上では」

「三ぱぁん！　宮殿前広場って、まだヒト払いしてなかったわよね。和平反対派の具合は？」

　これに答えたのは、ルクス・アズライトだった。

「抗議集会の真っ最中です」

「絞め殺すわよクソ野郎」

　いったい誰への言葉か。ヘマタイトは早口で吐き捨てた後、口の端を大きく引き上げた。まるで、舌なめずりをする野や獣じゆうのよう。

「とにかく行くわよ、一秒でも早く。馬鹿な連中でマッドなパーティーがオッぱじまる前に！」

　みないっせいに動き出した。一歩遅れて、イリスも後に続いた。





　　　　　＊＊＊






　──イリスがヘマタイトたちと出会う、少し前。

　ケータは二本の足を大地につけ、頭と手を大空に向け、思う存分伸びをしていた。

「……ぅうおおお、ついたあああ！」

　それは実に、半日ぶりの地面である。思わず声も出てしまうというものだ。

　ディルスマグナのヒトの拠きよ点てん、ジェムナスティア皇国の首都にして、東大陸最大の都市『水晶府』。

　大陸の東にあるここにたどりつくまで、いったい何日かかったか。

　まずパールバルのアズライト家の馬車で、いったん西海岸の港町を目指し、そこから南回りの海路で、東海岸に到着。再び馬車に乗り換えて、晴れて首都の玄げん関かん口ぐちにたどりつくという行程であった。

　港町と首都を繋つなぐ定期連絡馬車の、終点がケータのいる宮殿前広場だ。

　連日揺られ続けた馬車のせいで尻は硬くなり、ほとんどこの世の果てにやってきたという気分だが、たぶんヒトにとっては、こちらの方が世界の中心なのだろう。

　白と灰色の石いし畳だたみが、モザイクタイルのように敷しき詰められた宮殿前広場は、ざっと見ても学院のグラウンド並の広さがある。中央の巨大な皇帝像があっても、まだなお広く見えるスケール感だ。

　周りにあるのは、皇国審しん議ぎ会場をはじめとした官庁街。さらにはお濠ほりと壁しか見えないが、皇帝とその一族が暮らす水晶宮殿が、門を隔へだてて広がっているはずである。

「……あんまりきょろきょろ見回すな、ゼロパーセント。田舎いなか者ものに見えるぞ」

「いや実際、田舎者だし。俺」

　魔王フードゥーいわく、『自然の摂理』にのっとり、国土の半分を魔族に奪われかけた、大戦末期。それでもこのヒトの首都は、戦場にならなかった。ケータも実際にやって来たのは、はじめてだ。

　馬車の窓から見てきた街並みは、どれもこれも歴史を感じさせる造りだったが、清潔で火の粉一つ浴びた跡がない。とても統一感がある。学院があるパールバルとは、大きく違っていた。

　パールバルの『本市街』や『川向こう』は、モンスターの襲撃で一部が焼けたし、『新興地区』は、戦後になって急速に発展して、建物一つ取ってもアンバランスな街だったから。

　戦略上の資料と、観光用の絵はがきでしか見たことのない水晶府に、はじめてやってきたのだ。興奮するなと言われても難しい。

「アズライト。本家から迎えの馬車が来ると聞いていますが？」

「はい。道が混んでいるんですかね……少し待ちましょう」

　ビムの質問に対し、ライラが自分の手で庇ひさしを作りながら、官庁街側の大通りに目を細めている。

　ケータは、あらためて広場の様子を眺めた。

　こちらと同じく、馬車の乗り換えのためにたまっている旅行者もいれば、休きゆう憩けいや昼食のために利用している地元民もいるようだ。

　だが、何よりここで一番目立つのは、広場の中央で演説をするヒトと、それを聞く群ぐん衆しゆうだろう。

「この像が第四代皇帝、エルロイ・ディ・ジェムナスティアであることは、皆様ご存じの通りです！　かの名君は騎士団の祖そとなり、わたくしたち皇国市民を魔族より守り、脅きよう威いに立ち向かうと宣言されました」

　巨大な銅像を背に熱弁をふるっているのは、意外なことに若い女だった。

　飾り気のないテーラーメイドのドレスに、銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけている。派手さはないが、なかなかの美人ではないだろうか。

　語り口は女性らしく柔らかいが、熱心に訴えているのは、現皇帝と騎士団への不満のようだ。

「よろしいですか。騎士の剣つるぎは民を守るためのもの。ですが、今の有様はどうです。憎き魔族の下におもねり、こびへつらうことにしか使われておりません。わたくしたちの税の大半は彼らへの貢みつぎ物ものへ注がれ、あまつさえそれを指摘するわたくしたちを排除しようとしたのです！」

　──最低だ！

　──そうだ！　騎士団は市民と向き合え！

　──宮殿の中に逃げるな！

　演説を聞く者たちが、いっせいに声をはりあげる。

「そうです。おそらくはこの集会も、水晶府の意向により、排除されることになるでしょう。ですがこちらからは退ひきません。最後の一人となるまでこの場にとどまり、わたくしたちの民意を皇国審議会、ならびに搾さく取しゆする魔族へと届けてみせましょう！」

　百人近い聴ちよう衆しゆうが、割れんばかりの拍手で応えた。

　女性の演説を聴きくヒトの中には、『魔族よりもヒトを見ろ』『侵略者を追い返せ』などと書かれた看かん板ばんを掲げている者もいる。

　彼らはいわゆる──和平反対派のヒトなのだろう。

（ヒトの方にもいるんだよな。反対派）

　皇帝と魔王の、唐突な和平締結に異議を持つ一派だ。

　過激な者の中には、今でも魔族を憎悪し、徹てつ底てい抗こう戦せんを唱えて譲ゆずらないと聞く。

　ある意味では、昔のケータもこれだったのだろう。どうして終わりにするのですかと、部下にそろって詰め寄られて、そんなもの俺が知りたいと叫びかけた、大戦末期。

　納得できる理由は何もないまま、すべては和平のために進んでいった。魔王の意思は固く、四し天てん王のうは結束し、ケータの心だけが取り残された。

「うるさい連中だ……皇帝陛下の神聖な庭の近くで、何をしている」

　ビムはやはりエリート育ちらしく、彼らの行動が理解できないようだ。

　ケータも横で同意した。

「まあ、不思議は不思議だよな。魔族が反対を唱えるならともかくさ、なんでヒトが反対するんだか」

「……どういうことだ？」

「だってそうだろ？　魔王軍は、取ろうと思えば取れたんだ。ヒトに対する絶対的な勝利ってやつを。そこをあえて折れて、和平の道を探った。あそこにいるヒトたちは、和平じゃなくて魔族に隷れい属ぞくする道の方が良かったってことか？　マゾにもほどがないか？」

　それともケータには考えもつかない、深遠な考えがあるのだろうか。

　そんなことを喋っていたら、ビムが言った。

「……ゼロパーセント。君の魔王軍贔びい屓きは、個性の一つかもしれないが、聞く者によっては不敬と取られかねないぞ。気をつけた方がいい」

「え、なんで」

「ここは皇帝陛下のお膝ひざ元もとだ。学院の自じ由ゆう闊かつ達たつとした空気とは違う」

「そんなに俺、変なこと言ったか？」

「──自分たちが負けて当然なんて、普通は思えませんよ。ケータさん」

　ライラが間に入ってくれた。

　彼女はやんわりと笑う。

「ヒトには皇帝陛下の加か護ごと、勇者の聖剣があったんです。耐えていれば逆転の機もあった。そういう風に思っているヒトも沢山いるんです」

「そ、そうか……」

　正直、それだけでどうにかなったとは、とても思えないが。

「絶望だけでは、生きていられませんからね。ケータさんのようには、なかなか考えられません」

　微笑む彼女に、『普通のヒト』の考え方を、優しく諭さとされたような気がした。

　逆に考えれば、ケータがいかに『普通のヒト』からかけ離れているかを、指摘されたようなものだが──さすがにそれは、うがち過ぎかもしれない。

「それにしても耳みみ障ざわりだ。いい加減、どこかで引っ込めないと、この先の魔族との会議にも支障が出るんじゃないか──」

　ビムが懸け念ねんし呟いた──その、時だった。

　ケータたちのいる広場一帯の、陽ひが急に陰った。

（なんだ？　雲？）

　ケータは上を見た。前後して、あちこちで悲鳴があがった。

　女性の金切り声が響く。

「モンスターよ！」

　上空に広がっていたのは、雲ではなく、巨大なドラゴンの群むれだったのである。

　竜は竜でも、騎乗用のワイバーンだと、ケータは当たりをつける。

　機動力が高く、竜りゆう人じん族ぞく以外の指示も通りやすいモンスターだ。魔王軍では、これだけで一部隊を作っていたぐらいだ。ケータが一番最初に遭遇して、驚いてバルコニーから落ちたのも思い出深い。

　そう。非常に軍と縁が深い──。




「ご機嫌うるわしゅう、ジェムナスティアのヒトの民よ！」




　騒然となった広場の中央めがけて、漆しつ黒こくのシルエットが飛び降りてくる。

　地上からの高度は、ざっと見積もっても五十メートル近くあっただろう。『彼』は弾だん丸がんのように地上めがけて速度を増し、第四代皇帝像の上に、足から着地した。

　勇いさましいポーズを取る皇帝の頭の上に、より勇ましく直立する様は、無む駄だな迫力に満ちていた。

　さらには彼に遅れること数秒、黒の落らつ下か傘さんが舞い降りるように、黒いドレスの女が二名ほど、石畳の上に軟着陸する。

「ま、魔族だ……」

　像の周りで集会をしていた和平反対派は、それこそ潮しおが引くように後退した。

　そう。彼らが言う通り、その三人はヒトではなく、魔族だ。

（リンドヴルム）

　何より異様なのは、銅像の上に君くん臨りんする男が、紳士風の出で立ちにまったくそぐわない、立派なガスマスクをかぶっているところだろうか。

　あれは一応、東大陸特有の杉すぎ花か粉ふんを防ぐためであり、下にある顔はかなりの美形であることを、ケータは知っている。

　良くも悪くも、昔の同どう僚りようなので。

「さて。ここはどこだ、第七のリルムに第八のリルム！　ずいぶんとヒトは多いが、まだ宮殿の中ではないはずだな？」

「ソノ通リデス」

「主サマ」

「そうだよー。ちょっと気が早すぎだよリンドヴルム」

　ガスマスクな魔族をたしなめつつ、ワイバーンがまた一匹舞い降りる。

　こちらの鞍くらに乗っているのは、ようやっと十代に入ったばかりといった風ふう体ていの、あどけない魔族の少女だった。

　羊のように柔らかそうな髪をリボンで結い上げ、桃色のミニドレスを着ている。

「あれ……前に学院に現れた魔族じゃないですか……」

　ライラが、思い出したとばかりに、ケータの傍かたわらでつぶやいた。その通りだ、記憶力の良い現首席よ。

（ベスティアリだよ）

　そして最初のガスマスクは、竜人族の長おさ、リンドヴルムだ。お供の『リルム・ガールズ』も連れてきたらしい。

　ベスティアリは、鞍から飛び降りると同時に、くるりと一回転。ワイバーンよりも大きな獅し子しへと変へん化げする。ますます周囲で悲鳴があがった。

「魔族だぞ！」

「警備兵はどうした！　早く呼んでこい！」

　百ひやく獣じゆう族ぞくの原型の姿をとったベスティアリは、それこそ火がついたようなパニックが巻き起こる中、ゆっくりとあたりを見回した。そして──よりにもよって、広場の端にいたケータを見つけて、牙きばをむいた。

（う）

　神社の狛こま犬いぬのようだが、笑っているつもりらしい。

「どうもこんにちはー、魔王軍四天王の、ベスティアリとリンドヴルムでーす。お約束の時間よりもちょーっと早くなっちゃったんですが、お邪魔してもいいですかー」

　──こいつ。楽しんでやがる。

　魔王軍側の、完全にヒトを食ったパフォーマンスであった。
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　宮殿前広場は、すでに混乱の渦うずに飲み込まれた後だった。

　イリスたちは団長ヘマタイトの指示のもと、広場から最短距離にある正門前にやってくるが、目の前の情景に目を疑ってしまう。

（これ──）

　大勢の皇国市民であるヒトと、そんな彼らに遠巻きにされる、異形の魔族の姿。

　あれが、一日早くやってきたという、魔王軍の使者なのだろうか。

「やってくれたな。魔族たち」

　イリスの後ろで呟いたのは、ルクス・アズライトだった。

「彼らはなぜ前倒しを狙ねらったんでしょうか」

「さあな。ヒトとかわした小さな『お約束』ぐらい、いちいち取り合っていられないとでも言いたいのだろうな」

　ルクスは忌いま々いましげに答えた。

「昔からそうなんだ。今回もパフォーマンスのつもりなんだろう。創そう立りつ祭さいの失点で呼びつけられたとしても、どちらが上かははっきりさせようというところか」

「創立祭の失点？」

「不可侵の協定を破って、ヒトに干かん渉しようした。その負い目があるから、皇帝の御前での交渉に応じたんだ」

「そんなこと、当然じゃないですか。しかも勇者に追い返されたのを、根に持っているということですか？」

「……まあ、その辺りのことは、おいおい知ってもらおう」

　ルクスは何な故ぜか、言葉を濁にごした。

「団長。とりあえず、広場の市民を退避させるべきです。自分にやらせてください」

「そうねえアズライト。順番に移動してもらうにしても、素直に聞いてくれるかしら。特にあの真ん中にいるヒトたち」

　ヘマタイトは、カクッと人差し指を九十度曲げ、銅像を指さした。

　ガスマスクをかぶった魔族は、神聖な皇帝像の上から降りず、巨大な獅子の方は、集会に使っていた演えん壇だんを下敷きにして、猫のように箱座りしている。同じ顔の二名の魔族も、周囲への威い嚇かくを怠おこたらない。

　そして、それらを遠巻きにしながらも、それ以上動こうとしない、和平反対派の一団。

　ルクスが、うめき気味に答えた。

「……なんとかします」

「試ためしにここで、ヒトの方だけどかそうとしてみなさいよ。あのヒトたちの逆げき鱗りんにふれるわよ。皇国市民より魔族が大事なのかしらあ！　って」

「でしたら魔族を先に」

「それこそ外交問題よお！　ごねられたらアタシの毛がなくなるのも時間の問題よ！　あんたそれでいいの!?　ねえ！」

　むちゃくちゃである。

「では、どうしましょうか。団長──」

「それをいま考えてるのよ。激しくセクシーに情熱的に──」

　ヘマタイトはそう言って、顎鬚をなでながら熟考をはじめる。

「──イリス・カーネリアン」

　閃ひらめいたらしい。

　彼は、託たく宣せんを告げる巫み女このように言った。

「アナタ出番よ。ちょっと行ってがんばってきて」

「──は」

　自分が？

　いきなり話をふられても、何がなんだかわからない。

　ルクスたちも、さすがに驚いたようだった。

「団長。それはさすがに──」

「イイエ。こういう時に必要なのはね、一にも二にも『愛あい嬌きよう』よ。よって新人の羊ちゃん、その愛くるしさを武器に場をおさめてきて」

「あ、愛くるしさですか？」

「そーよ何度も言わせないで」

　生まれてこの方、そんな高度なスキルは会え得とくしたことがない。期待されたこともないはずだ。

「大丈夫、あなたは比較的ラブリーな方。ここにいる野郎共に比べたら、何倍もキュート。それでもダメだったら、アタシたちでなんとかしてあげるから。さあ、今こそデビューよプリマドンナ！　踊ってらっしゃい！」

　ばんと背中を叩かれ、門の外へとたたき出されてしまった。

（ちょっと待ってよ。そんなこと言われても──）

　あらためてイリスは、前を見る。

　広い、広い空間だ。ここ水晶府のシンボルの一つでもある、宮殿前広場。問題の銅像付近は、乱入した魔族たちを、ヒトの和平反対派が囲んでいる。

　膠こう着ちやくした状況が続いているかと思いきや、いきなりヒト側が動いた。

「──そこをどきなさい、魔王の手先！」

　女性が一人、前に出て声を張り上げた。

　勝ち気そうな性格が、横顔からも、にじんでいた。

「そこがどこだかわかっていますか？　神聖なる第四代皇帝像です。あなたたち魔族ごときが、土足で荒らしていい場所ではありません。今すぐどきなさい！　無礼な！」

　──なんて無謀な真似を。

　イリスの方が青ざめてしまう。

「なーに？　今なんて言ったー？　聞こえなーい」

「ひいっ！」

　それを聞いた獅子の魔族──四天王ベスティアリが、巨体の前脚を持ち上げた。

　鋭い爪で、器用に彼女がかぶっている帽子を引っかける。女性の方は腰を抜かしてしまったが、残念なことに戦意までは喪そう失しつしていない。

「で、出ていきなさい！　ここはヒトの土地です！」

　こういう主張を曲げられない気の強さは、たぶん自分も同じだ。思わぬ所で同類の残念さを見てしまって、いたたまれなくなってしまう。

　イリスは、集団に向かって駆けた。

「皆さん！　『白の腕』です！」

　声を張り上げると、魔族を遠巻きに囲んでいた和平反対派が、イリスに気がついた。

「来たぞ、騎士団か！」

「はい。ここは危険ですから──」

「さあ早くしてくれ！　魔族に女史がやられちまう！」

　みなまで聞かず、勝手にイリスを最前列へと押しだそうとするのである。

「──い、いえ、そうではなくて。ここは危険ですから、みなさん避難して──」

「は？」

　男たちの、目の色が変わった。イリスは息を呑んだ。

「……おい。まさかあんた、よりにもよって、俺たちをどかして事をすませようっていうのか!?」

「そういう問題ではないんです」

「見りゃわかるだろう。女史が食われそうになってるんだぞ。集会もめちゃくちゃにされた」

「分かりますが──」

「じゃあ退治するのか、あの魔族たちを！」

　男の一人が叫んで、ベスティアリたちを指さした。

「退治というわけではなく、場所を移してもらい、お互い安全に──」

「答えになってねえ！」

　怒鳴り散らす声で、耳が痛くなるほどだった。

　──違うのに。話を聞いてよ。

　とうとう男たちが、足下に落ちていた石を拾い上げ、銅像の方角に向かって投げつけはじめた。

「やめなさい！」

「俺たち皇国民のことなんてまるで考えない！」

　この叫びを契けい機きに、周りの集会参加者も、手元の看板や、石や木材を投げつけはじめた。

「俺たちよりも魔族が大事じゃなきゃ、なんだって言うんだ。魔族の狗いぬ！　役立たずが！」

「やっぱり騎士はあてにならない！　俺たちでやらなきゃダメだ！」

「帰れ魔族！　西へ戻れ！」

　まさにヘマタイトが、危き惧ぐしていた通りの展開になろうとしている。

　ヒトの何倍も頑がん健けんな魔族が、投石程度でダメージを負うことはないだろう。しかし、だからと言って黙ってやられているはずがない。

　ほんの少し彼らの気が変わっただけで、ここにいる全員が闇黒魔術の業ごう火かに沈む。もちろん、イリスとて無事ではすまない。へたをすれば、水晶府という首都全体がやられてしまう可能性もある。

　それが分からないのか。

　いや、分からないからこそ、反対派であり続けるのか──。

「やめなさい──やめて──ああもう！」

　これだから、戦闘のなかった街のヒトたちは！　イリスは火のような感情に舌打ちしたくなりながら、右手を持ち上げた。

『清せい廉れんなるディルスマグナの精霊よ──』

　刻んだ開かい門もん印いんに、光が灯ともる。

　──ともかくこれ以上の攻撃を、やめさせないといけない。一発ぶつけてもいいから、興奮した彼らを黙らせないと。

「おい、見ろ。この女！　言うにことかいて、攻撃する気だぞ。皇国市民の俺たちを！」

「どこまで下げ衆すなヤツらだ！」

　仕方ないでしょう。あなたたちが分からず屋だから。

　怒り震えながらも、悲しくはあった。

（まさか初仕事が、魔族やモンスターの討伐じゃなくて、ヒトの制圧になるなんてね）

　場を鎮しずめること。魔族との関係を悪化させないこと。自分の役目を果たすこと。夢を叶えること。やりたいことややるべきことが、頭の中を高速で回っていく。

　魔族の狗。そう言われても仕方ないかもしれない。けれど、これも大切なものを『守る』ためなのだ。




「落ち着け、軍ぐん曹そう！」




　──はっとした。

（今の、なに？）

　イリスは周りを見回すが、反対派から離れた人混みは雑多すぎて、それらしいヒトを見つけることはできそうになかった。

　けれど──。

（……そうだった。怒りながら考えるのはやめなさい、イリス・カーネリアン）

　教官にもよく注意されていたことだ。

　混乱し、血が上りかけていた頭が、『軍曹』のひと言で、晴れたような気がした。

　あなたが本当にすべきことは何？　できることは何？

　やりかけていた開門の術式を、この段階で変更する。リスクはあるが、自分ならできるはず。

　イリスは右手を集団に向かって振り下ろす。




『光は祝福の糧かてとなれ。出でよ、汝なんじの名は──獅子踊ル竜りゆう王おうノ剣つるぎ！』




　術式の展開。地、火、風、合成召喚モンタージユによる三重精霊トリプルエレメンツだ。

　宮殿前広場に現れたのは、巨大な獅子と竜を左右に従えた、光り輝く戦いくさ乙女おとめだった。

「あ、あ、あ──」

　その巨大さと神こう々ごうしさに、和平反対派が絶句する。

「逃げろ──っ！」

　続いて、いっせいに悲鳴をあげた。

　呼び出した乙女は、左右の獅子と竜を携たずさえて飛ぶ。恐怖に逃げ惑う和平反対派の、頭の上を越えていく。

「え？」

　ぽかんと口を開ける彼らの上にも、輝く光の粉を振りまきながら、精霊の乙女は加速を続ける。

　そしてその先にいる、完全に他ひ人と事ごとのように銅像の上に立つ魔王軍四天王リンドヴルムの顎を、頭突きでまっすぐに打ち抜いた。

　すぽーんと。

　気持ちの良い突撃がきまり、燕尾服の体が宙を舞った。

　そのまま、頭から石畳の地面に落ちる。

「主様！」

「主様ガ！」

「リンドヴルムー、だいじょうぶー!?」

　衝撃で脱げたガスマスクが、一拍遅れて脇に転がった。

「だ、大丈夫ではあるが……ふえっくしょん！」

　地面に尻しり餅もちをつく形のリンドヴルム──想像以上に美しい顔の魔族だった──は、呆ぼう然ぜんとしながらくしゃみをしている。




「ほんとにすみませーん。ちょっと間違えちゃいましたー！」




　すぐに大きな声で、謝罪の態勢に移る。












「今のはあれです。魔王軍の、歓迎用の精霊を召喚したつもりだったんです。まさか当たるなんて思わなくて──本当にすみません！　以後気をつけます！」

　今度は反対派の方を向く。今のと同じぐらいの一生懸命さで、謝り倒す。

「皇国市民のみなさんも、危ないので広場から離れていただけませんか？　このあと似たような術式で、予行演習をする予定なんです。大事な市民のみなさんを、怪け我がさせてしまったら申し訳ないです！　私のコントロールが悪いのがいけないんですが、お願いしまーす！」

　──多少無理があって馬鹿っぽいのは、承知の上だ。

　少なくとも、頭に血が上った和平反対派と、ヒトに対して優位を崩さぬ魔族側の、両方の気を抜かせることには成功したはずだった。

「んもーっ、何やってるの羊ちゃん！」

　イリスが振り返ると、この機会を逃さぬとばかりに、『白の腕』が集団で現場に来てくれた。

　団長ヘマタイトが文句を口にしながら、見えないところで片目をつぶった。

（合格ですか？）

　反応の良さがありがたく、さすがは『白の腕』だと思った。

　そこから魔族たちの案内に努つとめ、残ったイリスたちは、勢いを失わぬうちにと、広場にいる民衆の、整理と誘導に移ったのだった。







　宮殿の敷地内に戻ってきてから、ルクスや副団長などから、今回の行動の意図について質問を受けた。

「あそこであの精霊召喚術は、最初からそうするつもりで組んだのか？」

「……いえ……途中で変えたんです」

「なぜだ？」

「最初は頭にきて、ちょっとぐらいの怪我ならさせてもいいかぐらい思っていたんですけど──そんな時に、声が聞こえたんです。落ち着け軍曹って。もしかしたら、空そら耳みみだったかもしれないけど」

　実際、それで冷静になれたのも確かだった。

「……どうせなら、あいつの真似してやろうと思って」

「あいつ？」

「そいつ、本当に精霊召喚術がドへたくそなんです。あいつが呼び出す精霊みたいに、見た目だけでなんの役にもたたないやつを使って、まとめて脱力させちゃうのもありかなって」

「カーネリアン……」

「もちろん魔族側への言い訳の余地を残すために、精霊のディティールにはこだわりました。三種の属性を混ぜて、竜と獅子とヒトを表現して、あくまで『歓迎』に見えるように。それでいて強度を出して、反対派の目的にも適かなうようにしたつもりです」

　アイザックとルクスは、なぜか微妙な顔をしていた。

「あの……新人にしかできない『愛嬌』って、こういうことですよね？」

「そんな冷静な判断は、愛嬌とは言わない」

　しかも二人そろって、断言されてしまった。

　全員から可愛げがないと言われたようなものだが、その遠えん慮りよのなさが、少し嬉しかった。たぶん、受け入れてもらえたような気がしたからだ。

　もっとも、イリスの学院時代のあだ名が『軍曹』であることまで芋づる式にばれ、そちらの方が定着しそうになってしまったのには、閉口したが。

　その後のルクスやアイザックたちは、狂ってしまったスケジュールの立て直しに走らねばならないらしく、試用期間中のイリスは、そのまま本部へと戻された。

　まだ正規メンバーでないため、団員用の宿舎ではなく、当直用の仮眠室の空き部屋を、トライアル中の客室として貸してもらっていた。

　イリスはその場で、半端に解いたままだった荷物を、あらためて整理した。

　来る時に着ていた、フレッドフォード召喚学院の制服を畳みながら思う。

（ゼロパーセントに、お礼を言わないとね……）

　なんとか一歩、踏み出せそうだから。
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　ライラの実家がよこした迎えの馬車は、混乱の中で多少遅れながらも現場に到着し、ケータたちを乗せて広場を出ることができた。

　馬車に揺られるケータの膝の上には、猫のミケが入った、バスケットがある。

　さきほどまでは、出せよこの野郎とばかりに暴れていたが、ようやくおとなしくなったようだ。

「……はは」

「なにがおかしい、ゼロパーセント」

「いや、ちょっと思い出してさ。さっきの軍曹の仕事っぷり」

　偶然にしても、すごいものを見てしまった気がするのだ。

　フレッドフォード召喚学院のそれとは違う、紫紺の騎士の制服を着ていた。そんな彼女の、勇ましい活躍ぶりときたら。

「ふん。もう実戦に出ているとはな」

　面白くもなさそうに、ビムが言う。

　いきなりベスティアリたちと、和平反対派の間に立たされてしまったのは気の毒だったが、すぐに立て直して対処していた。

（たぶんあれ、狙ってやったんだろうな）

　攻撃的な和平反対派と、魔王軍の四天王、両方のメンツを守る。そのために殺傷能力のない精霊を召喚し、リンドヴルムを皇帝像から『うっかり』移動させてしまうという方法を、彼女は取ったわけだ。

「あれだけ見た目もいい術式なら、普通の歓迎パフォーマンスだって言い張れますよね……」

　ライラの言う通りだろう。ケータはうなずいた。

　竜人族と百獣族に敬意を表するよう、獅子と竜、そしてヒトの象徴である乙女を、巧たくみな合成召喚モンタージユで再現してみせていた。

　あれなら魔族側には不可抗力を主張し、民衆には陰で尊厳を守ったことを匂におわせることができるはずだ。皇国騎士団は、市民を守ることを第一とし、魔族にも礼節を欠かさないのだと、体面を保てる。

「何か問題があったと思いますか？」

「いいや、ないよ。ないからすげえと思って」

　本当に。元魔王軍大だい元げん帥すいの立場から見ても、あの対応はあの場ではパーフェクトだったと思う。

（できすぎなぐらい）

　かつて、召喚学院と皇国騎士団の方で、ライラ・アズライトを今後の騎士団の象徴にしようという動きがあったという。泥と敗北にまみれた大戦のイメージからかけ離れた、しなやかで清廉とした、新しい戦術召喚士。

　──案外彼女イリスが、その役目を負うことになるかもしれないな。

　馬車が官庁街から離れる中で、ぼんやりとそんなことを思った。
















　ルクス・アズライトは、水すい晶しよう宮きゆう殿でんの入り組んだ廊下を、足早に歩いていた。

（まったくあいつらと来たら……！）

　国産のクリスタル硝子ガラスを、ふんだんに使った造りが売りの宮殿ではあるが、本殿の『即位の間』やダンスホール以外は、そこまで透明というわけでもない。

　むしろ、硝子部分を避けて不規則に建物同士を繋ぐせいで、階段や渡り廊下が要よう塞さいなみにわかりにくい仕様の方が、関係者にとっては問題ではないだろうか。

　銀の鎖くさりにつないだ懐かい中ちゆう時計を見るまでもなく、時間は差し迫っていた。

　本来の予定よりも一日早く襲来した客人──魔王軍側の使者のせいで、今後の予定が大幅に狂った。

　宮殿前広場で抗議集会を開いていた和平反対派と、魔族の間で衝突が起きるという最悪の事態は、団長ヘマタイトの判断による新人ルーキーの投下で難なんを逃れた。

　まずは試用期間という建前も、このぶんでは建前のままで終わりそうだ。

　イリス・カーネリアンの、度胸と時じ宜ぎを見るバランス感覚は、今後を考えると大きな拾い物だったかもしれない。

　それはともかく、問題は当面の対処だ。

　ルクスたち皇こう国こく側の交渉相手である高位魔族二名とその従者は、なんとか機き嫌げんをそこねることなく、広場から宮殿入りしてもらった。当初に予定していた皇帝主催の歓迎式典、および歓迎舞ぶ踏とう会かいには時間が足りないので、ひとまず皇女主催の昼食会でもてなしを表すことになっている。

　ここしばらく、必死になって詰めてきたスケジュールが全て水の泡だが、仕方あるまい。だが死ね魔族。せいぜい心の中で呟くぐらいだ。

　こんなところでつまずいている暇はないのに、すでに昼食会に参加する予定の『光の勇者』ことハイラント・ビスマスと、当の皇女アルテンシアの姿が見えないのはどういうことだ。

「──だから、そんな奴らの言うことは放っておけばいいんだよ」

「でも……」

　ルクスの鍛えぬかれた『ダメ人間捕ほ獲かくセンサー』が、鋭く反応した。

　場所はたったいま通りすぎた、客室の一つだ。ほんのわずかにドアが開いている。

　こちらからドアを開けると、塵ちり一つなく整えられた客室が見えた。ここ水晶宮殿の清掃スタッフの誇りが垣かい間ま見える部屋の、バルコニーに件くだんのダメ人間がいた。

「お父様に叱しかられるわ」

「馬鹿だな。俺より父親の方が怖いか。聖剣も地に堕おちたな」

「いいえ、大事なのはハイラント、あなただけよ。いくら欲しいの」

「これだけ都合がつくかいハニー」

　うっとりと目をうるませる、体重百キロばかりの娘を引き寄せ、指を三本出している長身の男。

　ルクスが盛大に咳せき払ばらいをすると、ようやく向こうもこちらに気がついた。

「あら、アズライト……」

「──昼食会の時間が迫っておりますよ。お支度を、アルテンシア姫」

「そ、そうね。急がないといけないわ」

　皇女は丸い頰ほおを染めながら、ルクスの脇を通り抜けようとする。そのふとましい体が、目測を誤りルクスを突き飛ばしそうになるが、何も言わなかった。

　何せ相手は、皇位の継けい承しよう権けんこそ『皇帝の資質なし』で取得していないものの、れっきとした現皇帝の実子である。

　皇女アルテンシア。皇帝レイ・バロック・ジェムナスティアが、三代目の皇妃に産ませた皇女殿下だ。

　尊とうとき皇族の血を次代に残し、新しい皇帝の誕生を待つ大事な役割がある。

　かわりにルクスは、残った方にぼやいた。

「……何をやってるんですか。皇族の姫君をつかまえて。そんなに死にたいんですか」

「愛の語らいに決まってるでしょうよ。勇者と姫君のロマンス。みんな大好物」

「ヒモがパトロンに金をせびっているようにしか、見えませんでしたが」

「あらまあルクス、いいとこの坊ちゃんなのにお下品な」

　ハイラントは、悪びれもせず口の端を引き上げた。

　この男は、ジェムナスティア皇国に七本しかない聖剣のうちの一振り、聖剣バリアントフレアの適合者だ。

　大戦時においては、その剣をふるって魔王軍と戦い、戦後においても『光の勇者』の名をほしいままにしているが、生まれはチンピラ、中身もチンピラだ。

「とにかく急いでくださいよ。これから昼食会です。あなたも出るんですよ」

「……んなのわかってるけどさ」

　ハイラントは、バルコニーの柵さくに身を預ける。苦り切った顔つきだった。

　確かに堅苦しい会話や堅苦しい作法は、彼の苦手分野だ。気が乗らなくても仕方ないかもしれないが──。

「予定が狂って一日前倒しになったのは、我慢していただきたいところです。魔族側の到着が早すぎたんですよ」

「……そんなのは別にいいさ。奴、来てるの？」

「奴？」

「とぼけなくてもいいでしょ、もう。あの化けライオンだよ」

「四し天てん王のうベスティアリですか？　ええ、言った通りにメンバーに入っていますよ」

「殺していい？」

「馬鹿ですか？　魔族側の代表なんですよ」

「まーじーでーかー、もう。やる気でねー。意味ねー」

「よく言いますよ、ボロ負けしたくせに」

　ハイラントの頰が、ぴくりと引きつった。

　ルクスはあえて禁句に触れた。

　今をさること一ひと月つきほど前。西のパールバルにあるフレッドフォード召しよう喚かん学がく院いんで、ルクスたちは創そう立りつ祭さいに出席した。そこに乱入してきた魔族と交戦し、ルクスたちは負けた。

　それはもう、形の上では相手の撤退となってはいるが、あそこで勝利に持ち込めたとは、とても思えない。

　政治的には魔族側の協定違反などもあり、こうして自国で交渉会議を開くなど、有利に進められた点もあるが、あの日に限って言えば完敗そのものだった。

　柵に身を預けていたハイラントが、据すわったまなざしをこちらに向けてくる。

「それ言う？　言っちゃう？」

「言いますよ。大だい元げん帥すいまでそろっていた状態で、持ちこたえた方だとは思いますよ。自分も含めて」

「でしょお？　だから今度こそはって」

「それとこれとは別です。さあぐずぐず言わずに出席です」

「やーだーもー、いやー」

　ぐにゃぐにゃと湿った洗濯物のようにクダを巻く勇者を連れて、ルクスは己の任務を果たそうとする。やるべきことは、山ほどあるのだ。

（気まずいなんて言うのは、みんな一緒ですよ）

　そう。みな自分に課せられた役割のために動いている。私情を持ち込むような大人げのない者など、ここにはいないのだ──。




「あ、思い出した。いつかの負け勇者だ」




　遅れて昼食会の席についたハイラント・ビスマスを見て、魔王軍四天王のベスティアリが言い放った。












　場所が屋外から室内に移ったからか、巨大な獅子の姿から、あどけない子供の姿に戻っている。忘れもしない、以前にハイラントが、聖剣バリアントフレアで串くし刺ざしにしたあの格好だ。

　それはもう、テーブルから一歩離れて警備にあたる『白しろの腕かいな』のメンバー、主催の席につく皇女アルテンシア、料理の給仕役にいたるまで、一気に凍りついた。

「どうも──遅れてすみません。負け勇者デス」

「あっ、もしかして気に障さわっちゃった？　ごめんね、お腹なか減るとついねー」

　ベスティアリは笑い続ける。負け勇者の暴言に加え、遅刻のあてこすりまでセットでくらわせてきた格好だった。

　ハイラントは、無言でルクスの方を見た。

（──私に言われても、困ります）

　何が『それとこれとは別』だ、全力で私情をぶん回している奴がここにいるじゃないかと、たぶんそんなことが言いたいのだろう。

　しかしここはなんとか耐えていただきたく──。

「そーですね。正確には、二勝一敗ですけど」

　ああ。やはりダメだったか。馬鹿に忍耐は通用しないのか。

「えっ、そうだった？　じゃあ星の数、そろえてあげてもいいよ。ベスティアリぜんぜん困んない」

「いいですよ。やりますか」

「よーしベスティアリがんばっちゃうぞ」

　全員分の前菜が運び終わらぬうちに、席を立とうとする勇者と四天王。

「まあそう急ぐものではない、ベスティアリ殿」

　そこに天の声が響いた。

　ベスティアリの隣に座るリンドヴルムが、穏おだやかに微笑んだ。

　魔王軍四天王の一人、竜りゆう人じん族ぞくの長おさだ。異彩を放っていたガスマスクを取ると、意外に繊細な美び貌ぼうがその下にあった。

「せっかく皇国が歓迎の料理を用意してくれたのだ。食べずに退席するのは、不作法というものだ」

「……むー。わかったわよー」

　さすがに好戦的な者だけでは、交渉もままならないだろう。こちらは冷静な魔族ということらしい。

　従者の魔族は、さっきから陰気な顔つきで、主人の言うことに頷いている。

　そのまま会食は、一見なごやかに進んでいき──。

「歓迎と言えば」

　リンドヴルムが、微笑みながら続けた。

「広場で私に精霊をぶつけてくれたお嬢じようさんはどちらに？」

　ルクスの胃が、音をたててきしんだ気がした。

　場の気温がさらに下がったが、そこからあえて沈黙を破ったのは、我らが団長ヘマタイトだった。

「その件に関しましては、わたくしから回答いたします。リンドヴルム公」

　ハイラントたちのテーブルに近寄り、愛あい想そうよく笑う。

「彼女は、『白の腕』の本部で、大いに反省をしてもらっております」

「なんと。あまりきつい咎とがめにならぬよう願えるか」

「お優しいお言葉、痛みいります。何せ経験不足の新人なもので、ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。ほほほほ」

「いや、とんでもない。ヒトの精霊召喚術にも、色々あるものだと感心した次第だ」

「ベスティアリ、その子知ってるよー。前に見たことあるし」

　百ひやく獣じゆう族ぞくの長が、血のしたたりそうなステーキを食べながら言った。

「召喚学院の創立祭で、ヴェーレス君の面白すぎる劇作って、トーナメントの成績は……優勝？　準優勝だったかな」

「ほう、優秀なのだな」

「ねえねえ、ヒトのおじさんたち。あのとき優勝した子たちはどうしたの？　一緒にスカウトしたんだよね？」

　無邪気そのものと言った調子の質問に、ヘマタイトも一瞬言葉につまった。

　実際に答えたのは、ベスティアリと同じテーブルにいた、ハイラントだった。

「ライラちゃんは、まだ早いってことになったんだよ。青春君は、論外つーか規格外」

「そうなの？　だって二人ともここにいるよね？」

　ここ、と彼女は自分の足下を指さした。

「ベスティアリ、見たよ。さっきの広場で」

　いったいどういうことだと、団長以下の視線が、ルクスに集中した。

　仕方なくルクスは、警備中の身でありながら、ライラの叔父の立場で解説するしかなかった。

「……恐れながら、申し上げます。私の姪めいのライラ・アズライトは、長期休暇で帰省中のはずです。時期は詳くわしく聞いておりませんが、到着は今日だったかもしれません。同行者が何名なのか、ケータ・マルミヤがいたかどうかは不明です。申し訳ございません。ですが家から使用人も同行していたと思うので、決していかがわしい旅ではないと神に誓って──」

「べつにそんなの誓わなくてもいいから」

　そんな。そこは大事なところなのに。

「そっかー。そっかそっかー。やっぱり来てるんだねえ、水晶府に。あんにゃろう、こっちのお願いぶっちぎっておいて……ふふ、うふふふ……」

　ベスティアリは、ワインのグラスを揺らして笑っている。いったい何がそんなに面白いのやら、ヒトの身にはまるでわからない。

「ねえねえ、せっかくだから会いたいな、その子たちに」

「え？」

「ダメ？　ヒトのおじさん」

「それは──失礼ながらなんの意味があって──」

「ええ？　意味なんてないよぜんぜん。強しいて言うなら……嫌がらせ？」

「は？」

　ルクスの目を見てうなずくのである。

「そうそう嫌がらせ。なーんてね。あははは」

　本当に魔族というものは、救いがたく突飛で性格が悪い生き物だと思う。

　その後も皇国側は、適当なことを喋り続ける彼らの対処に振り回され続け、ルクスは彼らに翻ほん弄ろうされるだけ翻弄されたあげく、結局大事な姪まで差し出さねばならなくなったのである。





　　　　　＊＊＊






　ケータは大きく深呼吸をすると、両の足を肩幅にまで開いた。

　芝生しばふの地面と接する足の裏が、素足なだけにむず痒がゆい。しかし、言われた通りの呼吸法を繰り返していくと、しだいに気にならなくなった。

　ライラいわく、見ているのに見ていない、感じているのに感じていない状態にするのがいいらしい。

　全身に吹き付ける風、鼻び孔こうをくすぐる緑の匂い、網もう膜まくに焼き付く雲の白。全ての五感は開放しつつ、意識はもう一段高い所に置くのだという。

（そう。俺は今、史上最強に集中している……！）

　そしてケータは、高めた意識のままに術式を唱えはじめる。

『──清せい廉れんなるディルスマグナの精霊よ。此これは鍵かぎの語かたり。解かい錠じようの時は来ませり』

　右手を中空へと伸ばす。その手首から先が、七色の光に包まれ消えていく。

『──疾とく此こ処こに開かれよ。顕けん現げんせよ』

　光の表面に浮かび上がる、複雑な文様。消えた手首から先の感触も、ケータにだけは感じられた。

（よし）

　このまま握りこんで、からの──！




『出でよ、汝なんじの名は──紅あかク燃もユル獅子！』




　振り下ろした右手。

　史上最強に集中をした結果、呼び出されたのは──やはりヒヨコであった。

（ああ）

　ぴちゅー。ぴちゅちゅー。

　黄色いヒヨコがケータの周りにあふれ、芝の上をかしましくさえずり回っている。

「……ダメかあ──」

　ケータは落胆の末、脱力して地面に寝ころんだ。その頭の上を、ヒヨコがぴよぴよと飛び跳ねていく。

「なんでうまくいかないんでしょうかね……」

　指導役のライラが近づいてきて、寝ころぶケータの顔をのぞき込んだ。

　ここは水晶府の郊外にある、ライラの実家だ。昨日の夜に馬車に揺られてたどりつき、翌日からこうして訓練をはじめた。

　パールバルの別邸の、ゆうに三倍はある家屋敷に暮らすライラの母親は、彼女の未来を映したようによく似ていた。同じく祖母の方は、オーキッドの血が非常に濃い感じであった。

　つまり戦術召喚士の才をオーキッドから、容よう姿しを母方から受け継いだライラは、本当に運が良かったのだと思う。逆ならどうなっていたことか……恐ろしくて考えたくない。

　ビムはそんなアズライト家の女当主たちに挨あい拶さつをして、早々に自分の研修先である精霊召喚術研究機関に向かってしまった。

　そしてケータはケータで、こうして特訓に励んでいるわけだが──。

「ヒヨコの数とか、ヒヨコの滞在時間とか、変なとこで精度は上がってるよな……」

「まったく努力の甲か斐いがないというわけじゃないのが、なんというかこう……」

　ライラが悲しげな顔で、語尾を濁した。

　ゴルフのカントリークラブがそのままおさまりそうな、アズライト家の庭。伝統的な貴族の庭てい園えんを巣とする野鳥の声と、ケータが精霊召喚術で呼んだヒヨコの声が入り混じって、一帯はおかしな響きになりつつある。

　ライラはため息交じりに、ケータの横に腰を下ろす。

「これはビム・コーラルが言っていたんですけど……何か精霊自体が、変換されてしまう感じですよね」

「変換？」

「ええ。召喚のプロセス自体は普通。術式が間違っているわけでもない。開かい門もん印いんも反応している。でも実際に物質世界に出してみると、どんな属性の精霊もヒヨコに置き換わるというか……」

「絶望的な話だな、おい……」

「自動変換の仕組みが何か、わかればいいんですけど。ご両親は特に、戦術召喚士を志こころざして辞めるようなことは、なかったんですよね？」

　ケータは黙ってうなずいた。

　親は地球の日本で、サラリーマンとパート主婦をしている。噓は言っていない。

　後はもう、ケータが異世界から来た、稀マレ人ビトということぐらいか。

　正直、これが一番大きいような気がする。

　しかし、それだとほぼ改善のしようがない。将しよう棋ぎで言うなら『詰み』である。

「食生活が特殊というわけでもなく……ケータさん、そのピアスはいつもつけてるんですか？」

「へ？」

　ライラと、あらためて目が合った。

　彼女はケータがつけている、魔力の制御ピアスを指して言った。

「面白い色の石ですね。硝子じゃなくて輝き石せきっぽく見えますけど……ちょっと外してみますか？」

「い、いやいやいや、これは！」

　ケータは、大慌てて芝生から飛び起きた。

「根拠がないわけじゃないんですよ。ある種の宝石とか、混ざり物の金属が、スムーズな召喚を妨げることもあるって、聞いたことがあります。今だけでも外してみませんか？」

「いや、無理！　これは無理！」

「試すだけですから」

　ライラが虫むし歯ば治ち療りようを怖がる子供を諭すように、優しく笑いながら手をのばしてくる。冗談ではなかった。

　芝生の上で全力で後ずさると、ライラも追ってくる。

「これは絶対、外せない！」

「どうしてですか？」

「どうしても！　部族の掟おきてとか！　死んだばあちゃんの遺言的な！」

　絶叫する。

　まるで女を押し倒す男と、男に押し倒される女の図だ。構図は完全に逆だが。

「……どこの部族の掟、ですか？」

　──彼女はどこかおかしいんじゃないか。ついそんなことさえ考えてしまう。

　そのままキスさえできそうな至近距離。動どう揺ようで息を荒げるケータを、ライラは静かに見つめている。

　何かを見極めようとするまなざしだった。

「ケータさん。わたしは──」

「なーう」

　そこにやわらかい、猫の鳴き声が混じった。

　声のした方向を振り仰げば、三毛猫に戻ったミケが、木の枝に座っていた。

　ミケが草色の瞳で見つめているのは、こちらに向かって走ってくる、一台の箱馬車だ。

「あの馬車は……」

　ライラが、身を起こして呟いた。

「……誰だかわかるのか？」

「はい。あの紋もんは、ルクス叔父様のです……」

　彼女が呟くのに合わせるかのように、馬車が道の途中で止まった。ドアが開き、中から当のルクス・アズライトが顔を出した。

　ひどく浮かない顔で、彼は言った。

「……君たち、いいところにいた。ちょっとつきあってくれないか」







　前に会った時より、やや痩やせただろうか。

　箱馬車の中で見るルクス・アズライトは、青ざめるを通り越し、まるで紙のような顔色だった。

　とりあえず特訓を中断し、彼の乗ってきた馬車に同乗して、屋敷の方まで戻ることになったわけだが。

「叔父様、そんなにお勤つとめが大変なんですか……」

「……いや、そこまでのつもりはなかったんだが……確かに大変は大変だったが……ライラの顔を見たら、急にどっと……」

「大丈夫ですか」

「すまない」

　いきなりうつむいて口までおさえるので、横にいたケータも背中をさするはめになった。

「！」

　ルクスが、びくりと震えてこちらを見返す。

　馬車の中だというのに、十五センチぐらい飛とび退のかれた気がする。

「……あ、すみません。なんか苦しそうだったもんで……」

「…………いや、私の方こそ。失敬な真似を……」

　相変わらず、顔色は土つち気け色いろ。こちらを見る目も濁り、動く死体という言葉がぴったりくる。

　ルクスは眉み間けんをおさえて黙りこんでいたが、やがて「……大丈夫だ、マルミヤ君」と大きく息を吐いた。

「もう大丈夫」

「本当ですか。マジで死にそうな顔してますけど」

「ライラの前では死ねない」

「……そういうもんですか」

　姪を溺でき愛あいする男にしか、吐けない台詞せりふであった。

　まさか会おう会おうと思っていたルクスが、向こうからやってくるとは思わなかったが、なんだこの病人ぶりは──。

「何かあったんですか。たしか今、『白の腕』って忙しいはずですよね」

「とにかく、詳しいことは中で話させてくれ」

　その屋敷は屋敷で、ルクスが来るとは思っていなかったらしい。年かさの家令まで驚いていた。

「ルクス様ではありませんか」

「僕の部屋に行く。茶はいらない」

　そっけなく家令に言いつけると、ホール正面の大階段を上がっていく。

「もうとっくに家は出ているんだがね。子供の頃の部屋が、まだ残っているんだよ」

　たどりついたのは、二階の一番奥まった部屋だった。

　ベッドと机、そして本棚。どれも綺麗に掃除はされているが、古い幼年向けの教科書や、冒険小説などが並んだままの棚などを見ると、今は使われていない部屋だというのが一目でわかった。

「叔父様、火を起こした方がいいですか？」

「いや、そこまでしなくていい。座ってくれ」

　甲か斐い甲が斐いしく動こうとするライラを、ルクスが止めた。

「ライラは、よくこの部屋に来たね。オーキッド兄さんに叱られて」

「……すごく、小さい頃ですよね……」

「僕にとっては、つい昨日のことだよ。年寄りだからね。とにかく、座って話そう」

　窓際に三脚あるソファと椅子を、ルクスは勧めてきた。むしろあなたが休んでくださいとケータは思った。

　あらためて椅子に腰をおろすと、ルクスはケータとライラを見比べた。

　そのまま、大きくため息をついた。

「あの、叔父様……」

「……まさか本当に一緒にいるとはね……ケータ・マルミヤ……」

　絶望的な声で言うので、こちらは慌ててしまう。

「叔父様！　叔父様！　これには大きな訳があるんです」

「そうです！　無能の俺が退校にならないために、彼女が策を練ってくれて」

「……いや、いいんだ。今はそのことについて、どうこう言うつもりはない。個人的には磨すり潰つぶしてやりたいぐらいだが」

　嫌だ磨り潰さないで。

「君たちに、折り入って頼みがあるんだ。急で悪いが、明後日に宮殿で開かれる舞ぶ踏とう会かいに、参加してもらいたい」

「舞踏会？」

「──もしかして、皇帝陛下が主催されるものですか？」

　ライラの質問に、ルクスは首しゆ肯こうした。

「そうだ。魔族とヒトとの、親しん睦ぼく会かいのようなものだと思ってくれていい。いま水晶宮殿に、魔王軍の一団が到着しているのは、ライラも知っているね？」

「はい。昨日、ちょうど到着した所に、居合わせましたので……」

「それがいけなかったんだ。魔族のうちの一人が、君たちの顔を見たらしくてね。ぜひ会いたいと言ってきたんだ……」

　ケータとライラは、顔を見合わせた。

「本当に、こんなことに巻き込んで申し訳ないと思っている」

「……すみません、叔父様。ちょっと意味がわかりかねるのですが、なぜわたしたちを、魔族が……？」

「たぶん意味は特にない……ただの気まぐれ……」

「気まぐれですか？」

「むしろ、はっきりとこっちを見て嫌がらせだと言っていたぐらいだ……」

「叔父様。いったいどんな粗そ相そうを？」

「していない。断じて違うはずだ」

　必死に言い訳を重ねるルクスの横で、ケータは危うい汗をかいていた。

（……あー、ベスティアリだな、そりゃ……）

　おそらくその、嫌がらせをしたい相手は、ルクスではなく自分だ。ケータ・マルミヤであり『黒仮面』のヴェーレスだ。

　こちらがベスティアリの頼みを断ったものだから。

「なんというか、魔族というものは、こちらの常識がまるで通用しないんだ。対処しようとしても、必ずその斜め上を行く。頼む。今回は私を助けると思って、顔だけでも見せてくれないだろうか。協力してくれ。もちろん安全は保証する」

「──やめてください。頭を上げてください、アズライトさん」

　結果、ケータは謝り続けるルクスに言った。

「俺……じゃない。自分にできることでしたら、なんでもやります。パーティーに出るぐらいわけないです」

「マルミヤ君……」

「天下のジェムナスティアの騎士が、候補生に頭を下げるなんてあっちゃいけないです。しかも『白の腕』の一員のような方が。なあ、ライラ」

　ライラは同意を求められ、考えこむようにうなずいた。

「……そうですね。本当にお困りのようですし……」

「協力するのが義務ってものだろ」

「そうか……どうもありがとう。マルミヤ君。ライラも」

　ルクスはほっとした顔をしていた。

　こちらこそ、苦労をかけてしまって、申し訳ないぐらいだ。

　きっとここまで消しよう耗もうしてしまったのも、魔族たちの気まぐれに振り回されたせいに違いない。本当に、うちのバカどもがすいませんと謝りたくなる。

「──いけない。時間だ。用件のみになってしまって、すまないね」

　ルクスは慌ただしく言って、立ち上がった。

「また宮殿に戻らないと」

「どうかお体には気を付けてください、叔父様」

「ライラもだ」

　そのままルクスは、かつての子供部屋を後にした。

　ライラは心配そうに、叔父が出ていった扉を見つめている。

「……あんなに疲れた叔父様、初めて見ました。大丈夫でしょうか……」

「ちょっと俺もいいか」

　ケータも椅子から立ち上がった。

「どうしたんですか？」

「アズライトさんに、言い忘れたことがあった」

　そう言って部屋を出る。廊下を小走りに進むと、階段の途中に『白の腕』の制服が見えた。

「すいません！　アズライトさん！」

　ルクスが、ゆっくりとこちらを振り仰ぐ。

　ケータは息を整えながら、口を開いた。

　──パーティーの時、少しだけお時間いただくことは、できますか。召喚の件であなたと話したいんです。

　そう言いたいかわりに、こう言った。

「パーティーで、イリス・カーネリアンと話すことはできますか」

　あまり直接的では、怪しまれる。切り札は、直前まで取っておきたい。

　ルクスは青い顔のまま、「もちろん」と笑った。

「彼女は警備側だから、あまり目立ったことはできないかもしれないけどね。顔見知りがいれば、お互い安心できるだろう。配はい慮りよしよう」

「アズライトさんとも？」

「ああ。それじゃあ、当日に会おう」

　──そう。それならいい。

　相手の思おも惑わくはどうあれ、これで話をするという、言げん質ちだけは取れたのだ。

　ケータは一礼してきびすを返す。

　そんなケータの背中を、急いでいるはずのルクスがじっと見上げていたことを、知ることはなかった。

　最初に称した『動く死体』のような顔つきで、ひと言「生きていたか……」と呟いたことも──。





　　　　　＊＊＊






　──こんにちはティア。もう大きいから、一人でお姉ちゃんのお手紙が読めるかな？

　せっかくのお休みなのに、お家に帰れなくてごめんなさい。ティアやみんなの顔が見れなくて、ごめんなさい。私も寂しいです。

　私は今、水晶府の皇帝陛下のお城にいます。

　本当よ。噓じゃないんだから。

　ここは水晶宮殿という名前がついている通り、あちこち光ってキラキラしていて、とても綺麗です。ティアに送るこのお手紙と一緒に、お城のカードも入れておくね。でも、本物の方がずっとまぶしいと思ってください。目が痛いぐらい。

　ここには、世界を支える皇帝陛下や皇女様がいらっしゃって、『白の腕』や警備兵、事務官なんかもいて、ティアたちが明日も笑っていられるよう、みんな一生懸命考えて暮らしているの。

　もうじき魔族を交えた舞踏会も始まります。もう大戦も終わったんだから、ヒトも魔族も仲良くしましょうっていうお話し合いをします。

　私もまだ正式じゃないけど、この先も『白の腕』の一員で居続けられるよう、がんばるつもり。ティアもどうか応援していてね──。







　イリスはそこまで書いて、ペンを置いた。

　そう。まだ正式に加入したわけではないので、『白の腕』の団員専用の寮りようではなく、宿直用の空き部屋をあてがってもらっている身ではある。

　いくら一人離れた個室だとはいえ、こんな真夜中を過ぎても明かりをつけたままというのは、心証が悪いかもしれない。しかし、眠れないのはどうにもならなかった。

（興奮しすぎなんだわ）

　イリスは制服の上着だけを脱いだ格好のまま、部屋の窓辺へ向かった。

　雲のない月の明かりに、手紙に書いた水晶宮の正殿が、冴さえ冴ざえと光っている。

　建設当初から稀き少しよう品ひんだった透明度の高いクリスタル硝子を、豊富な石材と一緒にふんだんに使った建物は、夢に出てきそうなほど幻想的だ。市販のカードや絵はがきではなく、本当に妹に見せてやりたいと思う。小さな、山奥の村から出たこともない女の子に。

　イリスは窓枠に頰ほお杖づえをつき、目を閉じた。

　昨日の昼間の騒ぎの余よ韻いんが、まだ体の芯しんに残っていた。

　ほとんど何も分からなくて無我夢中だったが、最低限の仕事は果たせたような気がする。

（……ダメダメ。油断は禁物よ。ちゃんとこれからも、上からの指示をよく聞いて実行できるようにならないと）

　己に言い聞かせて目を開けたイリスは、変なものを見てしまった。

　あらためて、遠くの硝子の宮殿ではなく、近くの暗闇に目をこらす。

（ヒト……？）

　噓だろう。こんな夜よ更ふけに、誰か近づいてくる。

「騎士、よね。たぶん……」

　ぼんやりと浮かびあがる輪りん郭かくは、通常の青よりも色味が濃い制服のようだ。エンブレムの色こそ分からないが、同じ『白の腕』の、戦術召喚士で間違いない。

　しかしその騎士、騎士というには、いやに足取りがおぼつかなかった。ちょうどイリスのいる、本部の建物の下あたりまでやってくると、くずおれるようにうずくまってしまった。

（だ……大丈夫なの）

　よろめきながら壁に手をつき、何度も苦しげにせき込んでいる。

　イリスは不安に思って、身を乗り出した。

「あの、どうかしましたか！」

　しかし相手の方は、胃の中のものを吐き出し、返事どころではないようだ。

　椅子の背にかけていた上着を羽は織おり、部屋を飛び出した。







　階段を駆け降りて、表に出ると、まだその人物は、同じ場所にいた。

「大丈夫ですか。どこか具合でも──」

　声をかけながら近づいたイリスは、相手の顔に気づいて心底驚いた。なんとあのルクス・アズライトだったのだ。

「……君は……イリス・カーネリアンか……」

　ルクスはかすれた声で呟いて、乱暴に口元をぬぐう。

「病気とか？　──ちょっと待っててください。今、誰かを呼んで──」

「いや、いい。やめろ！」

　きびすを返そうとしたら、後ろから強く止められた。

　一方でルクスはその場に、力なく座り込んでしまう。

「騎士アズライト」

「問題ない。少し休めば戻る──」

　そう言われても、こんなに満まん身しん創そう痍いな状況では、信用などできない。酔って我を忘れるタイプでもないだろうから、なおさらだ。

　イリスも彼の隣に、片膝をついた。

「五分待ちます。それでも立てないようでしたら、ヒトを呼びます。いいですね」

「ああ。大丈夫だ……またあのフラッシュバックがきて……少し混乱……しているだけだ……」

「フラッシュバック？」

「……くそ。何度も何度も……あれが来ると、何も考えられなくなる…………」

　ルクスは己の右手のひらを、じっと見つめていた。

　彼も戦場で負傷したことがあるのか、比較的大きめの火傷やけど跡あとがあった。そこを避けるように、戦術召喚士の証あかしである、開門印が刻まれている。

　月の下でも血の気が失せて見えるその手は、本人の意思とは逆行するように震え続けていた。

「アイザック・オニキスに……直接、連絡を取りたかったんだ……」

「副団長にですか？　何かあったんですか？」

　こちらの問いにも、ルクスは答えない。かわりに彼は、間を置いてから言った。

「イリス・カーネリアン、君に質問だ。ケータ・マルミヤとは、なんだ？」

「！」

　思わず息を呑んだ。

　ケータ・マルミヤ。

（あいつは）

　イリスが奨学生スカラーとして通うフレッドフォード召喚学院の、戦術召喚士候補生。

　成績は、あまり優秀とは言えない。出せる精霊は、ヒヨコのみ。ついたあだ名は『任務達成率ゼロパーセント』の男。

　先日のトーナメントでは、ライラと組んで優勝した。

　そして──。

「……ケータ・マルミヤは……なんというかすごく、不思議なやつです。ずっと班で面倒みてきたんですけど、馬鹿と真面目が同居してる感じで、つかみどころがなくて……」

「違う。そういう話をしているんじゃない。出身地はどうなってる」

　イリスは、今度こそ穴があったら入りたいぐらいだった。

（バカ！）

　何を考えているのだ。当たり前だろう。

　ここが闇夜で良かったと、心底思った。きっと盛大に赤くなっているに違いない。

「……出身は、大陸中部のアレンガルド区だそうです。実家は農家だと」

「アレンガルド。農家──まさか」

　ルクスは、鼻で笑ったようだった。

「馬鹿も休み休み言え。ディルスマグナですらないはずだぞ。本当に、よく今日まで生き延びて──いや、そうじゃない。考えろ。それでも生きているということは──？　これは何を意味している？　何を導きだす？」

「騎士アズライト？」

「くそ……しっかりしろ……」

　手元を見つめながら、ぶつぶつと呟いている。本当に混乱してしまっているようだ。

「大丈夫ですか。気を確かに持ってください。私のことがわかりますか」

　苦しみうめくルクスの肩を、イリスはたまらずつかまえた。こちらの目を見て、正気を取り戻してほしかった。

「……ああ、そうだ。向こうもそうやって、私に触ったんだ」

「向こう？」

「ケータ・マルミヤだ。弱った私を、介かい抱ほうするつもりだったのか。でもそうしたら、いきなり……見えた。流れ込んできたんだ。あれはせき止めるものも何もない、泥だ。濁だく流りゆうだ。マンション……十三階……名前のない恋文だ。ああ、猫もいた。ミケと呼んでいたな──」

　どこか夢うつつの定まらない視点で、イリスの知らない単語を呟いている。

　かと思えば、途中でまたも吐き気がこみあげてきたらしく、いきなり横を向いてえづいた。しかし、もはや胃液しか出てこない。

「騎士アズライト……」

「くそ。とにかく成功していたんだ……そして死なずに生きていた……ということは……今いる皇帝が本物である以上……向こうは……？」

「ルクス・アズライト。お願いです。何があったか、教えていただけませんか」

　どうかこちらを見てほしい。

「今のはゼロパーセント……ケータ・マルミヤにまつわる話なんですよね」

「簡単に言うな。君は何も知らないから」

「もう充分話されていますよ。あなたはいま混乱しています。私に話しているうちに、筋道の整理と理解に繋がるかもしれません」

　ルクスはゆっくりと、イリスを見返した。

　それは暗く深い、井戸の底のようなまなざしだった。

「本当にいいのか。こちら側のヒトになるぞ」

　底へ引き込まれそうになりながらも、イリスは目をそらさずにいた。

「……覚悟の、上です……」

　親しい者の名を聞いて、今さら戻れるはずがなかった。

　ルクスは大きく息をついた。胃の不快感をごまかすためからか、観念したからかは、わからなかった。

「……この話を知っているのは、『白の腕』のごく一部のメンバーと、精霊召喚術研究機関の厳重密閉文ぶん献けんの閲えつ覧らんを許された、三名の筆頭研究員のみだ」

　夜風がイリスと、ルクスの間を流れていく。

　彼は虚うろのように開いた瞳をこちらに向けたまま、ゆっくりと語りはじめる。

「私の名は、ルクス・アズライト。これを語る時の名を、開門印にちなんで、レッドリバーと呼ぶ。同じ法則の秘ひ匿とく名めいを持つ仲間は、全部で八名。我々はあの日、騎士でありながら誓いを破った。皇帝すらも裏切った。爪の先ほどの未来を引き寄せるためにだ」

　それはイリスが想像もしなかった、絶対禁忌の、罪の話だった。
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　精霊召喚術研究機関。通称『精せい研けん関かん』は、首都水晶府から、馬車で一日ほど下った郊外の町にある。

「──いやあ、悪いね。いきなりこんな時間までつきあわせてしまって」

　こちらが研修でやってくるなり、ぶっ通しで書庫整理と研究室の掃除につきあわせた男は、白衣姿のまま頭をかいた。

　ビムは仏頂面のまま、廃棄書類の束を、紐ひもで縛り続ける。

「僕ほどのレベルで、どれだけお役にたてたか、自信はありませんが……」

「そんなことはないよ。僕はね、ずっと助手が欲しいと思っていたんだよ。やっと来てくれた『赤子の手』だよ。どんな手だろうと本当に助かるよ。ありがとう」

　──そう。『赤子の手』ね。ビムは皮肉な気持ちでうなずいた。

　謙けん遜そんのつもりで言った言葉の、遙はるか下を認められてしまうと、もう文句の一つも出てこない。

　それを語る男の手はと言えば、もう長いこと実戦を経験していないらしく、候補生のビムよりも白く痩せていた。事務用の椅子に座る姿勢一つ取っても、洗せん練れんされた騎士のそれとは全く違う。鋭さも、緊張感もまるでない、ぶよぶよとしたなまくらの肉体だ。

（いずれ僕もこうなるのか）

　ショックじゃないと言えば噓になる。

　精研関に所属する研究員は、漏れなく学院かそれに準ずる機関で、精霊召喚術を修めているはずだった。しかし、実際に精霊を召喚する機会は少ないのかもしれない。

　腐ってもこの研究所にも三人しかいないという、筆頭研究員の一人が、ビムに掃除を命じたこの男だった。

「ああ、そっちのファイルは、捨てるんじゃなくて棚に戻してくれ」

「──わかりました」

「並びは年代順ね」

　廃棄書類の次は、無造作に床に置かれたファイルの束。ビムが拾い上げると、「いよっ、若さがまぶしいね」と、頭の痛い持ち上げ方をされた。

　資料は歴代皇帝の名がつけられており、番号はいっさいついていない。これぐらい、そらで覚えていて当然ということらしい。

　聞き返すのも悔しいので、意地でファイルを並べ直していく。

「皇帝名で資料を分けるのは、よくやるやり方なんですか？」

「そうだね。だいたい百年単位でわかりやすいというのもある」

「不在の時期もありますよね」

　確か数百年に一度の単位で、皇帝の空白期間が現れているはずだ。

　次代の皇帝が現れぬうちに、現皇帝が崩ほう御ぎよする。その長さは数年から数十年とばらけている。

　必然的に乱世とかち合うので、歴史的に見て無視をするのも難しいと思うのだ。

「そこは素直に『空白』期だ」

「──なるほど」

　実際にそう書かれたファイルを見つけ、特に感かん慨がいもなく棚に戻す。

　歴代の皇帝たち。ビムたち皇国の臣民を治める、世界の半分を背負う者の、偉大なる名の連なり。

「──不思議に思うことはないかい？」

「は？」

「好奇心はヒトを殺し、されど好奇心こそ学究の輩ともがらを真に生かす……まあそれはそれでいいよ。今日はもう遅いから、寮に戻りなさい、ビム・コーラル君」

　なまくらの筆頭研究員は、机から体を動かさず、ペンだけで出口を指した。







　建物の外は、本当に夜だった。

　店の明かりも街灯も、なにも存在しない、田舎いなかの真の夜だ。

　ビムは五分ぐらいその場に立ち尽くしてしまったが、虫がひどいので歩かざるをえなかった。

　そして、肝かん心じんの職員寮というのは、パールバルの『新興地区』あたりにまとめて建てられていそうな、安手のアパートメントであった。

　踏み板を一歩登るたびにきしみをあげる階段を登っていき、指定された部屋のドアを開けた。

（……本当に何も見えないな……くそっ）

　ランプなどの光源も見つけることもできず、最終的には精霊召喚術を使うしかなかった。




『疾く此処に開かれよ。顕現せよ。出でよ、原始の日の出のごとく。汝の名は──暁あかつきニ走ル栗り鼠す』




　発光する子リスが部屋の中に現れ、あたりを忙しく照らし出す。

　以前にトッド・コランダムが使っていた、光源専用の精霊のアレンジだ。スピードが上がりサイズも小さくなったので、性能としてはこちらの方が上だと自負している。

　しかしあらためて照らし出された室内は、本当に狭く粗末なものだった。

　ビムはため息交じりに、私物の鞄かばんをベッドに置き、疲れ切った腰を下ろした。

　たぶん、ここにある家具やリネン全てを足しても、鞄の中のタイピン一本の方が高価かもしれない。

「──ふん。合同調査団で泊まった安宿よりは、まだましな方か……？」

　ならばがまんできないこともないだろう。

　あれは本当に、人生の中で最悪だったのだから。

　当面は、少しでも早く出世をしないといけない。今はただの研修生ゆえ、できることは雑用ばかり。書庫の鍵かぎすら、正規研究員のサインがなければ開けることができないが、上に行けば権限も増えるようだ。

　今日つきあったなまくらの副所長のように、筆頭研究員の地位まで上り詰めれば、地下の閉へい架か書庫の一番奥まで、自由に閲覧できるはずだ。

（いや、それだけじゃない）

　ひょっとすれば、まだビムが知覚もしていない、世界の真理が拝める可能性もある。これは騎士団にいては、味わえない利点だ。

　ビムはカーテンが付いてもない、窓の向こうを見やった。

　あの先には、水晶府がある。

（……今はあなたの方が一歩先に行っているようですが、今後はわかりませんよ。イリス・カーネリアン……）




　──ほぼ同時刻。




　イリス・カーネリアンが打ち明けられた話を前に、言葉もなく呆然としていることを、彼は──知らない。
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「ゼロパーセントが……異界から来た……」

「ああ。なぜ言葉も分からず放り出された稀マレ人ビトが、今日まで生き延びてこれたのかは分からない──だが、今日『視た』ものは、そうとしか思えないんだ」

　ルクスの告白は、暗あん中ちゆう模も索さくの手探りだったとしても、ずいぶんと長くかかった。

　弱きヒトが、魔族に抗あらがうため、禁断の召喚術に手を出した。その経けい緯いや理由。

　何度もフラッシュバックに苦しみ、文字通り胃の中を空にしてのたうち回りながら、それでもなんとかたどりついたのが、今。

「……あの日の実験は、恐らく成功していた……稀人は確かに召喚されていた……ならば、かわりに消えるものがなければならない。それが精研関の出した目算だからだ」

「ルクス・アズライト。では、魔族の方に影響が……？」

「結論を急ぐのはやめよう。まずはケータ・マルミヤが、本当に私が召喚した稀人であるかどうか確かめる必要がある」

「…………その必要は、わかります……」

「身元の確定。今までどこにいたのかと、どうやって生き延びてきたのか。それがわかって身柄を確保してから、次に彼らだ。交渉会議で切り崩す」

　だってそれはたぶん、この世界の命運を左右する、大事なことだから。

　けれど、受け入れられるかはまた別だ。まだイリスは、彼が言ったことの半分も消化しきれていない。

　ルクスはここまでイリスが話を聞きながら考えた、恐ろしい可能性を口にしている。

「魔王フードゥーが、大戦中から消えていたかもしれないんだ。稀人がこの地に召喚されたことと引き替えに」
















　礼服か制服かと選択肢があり、ケータは迷いなく制服を選び取った。

　皇こう帝てい主催の宮中舞ぶ踏とう会かいなどという、予期せぬ仰ぎよう々ぎようしい行事に駆り出されることになったわけだが、冠かん婚こん葬そう祭さいに制服は有効という常識が、界を越えても通用したことは、素直に喜ばしいと思う。この上、着慣れない格好でストレスなどためたくない。

（制服、念のため一式持ってきておいて本当に良かった……）

　良かった。本当に良かった。しみじみと思う。

　上着に白手袋までつければ、一応正装としての格は保てる。

　その、肝かん心じんの手袋はと言えば──。

「ちょ、おいこらミケ！　いたずらすんな！」

「みゃ？」

「みゃーじゃねえ」

　三毛猫状態のミケが、ナップザックからはみ出た手袋をかじっている。慌てて取り返すと、抗議するようにニャーと鳴いた。

　おそらく『手伝ってあげようと思ったのに』と、言いたいのかもしれない。

　あるいは『いい加減どっか連れてけ』か？

「いやいや、今はそういう時じゃないから。ちょっとでかけてくるからな。ここで良い子にしてろ。な？」

「なーう」

　そのまま部屋にミケを残して、廊下へ出る。

　ミケはずいぶんと長く鳴き続けていた。

　二階から一階に降りて正面玄関へ向かうと、ご立派な政府専用馬車が、ケータたちを出迎えていた。







「……緊張してますか？」

　馬車の中で、ライラが訊たずねてきた。

　彼女もケータの選択に合わせてか、フレッドフォード召しよう喚かん学がく院いんの制服を着ていた。

　水すい晶しよう府ふの立派な紋もんが入った馬車は、宮殿からアズライト邸によこされたものだ。丁重というより、護送という言葉がしっくりくる。このまま二人まとめて、お城の舞踏会へと連れていかれるわけだ。

「まあ、な。こんなの初めてなわけだし。ライラは違うのか？」

「それは、多少は。でも、踊りに行くわけではないですから、むしろ気は楽かもしれません」

「なんだよ。お嬢様なのに、ダンスは苦手なのか？」

　ケータの揶や揄ゆに、ライラは気恥ずかしそうに目を伏せた。

「一人で型を練習するのはいいんですが……パーティーだと、不特定多数の方と組まないといけないですよね。あれがちょっと苦手で……」

「学院で実地訓練する時は、どの男子と組んでも平気なのにな」

「それは……訓練ですから」

　ケータは苦笑した。

「骨の髄ずいまで、戦術召喚士の申し子！　って感じだ」

「面白味のない女子で、すみません」

「けっこう見てみたい気もするけどな。ライラのドレス姿」

「え」

　何気なく言ったつもりだったのに、ライラはぽかんとした後、みるみるうちに真っ赤になった。

「わ、わ、わ、わたしなんかのですか……？」

「普通の感想だぞ。普通の」

「そんな……そんな……」

　よほど免めん疫えきのない回答だったらしく、こちらまで落ち着かなくなってしまう。

「もういいから。気にしなくていい。今のなし。な？」

「…………どこまで信用すればいいんですか……」

　そんなこと、こちらに聞かないでほしい。

　どこか恨みがましい視線をこちらに向けてくるので、ケータは窓の外を見ることに逃げた。まったく、婦女子のご機嫌は複雑怪奇だ。
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　──本当に、どこまで信用すればいいのか、教えてほしい。

　ライラは馬車の中で、ため息まじりに思った。

　同じ馬車に乗っているケータ・マルミヤは、簡単に『今のなし』と言って、こちらの気持ちをもてあそぶのだ。

（困ったヒト……いえ、ヒトじゃないかもしれないんですよね……）

　今も向かいの座席で、行儀悪く頰ほお杖づえをついている少年の、まだ完成しきっていない横顔をそっとうかがう。

　落ちこぼれ戦術召喚士候補生かと思えば、その裏は魔王軍大だい元げん帥すい、『黒仮面』のヴェーレスかもしれなくて。

　ライラはここまでの道中で、彼のつく噓うそと真実、そしてヒトの世界にいる真意を見極めようと、それなりに注意深く見守ってきたつもりだった。

　あまりヒト寄りではない物の考え方に触れた時は、やっぱり魔族なんだろうなと思うし、こうして彼の軽口に触れた時は、余計なことなど吹き飛んで、ヒトの女の子としてドキドキしてしまう。

（……単にわたしが未み熟じゆくなだけってことじゃないの……）

　情けない。今は浮かれている場合などではないのに。

　これからライラたちが向かうのは、皇帝陛下の住まう水晶府だ。そこで魔族たちを歓迎する舞踏会が行われるという。

　──勝負の時、なのかもしれない。

　ケータが本当に魔族で、魔王軍大元帥のヴェーレスなら、招待された四し天てん王のうは、彼の仲間にあたるのだろうか。それとも、すでに袂たもとをわかって、敵になっているのだろうか。何かしら反応を見せる気がする。

（大丈夫よ。ケータさんは、わたしたちの仲間なんだから）

　そう、あくまでライラにとってのケータは、ともにトーナメントを戦ったあの彼だ。

　任務達成率ゼロパーセント、戦術召喚士候補生のケータ・マルミヤだ。万が一にもライラたちを騙だましたり、ヒトの不利になるような振る舞いをするはずがない。

　それは絶対的に動かない前提で、今のライラが信じなければならないことだった。

「大丈夫、大丈夫よ……」

　両手を握り、祈るように呟く。

「どうしたライラ。もしかして、俺よりもおまえの方が緊張しまくってないか。やばいなら手のひらにヒトって書いて、ばくっと呑のむといいぞ」

　そうじゃない。

　胸中で呟つぶやくたびに不安はふくれあがり、いたたまれなくなることもあるけれど、それでも。

　信じるのだ。強く強く。
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　車内に微妙な空気が流れつつも、数刻が過ぎ。

　ケータたちの乗る箱馬車は、ようやく都心部──官庁街の水晶宮殿までやってくる。

　──さあ、やっとここからが本番だ。

　宮殿の正門がある広場では、相変わらず反和平のグループが集まっているようだ。しかし、最初に来た時に比べれば、数は少ない。やはりこの間のパフォーマンスが効いたのだろう。

　どこか精せい細さいを欠いた集会の前を素通りし、そのまま会場に一番近い、別の裏門を馬車がくぐる。

「綺き麗れいですね……」

　日没直後の夕ゆう闇やみに、ライラの呟きが混じった。

　宮殿の金色の屋根が、光って見えた。建物から門にいたるまでのアプローチを、発光する石像が、幻想的に照らし出している。

　そうだなと、ケータも口では同意する。

（像の意い匠しようは東大陸のもんだけど……石材は西大陸から輸入したもんだな）

　恐らくは、魔族を迎えた歓迎舞踏会であることを、こういう所で表したかったのかもしれない。準備は色々していただろうに、空気を読まない連中のせいで台無しにされたことを思うと、別の意味で涙がこぼれそうになる。

　そして普通の招待客は、すでに会場内に入っているようだった。

　たどりついた車寄せの近辺には、警備兵が大勢立っているものの、肝心の夜会服やドレス姿の男女が見えない。

　かわりにケータたちを出迎えたのは、『白しろの腕かいな』の制服を着た、赤い髪の少女。

「──軍ぐん曹そう！」

　ケータは思わず、馬車の扉を開けて飛び降りた。

　駆け寄ったケータに対し、イリス・カーネリアンは額ひたいをおさえた。

「そのあだ名はやめて……」

「なんでもいいよ。久しぶりだな」

「──カーネリアンさん、こんばんは」

　ライラも一歩遅れて、ケータたちのところにやってくる。

「あら、どうしたのよアズライト。その格好」

「え、何かおかしいですか？」

「制服なんて着ちゃって。てっきりドレスとハイヒールかと思ったのに」

「き、着ませんよそんな！　似合いもしませんし」

「そんなことないと思うけど。ねえ、ゼロパーセント」

「ああ、俺もそう思うんだけどな」

「ケータさんまで！」

　何せライラが慌てふためくのだ。

　馬車の時と同じように、真っ赤になって困り顔をするライラに、イリスが苦笑した。

「……なんて言うか……変わらないわね、あなたたち」

　そういうイリスは、変わったのだろうか。

　召喚学院のそれでも、ドレスやハイヒールでもなく、『白の腕』の制服で固めた彼女。見慣れないせいか、だいぶ大人びて見える。

「軍曹の方は、どうだ？　なんか順調そうじゃないか」

　イリスは肩をすくめた。

「ぜんぜんよ。下っ端も下っ端」

「またまた」

「本当よ。今日の私の仕事は、あなたたち二人の付き添い。それだけ。同じ候補生だから、一カ所にまとめられた感じ？」

「それでも任せてもらえるなら、すごいじゃないか」

「ええ。カーネリアンさんがいてくださると、心強いです」

「──ありがとう、二人とも」

　イリスは淡く笑って、ケータたちを先導するため、歩きだした。

　彼女にしてはややぎこちない足取りは、慣れない場所で緊張しているせいだと、その時は思った。







　水晶宮殿のダンスホールは、硝子ガラスの屋根と、大だい理り石せきと鏡でできていた。

　入り口から緋ひ色いろの絨じゆう毯たんが敷き詰められたロビーフロアは、それに加えて色鮮やかな生花で飾りつけられている。ホール内の音楽が遠く聞こえる中、正装したヒトの男女が、ロビーのあちらこちらで談笑をしていた。

　騎士の制服と候補生の制服を着たケータたちは、同じ正式な格好とはいえ、かなり浮いた存在ではあった。

「心強いって言えば、ゼロパーセント」

　一歩先を歩くイリスが、ふと前を見たまま呟いた。

「なんだ？」

「この間の、和平反対派と、魔族が広場でぶつかった件。あれ、あなたたちも居合わせてたのよね？」

「ああ。偶然だけど。ビム・コーラルと三人で、こっちについたばっかりだったんだ」

「そう……」

　だからこうして、ベスティアリに目を付けられて、呼ばれるはめになったとも言う。

「質問なんだけど。私が止めに出てきた時、『落ち着け』って言ったの……ゼロパーセント？」

「なに、聞こえてたのか」

　かなり距離があったはずだが。

「そう。やっぱりあなただったのね」

「いい術使ってたよな。さすが軍曹だと思ったぞ」

「……ううん。あなたのおかげよ、たぶん。あれのおかげで、だいぶ切り替えできたの。助かったわ」

「おいおい。そんな真ま面じ目めに言われると、こっちも調子にのるぞ」

　冗談まじりに笑ったが、イリスはその手前の微苦笑で、前を向いてしまう。

　どこか大人びて見える気がする彼女。

　それから先は、まばゆいばかりのシャンデリアの光と音楽に、全てかき消されてしまう。

　水晶宮殿一の大広間に、踊る男女の花が咲き誇っていた。

（おお、派手だ）

　楽団の音色に合わせて、ヒトの男女が回り続ける。フロア一帯に流れる曲調は、東大陸の古典的な舞ぶ曲きよくを、西大陸風にアレンジしたものだ。高い天井はドーム状の硝子張りで、周りの壁は鏡をふんだんに使っているせいか、どこまでもドレスと燕えん尾び服ふくの花が広がっていくように見える。

　そんなフロアの光景を、一段高い場所にある玉ぎよく座ざで見守っているのは、皇帝レイ・バロック・ジェムナスティアだ。

　相変わらず、外見の若さの割に鈍重そうな表情だが、皇女と一緒に目を細めている姿は、実年齢を表していると言っていいのかもしれない。

　かつてジェムナスティアの皇族を、身も蓋ふたもない『システム』だと言い切っていた魔王。

　両者が争う決め事を壊し、未来に賭かけたいと言っていた彼女の夢は、けっきょく叶かなったのだろうか──。

「ゼロパーセント。こっちよ」

　感かん慨がいにひたることも許されず、イリスに呼ばれた。

　イリスはホール後方の歓談スペースに、ケータたちを案内した。

　迎えたのは、頭髪のない、長身の騎士だった。おそらく『白の腕』の団長、ヘマタイトだろう。

　大戦では、直接、間接を含めて何度か交戦した。腕はもちろん、頭も切れる男だったはずだ──。

「団長。二人を連れてきました」

「ああら、ご苦労様、羊ちゃん。そちらが例の子たちね？」

　ケータは耳を疑った。

「はい。ケータ・マルミヤとライラ・アズライトです」

「どうもはじめまして。アタシが『白の腕』団長のヘマタイトよ。遠いところからわざわざ来てもらって、本当に助かったわ」

「ど、どうも……」

「うふふ、そんなに青い顔しなくても大丈夫よ。普通にしてくれれば、なあんにも怖いことなんてないから。ね？」

　ケータは一応、さも初めてのように挨あい拶さつをしたが、心の中は唖あ然ぜんとしたままだった。

（そうか……そうなのか……）

　ヒトにしては優秀な奴だと思っていたのに、喋しやべるとこうなのか。

　ちょっと美しい過去の思い出が、ほんの少し消えただけだ。大丈夫、気にしない気にしない。元気出せ俺。

「今日来てもらったのは、他でもないの。西大陸からいらした魔族の方々から、直々にご指名があったのよ。それがこちらの──」

「どうもこんばんはー！　四天王のベスティアリです！」

　ヘマタイトが説明を終える前に、少女がケータたちの間に飛びこんできた。

　見た目の年の頃なら、十代前半。豪ごう奢しやなピンクのドレスに、お姫様のようなティアラまでつけている魔族。わざわざ回り込んでケータと目を合わせると、彼女は魔族特有の、虹こう彩さいの細い瞳をいたずらっぽく細める。

「よろしくね？　ケータ・マルミヤ」

「は、はじめまして。ベスティアリ公……」

「いやだなー、そんな他人行儀な」

　ふざけんな。殺すぞこの馬ば鹿か獅じ子し！

「だってそうでしょ？　ベスティアリ、召喚学院の創そう立りつ祭さいにも行ったんだよ。君たちが優勝したとこも、ちゃーんと見たんだから」

「あ、ああ……そういう……」

「なに、別のことでも想像したの？　ん？」

　ひたすら彼女はにやにやしている。魔族というより、小悪魔の笑いだ。

　横でライラが笑いもしないで見ているので、余計に居心地が悪い。

「本当におめでとう。すごいなあって感心してたんだよ」

「……光栄です」

「本当に？　心からそー思ってる？」

「思っていますとも……」

「なーんか噓くさいなあ。ちゃんとこっち見てよー。心の底からベスティアリをリスペクトしてよー。ねー」

　どうして会議の出席を断っただけで、こんなイジメを受けねばならないのだ。

　ケータは理不尽さにたまりかね、コイツなんとかしてくれよと、比較的良りよう識しきのある方のリンドヴルムを探した。

　竜りゆう人じん族ぞくの長おさは、リルム・ガールズをパートナーに、生き生きとダンスを踊っていた。

　それはもう水を得た魚というか、魔族であることを除いても、群を抜いてうまく目立っていた。

　頭にガスマスクさえかぶっていなければ、最高だろう。

「ロビーに花が多すぎてね、マスクなしじゃ歩けなかったんだよ」

　ベスティアリが、こちらの内心を読んだように、解説してくれた。

「ソレハ……お可か哀わい想そうに……」

「本当にそう思う？」

　おまえな、いい加減にしろって。そんなにばらしたいのか。

「まあまあ、ベスティアリ公。それぐらいにしてさしあげてください」

　ヘマタイトが、意味もなく粘ねん着ちやくされるケータを哀れに思ったのか、助けに入ってくれた。

「どの子も将来の騎士団を背負う候補生ですが、公式の場には慣れておりません」

「へー、期待されてるんだね」

「ええ。特にこちらのアズライトは、確実にその一人になるでしょうね。ご紹介いたしましょう、ベスティアリ公。ライラ・アズライト。召喚学院では『二十年に一人の逸いつ材ざい』と呼ばれているそうです」

「……は、はじめまして！」

　いきなり話題のネタをふられ、ライラは我に返ったように背筋をのばす。

「うん、キミも知ってる。トーナメントで見た。小さいのに偉いねー」

「きょ、恐きよう縮しゆくです……」

　自分よりさらに頭半分小さいベスティアリにねぎらわれても、どうコメントしていいかわからないだろう。

「そうかー、そうかー。二十年に一度の逸材かー」

「でも、わ、わたしなんかより、カーネリアンさんですよ。本当にすごい方なんですよ。リーダーシップは抜ばつ群ぐんですし、学院首席の最多タイトル保持者ですし。わたしなんてまだまだです。一生かかっても追いつけないかもって」

「一生なんて、言い過ぎよアズライト。あなたの術式のパワーは、真似しようがないもの」

「とんでもないですよ」

「うん、それじゃあ、ケータ・マルミヤは？」

「え？」

　イリスとライラが、そろって固まった。

「それだけイチャイチャ褒め合うってことは、彼も凄すごいんだよね？」

「そ、そうですね……もちろん……」

　認めるわりに目が泳いでいる。泳ぎまくっている。

　無理もない。こちらは『任務達成率ゼロパーセント』の男なのだから。もうちょっとで退校の危機で、改善の兆きざしすらないのだから。

「ゼロパ……じゃないケータ・マルミヤ君は、その……一般的な出身でない……いえ、一般の尺しやく度どに囚とらわれないところが魅力だと、思います……」

「へえ、たとえば？」

「たとえば……」

　気まずげに視線をさまよわせたあげく、言葉に詰まってしまったイリスの隣で、思いついたとばかりにライラが手を叩たたいた。

「そうです、優しいです！」

「そんな褒めどころが見当たらない男にとりあえず付ける称号、やめようよ」

「剣の腕はすごいですし！」

「戦術召喚士の学校なんだよね？」

「あとは、その……」

　ライラまで言葉に詰まりはじめた。泣いていいだろうか。

「そうです大丈夫ですありました！」

　かわりにイリスの目に、光が灯ともる！

「知識です知識！　頭の方ならそれなりですベスティアリ公。特に魔王軍に関する知識が豊富で！」

　いやあああ、そこはつつかないでえええ！

　ぶっと噴き出すベスティアリにかまわず、イリスは力説する。

「ついたあだ名が、十じゆう四し病びようの魔王軍マニア。以前にベルタ城を探索した時は、そのマニアックな知識で危ないところを助けてもらったぐらいで──ベスティアリ公？」

「…………ご、ごめん。ちょっとお腹なかよじれそうで……」

　ベスティアリは、ドレスの腹をおさえて悶もん絶ぜつしている。そのまま腹筋はちきれろとケータは思った。

　イリスもイリスだ。テンパりすぎて、相手の顔がどうなっているのか気づかないのか。

「そっかあ。魔王軍マニアかー。なんかいい生活してるみたいじゃないの、ケータ・マルミヤ君」

「おかげさまで……」

　あなたにお笑いを提供できる程度には、彩いろどりがあったようです。

「あー、笑った笑った。すごい笑った。せっかくだから、一曲踊ってよ。ね？」

「え？」

「だってさっきからリンドヴルムばっかり踊ってて、ベスティアリの相手してくれるヒト、いないんだもん。でかいおじさんとは組みたくないしー」

「あの、でしたらわたしが」

　ライラが小さく手をあげ立候補するが、

「やーだ。男の子の方がいい。きーまり。さ、行こう」

「ちょ」

　ベスティアリはすげなく断り、ケータの手を取って、どんどんとフロアの中央へと進んでいく。

「るんたったー、るんたったー」

「待って、待ってください。ベスティアリじゃない……ベスティアリ公。俺はダンスなんて──」

「できないはずないよ？　いまかかってる曲、魔王様に仕込まれてたはずじゃ？」

　目と目が合った。

「……後で覚えてろよ」

　ケータは渋々、ベスティアリと組んだ。

　ライラはまだ心配そうに、こちらを見ている。だが、そこまで不自然な構図には見えないだろう。まさに自分勝手な魔族の誘いを断れない、哀あわれな戦術召喚士候補生の図だ。

　曲の滑り出しに合わせて、ケータは小声で続けた。

『交渉会議の方は、どうだ？』

　モンスターの使役言語は、魔族とその眷けん属ぞくにしか通じない。こんな距離でなければ、仮面抜きで彼女と話せないのも確かだった。

『問題ないよ。二、三個ぐらい難なん癖くせつけられそうだけど、突っぱねることはできると思う』

『譲ゆずれるところは譲っておけ。向こうにも面メン子ツはある』

『それはヒトへの思いやり？　自分がヒト側にいるから』

『そうじゃない。俺は、どちらにも立たない。ヒトにも、魔族にも、どちらかにだけ肩入れするのは違うと思ってる』

　決めたのだ。ケータがケータ・マルミヤとしてヒトの学院に通い、ヴェーレスとしてベスティアリたち魔族の話も聞くようになった現状では、中立を貫くしかないと。

『俺はもともと、異世界から来た地球人だ。たまたま魔王に拾われて、それ以上の意味なんてない』

『たまたま？　本当にそれだけ？』

　問いかけるベスティアリの声が、どこか悲しげに響いた。

『魔王様は、ヴェーレス君のこと待ってるよ。今でも』

『だったら、そっちから来い』

『できないことぐらい、わかるでしょう』

『病弱の出で不ぶ精しようか？　政治的理由か？　今は無理でも、帰還の算段がついたら顔ぐらい出してやるさ』

『それ、いつになるの？』

『さあな。明日かもっと先か』

『ヴェーレス君』

　ステップが不自然になるのも構わず、ベスティアリがこちらを見上げた。

『──これは、四天王とは関係ないお願い。早めに帰ってきて』

『ベスティアリ……？』

『今すぐじゃなくても、できるだけ』

　真剣にこちらを見る彼女の背後を、紫紺の制服の男が、歩いていくのが見えた。

　行き先はフロアの出口。あれは──ルクスだ。

『ベスティアリはね、キミに後悔してほしくない』

『悪い。ちょっと野や暮ぼ用ようだ。俺のことは、適当にごまかしておいてくれ』

『あ』

『用がすんだら戻る。じゃあな』

　話の途中だったが、このチャンスを逃すと、いつ奴と話せるかわからない。

　ルクス・アズライト。何度も夢に見た、蛇へびの痣あざの持ち主。

　ダンスフロアの外へ出ていったルクスの後を追って、ケータもまたフロアを出た。







（──あれ？）

　すぐに追いかけたつもりだったのに、ルクスの姿が、ロビーのどこにも見当たらない。

　焦り気味に辺りを見回すと、左右に細い通路が伸びているのが見えた。どちらかに入った可能性がある。

　少し迷ってから、カンを頼りに、右の通路を進む。

　壁一つ挟んで、ダンスホールの音が聞こえてくるが、ヒトの姿はどこにもなかった。

　庭側に面した壁は、大部分が硝子張りだ。庭園の緑が、濃く茂しげっているのが見える。

　そしてその庭の側から、硝子の下の方をカリカリひっかいている猫がいた。

　──なーん。

　毛並みは三毛。瞳の色は──草色だ。

（でえええ！）

　ケータはもう少しで叫びそうになった。

　ぎりぎりでがまんし、辺りを見回す。廊下の端に、庭へ出られる硝子戸を見つけた。これだ！

　慌てて庭へ出て、尻尾しつぽをゆらゆらさせているミケのところへ駆け寄る。

「なんだよおまえ、どっから来た」

「なーう」

「ああ、いいぞミケ。人間に戻ったりしなくていいから。喋らんでいい、喋らんで」

　頭をこちらにすりつけてくるミケに、釘くぎを刺す。こんなところで素っ裸の美少女になられては、たまらないのだ。

　夜目でも美しく光る、猫の瞳。なんと満足げなドヤ顔か。

　おそらく、退屈過ぎてついてきてしまったのだろう──。

（馬車の上にでも乗ってきたか？　いいなあ、猫は身軽で）

　飼い主の自分は、切なくて泣きそうだ。

「とにかく、ここにずっといるってわけにはいかないから、移動するぞ。警備の兵士に見つかったら、つまみ出される。最悪保健所行きだ」

　この世界に、猫を捕獲する保健所があったかどうかは、定かではない。しかし、問題はそこではないのだ。

　ケータはミケを抱きかかえると、建物の中へ戻ろうとした。

　するとその戸口の前に、ヒトがいた。

「……なんだ、ライラか……」

　一瞬誰だと思ったが、見知った顔にほっとする。

　ライラはどこか血の気の失せた顔で、ケータのことを見ていた。

「探したんですよ、ケータさん。急にいなくなるから……」

「悪い。ちょっと野暮用で」

「野暮用……」

「さっきは色々フォローしてくれてありがとうな。助かった」

「いえ、余計なお世話だったようです……」

　人ひと混ごみのどさくさで出てきたつもりだったのだが、そううまくはいかなかったようだ。

「一人か？」

「はい」

　ケータは頭をかいた。

「あの、ケータさんの野暮用って、なんですか？」

「は？」

「わたしもカーネリアンさんもホールにいて、あと誰に会う必要があるんですか」

「いや、誰って……ちょっとトイレだよ。そしたら、ミケまで見つけちまってさ……どうするかな、コレ」

　腕の中の三毛猫を突き出すが、ライラはケータを見ていた。

　ケータの目だけを。

「ライラ？」

「もう嫌……やめてください……」

　いきなりその目から、一筋の涙がこぼれはじめた。

「ちょ、どうしたんだよ」

　ライラはひたすら顔をおさえて、泣き続けている。

「いくら信じようって言ったって、これじゃ無理です。猫まで使って……もういいですから。充分です……」

「──わかった。ちょっとライラ、こっちで話そう。その方が、落ち着いて話せる。な？」

　ケータは再び、ライラを連れて庭に戻った。

　涙ぐむライラを、建物の喧けん噪そうから隔かく離りするようにドアを閉める。

　吹き付ける夜風が、互いの頰をなでていく。

「どうしたんだ？　いきなり。何かあったのか？」

「それはわたしが聞きたいです。ケータさん、何がしたいんですか」

「何がって？」

「わからないんですか？　さっき一緒に踊っていた魔族と、いったい何を一生懸命話してたんですか」

　──一瞬。

　ほんの一瞬、間が空いたかもしれない。けれど、ケータはそこから全力で立て直した。限りなく『普通』の顔で苦笑した。

「──ばかだなあ、ライラ。話すも何も、向こうが一方的にまくしたててただけだよ。こっちはステップ合わせるだけで必死だったんだぞ」

「そういう風には、見えませんでした」

「ライラの気のせいだって」

「わたし、ケータさんのこと信じてます。今だってそうなんですよ。信じよう、信じたいって……だから、お願いします。本当のことを話してください。もう噓はやめてください」

「何言ってるんだ」

　嚙かみ合わない会話が続く中、ケータの腕の中のミケが、急に体をこわばらせた。

　彼女は毛を逆立て、尻尾を太くしながら、茂みの一点を睨にらみつけている。

（なんだ？）

　つい同じ方向を見てしまうケータに合わせ、ライラも首を傾け。




『出でよ、季節は凍いてつく冷れい酷こく。汝なんじの名は──貫ク銀ぎん杭くい』




「避けろ！」

　ケータは次の瞬間、ミケごとライラを突き飛ばしていた。

　地面の上で回転して、半身を起こす。元いた位置の近くには、二十センチほどの氷の杭が、深々と突き刺さっていた。

（精霊召喚術）

　相当に持続性のある術式らしく、まだ水属性の杭は霧散していない。へたをすれば、ケータとライラのどちらかの足に刺さっていたかもしれない。

　いや、どちらかと言うと、狙いはケータのみだった──？

　撃ってきた方向と、角度を考える。ダンスホールの建物からさらに離れた、庭園の暗がりからだ。

　表のアプローチにあったような、ガス灯代わりの発光する彫像も、このあたりには置かれていない。そのため必死に目をこらすが、『ケータ・マルミヤ』のままでは、あまり夜目もきかない。

「ケ、ケータさん！」

「その男から離れるんだ、ライラ」

　警告する声は、大人の男のものだった。

　こちらがあたりをつけていた暗がりから、ゆっくりとそいつは姿を現した。

　紫し紺こんの騎士の制服に、純白のエンブレム。どことなく年代をとらえにくい、落ち着いた容よう貌ぼうの──ルクス・アズライト。

「叔お父じ様……」

「今は作戦中だ。早くこちらに来なさい」

　ルクスは厳しいまなざしで、地面に膝ひざをつくケータを見据えている。

　あの忌いまわしい蛇の印を持つ、右手をこちらにかざしたまま──。












（ここまでの会話、聞かれてたか？）

　だとしても、魔族と話していたという疑いをかけられたぐらいで、決定的なことは何も言っていないはずだ。

　何な故ぜここまで敵意を向けられるのか、理由が分からない。

　まさか姪めいを泣かせたからだとは思いたくないが──。

「……だ、大丈夫ですよ、アズライトさん。あなたの可か愛わいい姪めい御ごさんを、どうにかするなんて、思っちゃいませんから」

「今は無駄口をきいている暇はない。ケータ・マルミヤ」

　こちらの軽口を、ルクスは短く切って捨てた。

「君がこちらを追ってきているのは、分かっていたよ。さっきのはほんの警告だ。抵抗するなら容よう赦しやはしない。まずは質問に答えてほしい。今から私の言う単語に、覚えがあるか」

「は──？」

「トウキョウトアラカワク、もしくはマチヤチュウニネン」

　──ノーモーションで繰り出された直球の質問が、ケータからあらゆる言葉と反応を奪った。

「その猫には、見覚えがある。君が向こうで飼っていた猫だ。あのマンションの、十三階のベランダにいた猫の模様だ」

　ライラの時は、なんとか耐えられた。しかし、今回は。




　──東京都荒川区。

　──町屋中二年。

　──マンションの十三階。




　ほぼ三年ぶりに聞いた、生まれ故郷の単語だった。

「……心当たりがあるようだな」

　震えそうになる全身を、必死に抑える。

「ずっと、知ってたのか……？」

「馬車の中で君の手が触れた時、全てが濁だく流りゆうのように『視みえた』よ。君の本当の家族は、両親と弟で四人家族だ」

　そうか。

　そういうことか。

（つまりこいつも、今の今まで知らなかったのか。俺が自分で召喚した人間だって）

　そしてケータが創立祭の接触でルクスのことを知ったように、あのアズライト邸の馬車の中で、ケータのことを読み取ってしまったのだ。全ては時間差だった。

　明らかに体調が悪そうだったのは、激務の疲労などではなかった。魔族も関係なかった。以前ケータの身にも起きた、寒気とビジョン酔いのせい──。

「約三年……それこそ、大陸中を探し回ったんだ。奇跡を信じて、すがる思いで。どこかに私が儀式で呼び出した者がいるはずだと──でも見つからなかった……今までどうやって生きてきたんだ。丸まる宮みや敬けい太た」

　からくりが分かってしまえば、こんなに単純な話はなかった。

「……それは、俺も同じだ。秘ひ匿とく名めい、レッドリバー！」

「！」

　ずっと探してきたのだ。

　ケータがビジョンに出てきた『秘匿名』を口にすると、向こうの顔も、さらなる驚きに染まった。

「そうだよ。接触で視えたのは、あんただけの話じゃないってことだ」

「は、なるほど──」

　ケータは言った。

「暗い星のない夜だった」

　ルクスが続けた。

「家に帰っても誰もいなかった。部屋には三毛の猫が一匹」

「誰にもばれてはいけない」

「学友から手紙をもらった」

　饒じよう舌ぜつに喋り続ける中で、互いの確信は深まっていく。

「失敗ではなかった──失敗ではなかったのだ──」

「あんたなんだな。俺を呼び出した蛇の痣の男は」

　わかっていないのは、ただ一人。

「……あの、ケータさん。叔父様も。何が……あったんですか」

　ライラのおそるおそるといった呼びかけが、ケータたちの間に入る。

　この戸惑いに満ちた顔。

　一瞬、ルクスとライラの共犯説も疑ったが、彼女は本当にわかっていないらしい。

　ルクスが思い出したように飛び出した。その背に姪を隠して、あらためてケータと対たい峙じする。

「叔父様！」

「今のうちに逃げなさい。ここは危険だ」

「ふざけないでください、叔父様。わたし、真剣なんですよ」

「ふざけてなどいない。危険だから危険だと言っているんだ。彼は──ヒトではない！」

　──ヒトではない。

　あらためて他人の口から聞かされると、ずいぶんな言われように聞こえた。

　まるで人でなしのようだと、他ひ人と事ごとのように一瞬考えた。

「ライラは知らないことだが」

「いいえ。わたし、知っています」

「いいか、聞くんだ。これは無害なヒトのふりをして、騎士団の包囲網を三年かいくぐり、召喚学院にまで潜入していたんだ。だが本当の正体は──」




「魔王軍大元帥、『黒仮面』のヴェーレスですよね？」




　──ルクスどころか、ケータまで衝撃に言葉を失った。

　ケータとルクスは、愕がく然ぜんとしてライラを見つめた。見つめて──しまった。

（待て）

（まさか──）

　ライラは、変わらず真剣な顔だった。下手な冗談を言っている顔では、ない。

「……どういうことだ、ライラ。丸宮敬太が、ヴェーレス？」

「え……違うんですか？　だってヒトじゃないんですよね。魔族なんですよね。わたし、ずっとそうだと思ってて……」

　急に不安そうな表情になる。

「ベルタ城で見た魔族の太た刀ち筋すじと、トーナメントで見た剣の太刀筋が、ほとんど同じだったんです。カーネリアンさんは、その魔族がヴェーレスだと言っていて、その後に出てきたヴェーレスの仮面の下も、やっぱりケータさんでしたし。だからてっきり魔族がヒトに化けているんだって思ってたんですけど……もしかして違ったんですか？　全部私の勘違い──？　そうなんですか、ケータさん──」

　だがケータは、混乱のあまりなんと答えていいかわからなかった。

　よりにもよって、あの場をライラに見られていたとは。衝撃が強すぎて、すぐには言葉が出てこない。

　ライラはずっとケータが大元帥だと気づいていたのだ。

　そして今、それがルクスにもばれた──。

「……俺、は」

「は、そうか……そういうことか。いくらジェムナスティア領内を探しても、いないわけだ。西の魔王軍で生き延びていた可能性があったか……！」

　ルクスは次の瞬間、

「──ハイラント・ビスマス！」

　鞭むちのように声を張り上げる。

　ケータはミケをも放り出して、地を蹴けった。

「いやっほおおおおおい！」

　光り輝く聖剣を携えた勇者が、宮殿の屋根の上から、一直線に飛び降りてきた。

　ドオン！　と激しい地響きとともに、芝にクレーターができあがる。

　その中心で、赤いコートの勇者が、長い裾すそをひるがえし、遮しや光こう眼鏡めがねを押し上げる。

「お呼びか、ルクス！」

「その通りだ。出番だ税ぜい金きん泥どろ棒ぼう！」

　ルクスはケータを指さして言った。

「謎なぞは全て解けた。捕獲しろ！」

「……叔父様。でも、ぜんぜんその時と顔は違うんですよ！」

「騙されていたんだ、我々はずっと！　二重三重に！」

「そうかそうか！　諸もろ手てをあげて捕縛捕縛ぅ！　やっちまっていいってことね！」

　ハイラントが、歓声とともに、聖なる長剣を振り上げる。

　大陸に七本しかない聖剣の一つ、『バリアントフレア』が、適合者の歓喜に合わせて凶悪な光を放った。

「いくぞお、青春君！」

「──つっ！」

　ハイラントの宣言と同時に、強烈な加速が来た。真っ向から聖剣で突っ込まれる。闇の中で、光の残像が弧こを描く。

　切り裂かれたのは、ケータの制服の、上着の襟えりだった。

　間かん一いつ髪ぱつで避け、草の地面に転がりながら、これが冗談ではないことを悟らざるをえなかった。

　天性のハンター、『光の勇者』ハイラントを相手に、こちらは完全に丸腰だ。

「──うん、あんたやっぱやるね。ヒトの動きじゃないよそれ」

　どうするべきか。

　死にたくなければ、この場でピアスを外すしかないのか──？
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（アズライト……遅いわね）

　イリスはダンスホールの片隅で、出入り口の方角を気にしていた。

　ライラは手洗いに行ってくると言ってホールを出ていったが、この遅さは迷ってしまっているのだろうか。

　やはり頑かたくなに遠えん慮りよをされても、ついて行ってあげた方が良かったかもしれないと、今さら思う。

　何しろ今は──ただでさえデリケートな時間帯なのだから──。

　硝子のダンスホールの中は、変わらず舞踊のための音楽が流れ続けている。ついさっきまでケータと踊っていたベスティアリは、イリスの近くに来ており、団長のヘマタイトと話している。そこにリンドヴルムも加わった。

　ケータ・マルミヤは今頃、別働隊として行動中の、ルクスやハイラントに呼び止められている頃だろうか。真実を、告白してもらうために。

　あの日──ルクスがイリスに秘密を打ち明けた夜のことを、イリスは今でも夢だったかのように思うことがある。

『──戦術召喚士にとって、異い界かいのニンゲンを召喚することが、絶対禁忌であることは知っているかい』

『あれはただのお題目じゃない。ちゃんとした理由があるんだ』

『三年前、我々は知っていて禁忌に触れた。それで呼び出されたのが彼だ。ケータ・マルミヤ。本名は丸宮敬太だ』

　何度も苦しみのたうちまわりながら、知っていることを全てさらけ出したルクス・アズライト。受け止められるはずと、覚悟していた以上のものを投げつけられた、自分。

（ゼロパーセントが、異界から来た稀マレ人ビトって……）

　なかなか受け止めにくい事実だ。思い返しても、そんなそぶりはまるでなかったように思う。

　だが、イリスは異界がどんな所か知らないし、どんなヒトが暮らしているかも知らない。端的に言って、何も知らないのだ。

　ただ、そうなるとケータ・マルミヤが今まで打ち明けてきたいくつかのこと──たとえば自分の家族のことだとか、故郷のあれこれのことだとか、暗く蒸し暑い城の地下で語られた生い立ちのことだとかが、事実ではなかったことになってしまう。

　──噓だった。あれが全部噓だった。

　それだけのことが、今イリスの胸をひどく痛めている。許されるなら、泣きたいぐらいに、悲しい──。

　このあと彼は、騎士団によって身柄を保護され、その証拠をもってして魔族側への交渉カードに使われるという。魔族側が隠している、大きな噓を暴くため。

　時間がたてばたつほど、なんだか怖くなってきてしまう。

　今まさに恐ろしい爆弾が、イリスの見えない所で爆発するかしないかという、そんな瀬戸際にあるような気がしてくるのだ。

「……あれ？」

　歓談の途中だったベスティアリが、ふと呟いた。

　彼女はシャンパングラスを片手に、天井を見上げている。

　硝子張りの屋根の梁はりからは、豪奢なシャンデリアがさがっている。

「なんか──あれ、揺れてる？」

「ああ、揺れているな」

　リンドヴルムも呟いている。しかし、イリスの目には、特に揺れているようには見えない。

「わたくしには、何も感じられませんが」

　ヘマタイトも疑問のようだ。

「そんなわけないよ。揺れてるよ。ねえ？」

「ああ。近くで戦闘が起きているようだ」

　イリスは、ハッとした。

　リンドヴルムは耳をすますように、片耳に手をあてている。

「……戦術召喚士の卵と、勇者だな。忌いまわしい聖剣の波動を感じる」

　ケータ・マルミヤと、ハイラント・ビスマスのことだ。

　まさか──勇者が剣を抜いているのか？　ゼロパーセント相手に？

「大丈夫。ご心配には及びませんわお二方。すぐにおさまります」

　ヘマタイトが、にこやかに笑って場をおさめている。

　彼もルクスから報告を受けて、事情を知っているはずだ。なのにこの言い方は、ケータへの『攻撃』を容認してしまっている。

（団長！　話し合いじゃなかったんですか？）

　聞いていた話と違う。

「えー、それって……」

「ご不安でしたら、一曲踊りましょうか、ベスティアリ公。それともお菓子でも？」

「いや──やはり行こう、ベスティアリ殿」

　リンドヴルムが、きっぱりと言い切った。

「どうも嫌な予感がする」

「そーね。それがいいかも」

「あの！」

　そのままダンスホールを出ていこうとするリンドヴルムたちに、イリスは思わず訊ねていた。

　それが許される立場にないのに、訊ねていた。

　リンドヴルムの従者が、そっくり同じ顔で、冷たい視線をイリスへ向ける。そして彼自身もイリスに訊ねる。

「なんだね？　君はまた私を止めようというのか？」

「……いえ、違います。ただ……どうして、ですか」

　あなた方は魔族なのに。

　稀人の疑いがある戦術召喚士候補生と、『光の勇者』の戦いを、どうして気にするのか。

　ずっとずっと、彼と一緒に学んできた、イリスでさえも戸惑っているのに。

「心外だな。我々にも、同どう胞ほうを心配する感情ぐらいはある」

「同胞？」

「そうだろう。いま攻撃を受けているケータ・マルミヤは──我々の仲間だ。魔王軍大元帥、『黒仮面』のヴェーレスなのだから」

　世界の危機の前には、小娘の感かん傷しようなど許されない。

　けれどそれは、たった一つの恋心の前には、圧倒的に無力であったりもするのだ。
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　狐狩りというゲームがある。

　広大な庭に猟りよう犬けんを放ち、隠れた狐を追い立てて仕留める遊びだ。

　死なないために、捕まらないために、ゲームの獲え物ものは全力で逃げ惑う。

　少しでも足を止めたら、後ろから猟犬の息づかいと、組み伏せるための足音が聞こえてくる。

（俺は、狐だ）

　狐で、獲物で、そして──。

「見つけたあ！」

　──見つかった！

　天性のハウンドドッグ、ハイラント・ビスマスが、聖剣を手に距離をつめる。

　輝くバリアントフレアが、瞬時に風に包まれ飛行体勢に移った。そのまま超低空飛行で加速してくるのを察したケータは、走っていた進路を変更し、目の前にある大きな温室の中へと飛び込んだ。

　その直後、派手な轟ごう音おんが響き、入り口の鉄骨と、硝子が割れ砕けた。

（馬鹿か。そのまま突っ込んだのかよ）

　異界の稀マレ人ビト。魔王軍大元帥。両方同時にばれたあげくにこの扱いだ。考えうる限り、最低最悪の展開。

　後ろを振り返りたいが、そこまでの余裕はない。少しでも距離を稼かせぐべく、一心不乱に温室の中を駆けていくしかない。

　生ぬるい空気が、粘ねん度どを増す。行く手の視界を遮さえぎる巨大な葉や蔓つたは、南国の植物の特徴そのままだ。まさに狐狩りよろしく、広い宮殿の敷地を逃げて、逃げて、逃げ続けるだけの自分。

　この先に何があるのかなんて、そんなもの知らない。わからない。ただ向こうの戦力に対抗する手段がない以上、これ以外に方法がない状況だった。

「はあーい。どこまで逃げ回るつもりだあ！　出てこい青春君！」

　なぎ倒した基礎と植物に埋もれながら、狩り手の勇者が叫んでいる。

　魔力制御ピアスを外すべきなのだろうか、どうなのだろうか。正常な判断をするにも、後ろから来る勇者がしつこすぎる。

　ケータは出口らしいドアを見つけ、ほとんど体当たりするように表へ出た。

　──その先に。

　盤上の駒こまのようにずらりと並ぶ、ヒトの形のシルエットを見つけて絶望する。

　先頭に一人。後方に四人。

　全員戦術召喚士だ。

「丸宮敬太、だな」

　先頭の男が、低く問いかけてきた。

　その、大おお柄がらで岩のように鋭角的な体型は、見覚えがあった。イリスをスカウトしてきた、『白の腕』の副団長だ。

　そしてケータが戦術召喚士候補生であることを知りながら、あえて日本語読みで名前を呼ぶことができる者。

「……あんたも、ルクスと同じ禁忌の仲間か」

「アイザック・オニキス──秘匿名ブラックオニオン」

　なるほど。そんな名前も、あの『映像』の中に混じっていたかもしれない。

　当のルクスの姿を彼の後ろに見つけ、事の次第はすべて筒抜けだと悟る。

「──総員、捕縛開始」

　アイザックによる号令が、無情にも響いた。

　全員の開かい門もん印いんが光り、ケータも学んだ精霊召喚術の術式がいっせいに唱えられる。

　ケータはそこで、前へ駆けた。

『此これは鍵かぎの語かたり──ぐあ！』

　相手の術式の詠唱が終わるまでのコンマ数秒が勝負。目についた男の側頭部を、跳ちよう躍やくで蹴り伏せる。そして──。

「止まれ！」

　鋭く叫んだ。他の戦術召喚士が、術式を展開してしまう前に警告する。

　こちらは倒した男の腰から、サーベルを引き抜いて構えていた。

　切っ先は、男の眼球に触れるか触れないか、ぎりぎりの位置。

「……動くな。術式を解とけ。でないとこいつを──殺す」

　切れそうな息で、一気に喋った。

　ともすれば上体が震えて、本当に傷をつけてしまいそうになるが、そこは本気を表すために微動だにしない。目は敵を一心に捉とらえる。

「……副団長。自分のことは──」

「その通りだ、秘匿名イエローパプリカ。我々は任務を遂行するのみ」

　ケータがサーベルを向ける男の言葉を聞き、アイザックが、ゆっくりと右手を下ろした。

　かわりに彼は、腰の剣に手をかける。構えは──完全に抜ばつ刀とうとともに斬きりかかるスタンスだ。

　アイザックの後方に立つ秘匿名レッドリバーこと、ルクス・アズライトが言った。

「さすがだな、丸宮敬太──いや、魔王軍大元帥ヴェーレス」

　ルクスにも、アイザックにも、他の戦術召喚士にも、全てに神経を注そそぐ。誰がどんな動きをしても対応できるように。

「魔族として我々を蹂じゆう躙りんしただけでは、飽き足らなかったか？　和平とはただの布ふ石せき、次は内側からヒトを滅ぼすつもりだったか」

「違う。そうじゃない」

　首を横に振りたかったが、それはしない。

　ただ帰る道が、ヒトのいる場所にしかなかったからだ。見よう見まねで、できるかどうかもわからずに、半分は意地にもなって。

「ヒトとの和平は、魔王の悲願だ。俺でさえ動かせなかった。だから俺は、あいつと離れて、帰る方法を探しに東大陸こつちへ──」

「居もしない者を、居るように語らないでくれ」

「なんだって？」

「それとも、まだ居るのか──？」

　なんだろう。

　この男の言っている言葉が、微妙に分からなくなってきた。

　悪意や敵意のせいでは、ない気がする。ここまで、最悪なりにも把握できてきたのだから。

　それがまた急に──。

（何か見落としてる？）

　居もしない者？　なんだ？　誰のことだ──？

「いたあ！」

　狂きよう喜きの男が「見つけた」と叫ぶ。ケータの背後で、温室の硝子が割れ砕けた。ケータは舌打ちした。

　唸うなる聖剣。局地的に吹き荒れる風。しかしそんなハイラント・ビスマスの突撃は、布でできたライオンのぬいぐるみによって阻まれた。

　それは一回転すると子供の魔族の姿に変わり、小さな両手で放出する魔力が、勇者の特攻を吹き飛ばした。

　彼女はこちらを振り返ることなく、スカートのフリルをなびかせ、ケータの前に立ちはだかる。

　すべては魔族の同胞たる、ケータをヒトの手から守るためのように。

「ちょっとお。ヴェーレス君をいじめるヤツは、許さないよ！　魔王軍四天王、百ひやく獣じゆう族ぞくが長ベスティアリ、ここに参る！」







　ベスティアリだ。

　確かにあの馬鹿獅子だ。

「あーあーあー、寄ってたかってヴェーレス君をタコ殴り？　今さら自分たちが呼んだものが何かわかったってこと？」

　四天王ベスティアリの登場に、間近で対峙するルクスは、唇の色をなくしてしまっていた。

「まったくもう。どれだけ自分勝手なんだろうねー、このジェムナスティアのヒトどもってやつは。自分らで呼び出しておいて、この扱いなんだから」

　当のベスティアリは、あどけない外見に似つかわしくない、皮肉げな笑みを浮かべた。

「──尊とうとき、魔の君。四天王ベスティアリ公。あらためて申し上げる。そこにいる彼は、我々で呼び出した稀人だ」

「ああ、そう」

「そして、貴公ら魔王軍にも縁えん深き者」

「そうだよ。意味もわからず何者かによって闇黒大陸に落とされ、魔王フードゥーのもとで今日まで生きてきた異界の稀人。不運にして強運の持ち主。それが彼。ベスティアリたちの仲間。なに、なんか文句ある？」

　ルクスは黙って目を閉じた。今さらの言げん質ちを手に入れ、何かを嚙みしめるように。

　ベスティアリは、奪ったサーベルを手に座り込むケータを振り返った。敵に向ける厳しさとは別の、気安い表情だった。

「さあ、どうするのヴェーレス君」

「え、どうするって……」

「こいつらのこと、煮るの？　焼くの？　それともこのまま拉ら致ちでもなんでもして、お家うちに帰してもらうの？　どっちにしろこんなことがあっちゃ、キミはここにいられないんだし」

　ここにいられない。あらためて言われて、息が止まるような気がした。

　確かにそうだ。それはもう、言い訳のしようがない。

　普通のヒトでないことが彼らにばれ、魔王軍にいたことも彼らにばれ、ケータがこの地にいられる余地は皆無。

「ベスティアリたちも、もう帰ろうと思うんだ」

「俺、は──」

「だからまあ、今でもベスティアリのお勧めは、一緒に魔王様のとこへ帰るなんだけどね。なんならこのままかついで持ってっちゃおうかな。ほら──」

「──いや、待て！」

　ふざけるように手を伸ばしてきたベスティアリの手を、ケータはとっさに振り払っていた。

「ヴェーレス君」

「まだダメだ。ミケがいるし、それに──」

　その向こうにいるルクスや、抜刀の構えを解かないアイザックを見据える。

　ここから何をするにしても、さっきの謎は解いておきたい。

「教えてくれ。あんたら、何か変なこと言ってただろう。居るとか居ないとか──何が言いたかったんだ」

　途中で勇者が乱入したせいで、うやむやになってしまった。でも、妙に引っかかるのだ。

「言葉通りの意味だ」

「だからそれが分からないんだって」

「貴公らの首しゆ領りよう以外に何がある」

「はあ？」

　本気で意味がわからない顔をしたケータを見て、アイザックがわずかに目を見張った。

　どうするべきかとばかりに、部下のルクスをうかがっているのがわかる。

　そこから言葉を継いだのは、ルクスの方だった。

「丸宮敬太──こうなると我々の方からも、質問したいことがある。答えてもらえるか」

「……俺に答えられる範囲なら」

「ヴェーレス君。やめようよ。なんか面倒くさそうだよ」

「まずは順を追って話していこう。なぜ君が、我々によってこの地に召喚される必要があったのかから」

　それは思いがけず、ケータにとって根源的な話だった。

「戦術召喚士にとって、異界のニンゲンを召喚することは、絶対禁忌の罪だ。そのことは知っているだろう」

　そうだ。なのにおまえたちは、エリートでありながら人間の俺を召喚した。

　ライラ・アズライトは、叔父のルクスは正しく騎士道を誓った戦術召喚士だと、心から信じていたのに。

　なぜ。

「……どういうことなんだ？」

「禁忌は、禁忌。しかしそもそも何故、禁忌というものが生まれたのだと思う。我々のような脆ぜい弱じやくなヒトに、唯ゆい一いつ与えられた魔族への対抗方法、それが精霊召喚術だ。どうしてそこに、縛りが存在するのか」

「それは、非人道的だから──」

　自分で言って、響きの噓くささに『ないな』と思った。ルクスの目も、同じように言っていた。

　召喚した者、された者、そろって火刑に処される世界で、異界のニンゲンの人権が、ことさら尊重されるとも思えない。

　アイザック・オニキスが、部下の言葉を受けるように続けた。

「『白の腕』が、常に清せい廉れん潔けつ白ぱくな組織だというのなら、そちらの方が間違いだ。丸宮敬太、あるいは魔王軍大元帥ヴェーレス。我々は皇帝陛下の手足として、公おおやけにはできない事件も大量に扱ってきた。残念ながら、君をこの地に召喚することにも、良心の呵か責しやくはなかった」

　それもまた、ありえぬ話ではないのだろう。ケータは認め、うなずいた。

　ルクスが、再び話を引き継ぐ。

「ただ……私たちヒトの間には、ある伝でん承しようが秘密裏に受け継がれてきたのだ」

「伝承？」

「そうだ。一般的な戦術召喚士の耳には届かぬよう、精せい研けん関かんの筆頭研究員の手によって厳重に管理された書庫の奥深くに、その伝承を記した巻物は存在する」

　一拍置いて、語る。

「──いわく、『ディルスマグナ以外の場所から、精霊以外の知的生命体を召喚すると、その代だい償しようとして大いなるものが失われる』と」

「大いなるもの」

「皇帝だ」

　思わぬ回答に、目を見張った。

　皇帝──魔王と対ついをなし、東の大陸を支配する種の超越者。天てん秤びんの皿の一枚。

　魔王フードゥーが、厳密にして身も蓋もない『システム』と呼んでいたもの。

「は？　皇帝……？」

「有史千五百年、ついた皇帝の数は、十三名。その中に新しい皇帝が誕生せぬまま崩ほう御ぎよし、皇帝不在期間が生じた空白地帯が数回ある。はじめは理由が分からなかったが、近代になってある程度の特定はできるようになった。つまり、今言ったことだよ。異界への干渉で稀人を呼び出すと、ほぼ五割の確率で皇帝が死ぬ」

　当の皇帝がいる宮殿の片かた隅すみで、その死をささやくように告白するルクス・アズライトは、まさしく罪をさらけ出す告解者のようだった。

「近いところで、記録も残っている。先々代の皇帝は、稀人の召喚と前後して突然消滅し、玉座が完全に空白と化した。まるで前ぶれのない崩御によって、次の皇帝が皇族の中から生まれるまで、五十年かかった」

　その間、大いなるもの無き大地は疲ひ弊へいし、国は乱れ、魔族の侵入を防ぐことも難しかったという。

「……乱世を繰り返したくないという思いもあるだろうが、純粋に命を奪われることは恐怖だろう。因果関係が分かって以降のジェムナスティア皇帝たちは、代償で己が失われることを特に恐れてきた。そこからありとあらゆる戦術召喚士が、異界に触れることを禁じられてきた。そして我々は、分かっていながら稀人をこの地に呼んだ」

「つまり、皇帝を殺すために……？」

「違う。ここに来てもう一つ、新しい事実が判明したからだ。精研関の研究員が出した、最新の試し算さんだ。稀人召喚の代償は、皇帝だけじゃない。魔王も含まれていると」

『ヴェーレス君。もういいでしょ。これ以上続けるなら、そいつも連れて場所移そう』

　なぜか焦ったような、ベスティアリの声。

「大いなるものが失われる確率は、五十パーセントだと思われてきたが、違うんだ。確率は百パーセントだ。皇帝が失われなかった場合、西の大陸で魔族の長が必ず消えてきたんだ。それが分かったから、我々は賭かけに出た」

　──背中が寒い。

　寒くて寒くて仕方ない。

『ざくざくする』と言っていたのは、誰だったか。

「……五割で皇帝を殺すリスクを背負ってでも……魔王を滅ぼすために、禁忌を犯したってことか？」

「そうだ。これ以外に、劣勢のヒトが魔族に打ち勝つ術すべはないと。だが、そこまでして挑んだ実験は、失敗したと思っていた。我々の前に、異界の稀人は現れなかった」

『ヴェーレス君』

『──黙ってろ』

　ケータは、まるで聞かせたくない話から遠ざけるようなベスティアリに、手元のサーベルを向けた。今ここを離れるわけにはいかないのだ。

　大事な話を、聞き届けるまでは。

「……でも、俺はここにいる」

「そうだ。だからこそ私は、ここで確認しておく必要がある。君と、そして魔王軍四天王の一人、ベスティアリ公に質問がしたい」

　ルクスはまっすぐ、こちらの目を見て訊ねた。

「あの日の実験は、成功していた。水晶府に皇帝は存在している。それなら──魔王はすでに失われているのではないか？」





　　　　　＊＊＊






　ひと言で言うなら、ライラ・アズライトは途方にくれていた。

　──本当に、どうすればいいのだろう。

　叔父のルクスも、学友のケータも、勇者のハイラントも、ライラを置いて去ってしまった。ライラは宮殿のダンスホール裏で、猫と取り残されてしまっていた。

　一人で夜風に吹かれながら、何度も何度も考える。ただ自分は、ケータの力になれるならと思っただけなのだ。始まりはもう、絶対的にそれなのだ。

　彼がヒトのふりをした魔族であるとしても、何か事情があると思っていた。だから一緒に水晶府にまで来てもらい、折を見て確認しようと思っていたのだ。

　なのに、いざ彼を近くで観察すればするほど、ライラの中の不安感は増していき、ついにはがまんができず、一方的に彼を問い詰めてしまった。

　結果──。

「わからないです……何がいけなかったんですか……わたしがいけなかったんですか……」

　ライラが、ケータを大元帥だと言ってしまったから。

　だからルクスやハイラントは、ケータを捕まえようとしているのだろうか。

（でも、叔父様は、なんだか違うようなことを言っていなかった……？）

　ずっと探していたとか。儀ぎ式しきで呼び出したとか。まるで絶対禁忌に触れたような言い方だったが、それはさすがにありえないだろう。

　対するケータの反応の仕方も、ライラには見当もつかないことばかりだった。

（わからない……本当にわからないです……）

　そして考えはまた初めに戻って、途方にくれてしまうのだ。

「──なーう」

　ライラははっとした。

「ご、ごめんなさい、ミケ。苦しかった？」

　心細さのあまり、抱いていた猫に力を入れすぎてしまったようだ。

　ケータが飼っているというその猫は、こちらが慌てて力を緩めると、するりと地面へ飛び降りた。

　夜の闇でも映える、綺麗な三毛の毛並みと、草色の瞳の猫だ。

「……まったく、ふざけんなって感じです」

　──え？

　しかも次の瞬間、ライラの目の前で、信じられないことが起きた。

　猫の全身が淡く発光したかと思えば、手足がのび、耳が引っ込み、ふかふかの毛皮のかわりに、なめらかな肌色の肢し体たいに変わり──。

「え、え、え……あなた……」

　気がつけば、そこにいるのは三毛猫ではなく、一糸まとわぬヒトの娘が、猫のように伸びをしているのである。

「あなた──ミ、ミーケルウスよね……？」

　確か創立祭の時に出会った、ケータのメイドだ。この顔は間違いない。

　彼女は猫の時と同じ、草色の瞳でこちらを見返した。

「そういうあなたは、主人の学校のヒト。ディルばら観た方のヒト」

　やっぱり。

「あなた、実は猫じゃないの？　ケータさんみたいに、魔族が化けてたとか……？」

　するとミーケルウスは、すっと瞳を細めた。

「失敬ですだす、ヒトのメス」

「ご、ごめんなさい」

「私は生まれも育ちも、尻尾ぴんぴんの猫です。敬太だって、魔族だったことは一度もありません」

「じゃあ、ヒトでいいのね？」

「ちがうです。荒川区民です」

　ライラは訳がわからなかった。

　魔族でもなければ、ヒトでもない？　アラカワクミンとは？

「……魔族の魔力と、ヒトの精霊召喚術が、私たちをこうしただけです……」

　彼女は両手で胸をおさえて、小さく呟く。

　いったいどういうことだろう。ライラが詳くわしく訊ねようとした──その時だった。

　一帯に、強い風が吹き抜けていった。

（──なにこれ）

　反射的に、肌が粟あわ立だつ。

　この時期の水晶府ではありえないほど、生暖かい風だ。

　突風がおさまった後でも、周囲の木々が、細かく揺れている。建物の硝子が、びりびりと振動している。そして、風が吹いてきた方角を見つめると、星や月を塗ぬりつぶす勢いで、真っ黒い靄もやが立ち上っているのだ。

　禍まが々まがしい、圧倒的なまでの黒い黒い──。

　まるで──あまりに膨ぼう大だいな魔力の塊かたまりが、地上におさまりきらずに天へと放出されているかのような。

「……噓……どれだけの魔力……何が起こってるの……？」

「敬太」

　ミーケルウスが、食い入るように魔力の柱の方角を見据えて言った。

　今、彼女はなんと言った？

「あれは──主人です」

「ケータさん？」

「でも、もう主人じゃなくなっちゃったかもしれません」
















　──質問です。

　──魔王はいるのか。

　それが、ケータとベスティアリに投げかけられた、ヒトからの問いかけであった。

　皇こう帝ていと魔王。このディルスマグナ世界において対ついを成す種の柱であり、稀マレ人ビトの召喚によって失われる確率は、五分と五分。

　今も残っているのは、どちらか。

『……ベスティアリ』

　ケータは、背後にいるベスティアリに呼びかけた。自分で思っていたより、平坦な声になった。

　目線はルクスたちに固定したまま。途中から彼女も使いはじめた、彼女にだけ聞こえる、モンスターの使役言語で訊ねる。

『……なに、ヴェーレス君』

『おまえ、ずっと俺に言ってきたよな。魔王は俺を送り出したことを後悔してるとか。今ならまだ間に合うとか。後悔してほしくないとか』

『ヴェーレス君。今はやめて』

『今ならってなんだ。魔王はいるのか？　いないのか？　もし消えかかってるなら、どこまで残ってる状態なんだ』

『だから今ここで話したくないんだって。ここで揉もめたら、ヒトに付け入られるでしょ』

　ケータが泥まみれで死にかけていた時に会った魔王。陰いん鬱うつな離宮で生きる方法を習っていた時の魔王。熱を出して寝込んでいた時の魔王。撤退を告げた時の魔王。和平に臨のぞんだ時の魔王。

　地球に帰るとケータが言い、それが良いと受け入れた時の魔王。

　いったいどこまでが、欠けることなき完全な魔王だったのか。

　未来に賭かけたいと言っていた、あの言葉の真意は。

　そんな彼女に、自分が投げつけてきた、言葉の数々は──。

『……メメントモリとか、リンドヴルムはね、魔王様が完全に消える前に和平を結んで、ヴェーレス君が地球に戻ってくれれば、魔王様が復活してくれるんじゃないかって、そっち方向に賭けてた。魔王様も同意見だった。でもねベスティアリは、魔王様が可哀想すぎて嫌だったのよ。ヴェーレス君が本当に戻れるかどうかもわかんないのに、消える時にひとりぼっちなんて、あんまりだよ。そう思ったから──』

『それでも俺には言わなかったんだな。俺のせいで魔王が消えるって事実だけは！』

『だって言ったら、魔王様のとこに戻るどころか、本気で地球に帰ろうとしちゃうでしょう。一分一秒でも早くって』

　当たり前だろう！

　ケータは、耳の魔力制御ピアスを引きちぎっていた。

　その場で耳が伸び、瞳の虹こう彩さいが変わり、牙きばが尖とがり鋭さを増す。その全身が、闇の魔力で満たされ、あふれ出る。

　ケータは全身から魔力が立ち上る状態で、ルクスを見やった。ルクスは何な故ぜか、今さらのように怯おびえた顔をした。

　そこまで凶悪な面相に変わったというのだろうか。

（別にいい）

　構わない。今さらそんなこと。

　一歩進むごとに、足下の地面が魔力に反応して振動するその状態で、無造作にルクスの襟えり元もとをつかんだ。

「戻せ、ヒトの召しよう喚かん士し」

「……なん、だ。はな、せ」

　ケータは、そのままルクスの体を持ち上げた。

「──今すぐ俺を戻せ。元の世界に」

　片手でルクスを宙づりにしながら、淡々と命令する。

　一刻も早く、丸まる宮みや敬けい太たは地球に戻り、そして魔王を復活させないといけない。

　ルクスは、苦しげに顔をゆがめたまま、うめくように答えた。

「……無理だ。異い界かいの召喚は、一方通行──」

　みなまで聞かずに、ルクスを端へ放り投げた。その方向で植え込みの大木がへし折れる音が響いたが、ケータは一いち瞥べつもしなかった。

　そんなことに意味などない。

　何もない。

　何も──。

「おいこら、あんたルクスに何してくれたんだよ！」

　ここに来てその答えか。このオチか。

　目の前が黒を通り越して、真しん紅くに染まってくる。

　ベスティアリに打ち倒されていたハイラントも、ここに来て意識を取り戻していた。

「けっきょくのとこ図星なんだろうが、ああ？　召喚の代だい償しようで魔王は消えた！　あんたらは自分らに不利な情報を隠しながら、俺たちに和平を持ちかけたんだって、ルクスは言ってたぞ。今回の交渉会議でそこを突かない手はないって──」

「突く？　できるのか？　そんなこと」

　ケータは、復活したハイラントに問い返す。

　ごく普通の問いのはずだったのに、やはりハイラントは、ケータの顔を見て絶句してしまった。

　あのハイラントをして、見てはいけないものを見てしまったような顔をしているのが、おかしくてたまらない。

　軽く右手を振ると、闇黒魔術による魔剣、『ガロウズヒル』が現れた。

　なめらかな黒い刀身は、フードゥーが与えてくれた、魔力の塊かたまりでもある。

　三年走り続けた果ての、行き止まり。どん詰まりがこれ。

　ああおかしい。本当にばかばかしい。

　煮えたぎるような黒い想いがあふれ返り、いっそもうこのままみんな──。

「…………最初の質問の答えなら、ここにある。皇帝と魔王が密接に繋つながれた存在であり、皇帝が健在な以上、魔王は消える。俺のせいで消える──もう消えたかもしれない。俺の。稀人の俺がここにいるせいだ。だが、あいつの魔力はここにある。今もまだ残ってる」

「ヴェーレス君、ちょっと」

　ベスティアリが、こちらの肩に触れようとしてきたので、持っていた魔剣を一いつ閃せんした。

　次の瞬間、彼女の細い左手首が、すぱりと切れて宙を舞う。

「──え？」

「触るな」

　誰も自分に触るな。触れてくれるな。

　誰も自分に干かん渉しようするな。

「俺こそが──魔王の残した唯ゆい一いつの……魔王ヴェーレスだ！」

　東大陸の夜の闇。こうこうと光る瞳に映るのは、壊れた感情の叫びのみ。

　少年は絶叫し、一帯のあらゆるものに襲いかかった。
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　一方、温室前の惨さん劇げきから少し離れ。

　イリス・カーネリアンがいるダンスホールは、一部で緊張の対立が続いていた。

　楽団の演奏も、招待客のダンスも、外の空気を遮さえぎるようにまだ続いている。しかし、『白しろの腕かいな』団長ヘマタイトと、魔王軍四し天てん王のう、竜りゆう人じん族ぞくの長おさリンドヴルムの間に流れる空気は、非常に不穏なものになっていた。

（ゼロパーセントが）

（ヴェーレス？）

　確かにリンドヴルムは、イリスにそう言ったのだ。

　ケータ・マルミヤこそ、魔王軍大だい元げん帥すいヴェーレス。我々の『仲間』だと。

　近くでそのセリフを聞いたヘマタイトも、最初驚いた顔をしていた。

　そして、そんなイリスたちの反応を見て、リンドヴルムもまた、ガスマスクの首をかしげたのだ。

「……はて。これはもしや、私の失言だったか。てっきり勇者も動員して襲うぐらいだから、そちらも承知の行動かと──」

「ああ、そう。そういうことなの。謎が解けたじゃない。彼は魔族として生き延びていたってことね！」

　ヘマタイトは、合点がいったように手を叩き、自分の顎あご鬚ひげをなでた。

「それで、ベスティアリ公はどちらにおでかけで？　まだお話も終わっておりませんのに」

　そのベスティアリは、ずいぶん前にこのホールを出ていってしまっていた。

　今もリンドヴルムおよびその従者は、イリスたちと出口の間に立っており、そこから一歩も動こうとしない。イリスたちに、ベスティアリの後を追わせないような立ち位置である。

　だが何よりイリスは、彼が暴露した事実で頭がいっぱいだった。

　──ヴェーレスとゼロパーセントが、同一人物──。

　あの、遠すぎるほどに遠い二人が重なるなんて、絶対にありえないと思っていたのに──！

「待っていれば、彼は死ぬ」

「殺しはいたしませんよ。少なくとも今は」

　ヘマタイトは、雅みやびやかな音楽の中で、やんわりと笑った。

「大きな声では言えぬことですが、丸宮敬太は、我々がこの地に招いたものです。三年前、禁忌を承知で召喚した。多少の『想定外』があったとしても、基本的には我々のものです」

「その三年を生かしたのは、我々の力だ。我々のものだ」

「──認めるのね、魔王の空位を！」

「三年も気づかなかった愚かさを、今さら棚に上げられても困る」

　リンドヴルムが、燕えん尾び服ふくに包まれた、長い右手を持ち上げる。

「どうしてもこの場を押し通りたいなら、貴公らの実力でどうにかすればいい」

「それは和平を反ほ故ごにするということ？」




「──いかん！」




　その、一触即発の空気を破ったのは、同じホール内。壇上の玉ぎよく座ざに座っていた皇帝だった。

　レイ・バロック・ジェムナスティア。

　音楽が途切れる。

　普通に考えれば、フロア前方の玉座と後方のこちら側。声が届く距離ではない。こちらの会話が聞こえていたとは思えない。それでもあまり自由のきかない体の皇帝は、玉座で前のめりになって、血走った目を見開いている。

「あな、恐ろしや。恐ろしや……」

　うわごとのようにうめきながらも、全身が震えているのだ。

　異変に気づいた皇女アルテンシアが、側そばで皇帝に耳打ちした。恐らく、何が恐ろしいのかと訊ねているのだろう。

「罪ぶかきこと……罪じゃ……誰ぞ禁忌に触れおったか……」

　皇帝はゆっくりと頭を上げ、天井を見つめる。

　夜の闇を映した硝子ガラスの天井には、月以外何もない──そのはずだった。

　すっと白い影が横ぎったかと思うと、次の瞬間、硝子が大きく割れ砕け、ホール内に何かが勢いよく落ちてくる。

　客たちの悲鳴が上がった。

「──ベスティアリ殿！」

　リンドヴルムの叫びが、その中に重なる。

　落ちてきたのは、子供だった。ピンクのドレスを着た、子供のような、魔族──四天王ベスティアリ。

　彼女は血まみれだった。

　その全身に硝子の破片を浴び、そして、それ以上に傷だらけだった。何か鋭利な刃物で切り落とされたのか、左手首の先がない。不自由な手で半身を起こすと、破片を振り落とすように頭を振った。

　普通のヒトなら、まず死亡しているようなダメージだ。

「どうした、何があった」

「……ばいよ、リンドヴルム」

　駆け寄るリンドヴルムに、ベスティアリがかすれた声で訴えた。

「全部ばれた。ヴェーレス君に」

「なんだって──」

「魔王様が消えかかってることも、全部。そしたら──」

　ベスティアリは、青ざめた顔のまま、落ちてきた天井を見上げる。

　同じように天井を見上げたイリスたちは、絶句した。

　硝子が割れ落ちた屋根の間から、ケータ・マルミヤがこちらを見下ろしていた。

「ゼ」

　名前を呼ぼうとして、迷ってしまう。心の底からケータと呼ぶには、いろいろなものが違っていた。

　まるで本物の魔族のように耳が長く、瞳の色も変化し、その背からは漆黒の翼のごとく、膨ぼう大だいな量の魔力が放出されている。

　何より──表情が。

　あの、どんな時でも下だけは向かなかった彼が。

　呼び出す精霊が、ヒトと違ってもめげなかった彼が。

　前向きに困難に立ち向かっていたはずの彼が。

　何故この世にこんな絶望があるのかというような、暗い昏くらい、ぽっかりと空いた虚うろのような眼差しで、イリスたちを見ているのだ。

　その手に持った、魔力の剣を一振りすると、刀身についていた血が、イリスたちのいる所にまで散った。

　赤い鮮血。

　彼はなんの興味もないとばかりに、無言で穴から飛び去っていく。

「なんだね、あれは──ヴェーレスか」

「周りが全部、敵に見えてるみたい……ヒトも、魔族も、関係なしに……暴走してる……」

　ベスティアリは、口元の血をぬぐってヘマタイトの名を呼ぶ。

「今、勇者と残りの戦術召喚士でヴェーレスを止めようとしてるけど、はっきり言って通じてない。このままじゃ全滅する。応援が必要」

　それを聞いたヘマタイトは、ベスティアリの満まん身しん創そう痍いぶりを見て、事態を把握したようだった。

「わかったわ。すぐに向かわせる」

「私も行こう」

　魔族のリンドヴルムらとともに、硝子の破片だらけの床を踏み越え、ホールを出ていこうとする。

　イリスは思わず叫んでいた。

「待ってください団長！」

　私も行きたい。行かせてほしい。

「お願いです。私もご一緒させて──」

「駄目」

　返答は短かった。

「あなたは、ここで非戦闘員の誘導よ」

「でも」

「あと、ライラ・アズライトを探して保護するの。まだお手洗いから戻ってきてないんでしょう」

「団長──！」

「これは団長命令よ、イリス・カーネリアン。大勢のヒトを守りたいなら、言うことを聞いて」

　なぜ言わないのにわかったのだろう。イリスの希望。ここにやって来た動どう機き。

　手足が震えそうになるほど理不尽だと思っても。自分が『白の腕』の制服を着ている以上、この諭さとしつけるような命令には逆らえない。

（でも、ゼロパーセント……）

　唇を嚙かみしめるイリスに、ヘマタイトは言った。

「それでも嫌だと言うなら、あなたも守られる側に回るといいわ。大丈夫、今すぐ宿舎の荷物を持って、他の招待客と一緒に避難するの。皇国騎士団は、全てのジェムナスティア皇国民のために尽くしてくれるから」

「……私は、逃げません……」

「そう、よく言ったわ。あとね──今回の件、禁忌は禁忌だから。いまあなたを深追いさせるのは、アタシが嫌なの。だってあなたはきっと、未来の騎士団にとって必要な人材になる」

　驚いて顔を上げたイリスに、ヘマタイトは悪戯いたずらっぽく片目を閉じた。

　まるで殺されるのは、自分たちだけでいいと言わんばかりの──。

　イリスは泣きたくなる気持ちをこらえ、それでもせめてと、彼に訊ねた。最後のあがき、だったのかもしれない。

「ゼロパーセントは……ケータ・マルミヤは、どうなってしまうんでしょう」

「残念だけど──その名前の彼は、もう戻ってこないと思った方がいいわね」

　──そんな。

　ヘマタイトは、そのままイリスをホールに残して、他の魔族と一緒に出ていった。

　とうの昔に音楽はやみ、そして穴の空いた天井からは、何かが燃えるような臭においが漂ってくる。

　──だってあなたはきっと、未来の騎士団にとって必要な人材になる。

　──その名前の彼は、もう戻ってこないと思った方がいいわね。

　どうすればいい。

（……まずは……残ったヒトを、助けなきゃ……）

（それで……）

　そして──。
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　大戦末期。全軍撤退を決めた魔王フードゥーが、大元帥ヴェーレスの帰き還かんにさきがけて、四天王を呼び集めて語ったことがある。

　誰にも漏らすことが許されない、五人だけの密談だ。

「……結論から言おう。おそらく我が身は、そう遠くないうちに消える」

　魔王城の、巨大な円卓の上座で、彼女はそう切り出した。

「噓」

　ベスティアリは言った。

「誠まことだ」

　魔王フードゥーは返した。

　彼女は呼び集めた側近たちに分かるよう、己の指先をかざして見せた。

　その桜色の爪が、ほのかに輪郭を失いかけているのを、ベスティアリも認めざるをえなかった。

　リンドヴルムが、整った柳りゆう眉びをひそめて訊ねた。

「……いったいいつから？」

「そうだな。違和感が出始めたのは、だいたい二年ほど前か。そこから徐々に徐々にで……今はこれだ。かなり集中しても、必ずどこかが『欠ける』か『薄まる』日が続いている」

「二年なんて……ずいぶん前からじゃないの、魔王様。なんで言ってくれなかったの」

「原因が分からなかったことと、対処法が見つかるまではと思っていた。こんな形で打ち明けることになって、すまないと思っている」

「やめてよ、魔王様が謝るなんて」

　美しい魔王は、わざわざ部下に向かって、謝罪の言葉まで口にした。

「パラポネラとメメントモリには、独自に原因を探ってもらっていたのだ」

　そう言って死し霊りよう族ぞくの長と、地ち精せい族ぞくの長を見る。

「そこで出てきた結論が、なんとも対処のしように困るというか……どうも我は、ヒトの稀マレ人ビト召喚に巻き込まれたようなのだ」

　──魔王いわく。

　魔族の王が生まれるのは、大たい概がいが突然変異。前王の死期を悟るように、新しい魔王となる子が生まれ、王を喰くらって新しい魔王となる。

　しかし、稀にこの法則にあてはまらず、魔王が消滅しても、新しい魔王の胎たい児じが現れない時期が存在するのだという。

「特に意味はないと思われていたが、どうも同じように、ヒトの皇帝の方も、継けい承しようが途切れることがあるらしいことがわかってな。時期は全く重ならないが、あっちはそれを、稀人の召喚による副作用だととらえていた。異界から稀人を召喚すると、五割の確率で皇帝が消えるのだそうだ。おかげで精霊以外の召喚は、長い間禁じられてきたらしい」

「その稀人のせいっていうのは、どこまで信しん憑ぴよう性せいがあるの？　実際に召喚が確認できたの？　禁止事項なんでしょう？」

「いいや、それについては現物が『居る』から、証明の必要はないのだ」

「居る？」

「そう。ここに大元帥を呼ばないのは、そのせいだ。あやつは魔族ではなく稀人だ。二年前、我が死にかけていた奴を魔力を使って復活させた」

　ベスティアリは、今度こそ度ど肝ぎもを抜かれた。

　あの、壮絶に偉そうで、壮絶に強くて、壮絶に頭が回る、仮面の下の目を見ると石になるという噂うわさでもちきりの『黒仮面』が、魔族ではなかった──。

　魔王は淡々と、ここまでの己の行動を語った。

　戦場で死にかけていたヴェーレス──本名丸宮敬太を、密かに離宮で養育し、所属不明の魔族として独立させたこと。

「ただ普通に暮らしていただけなのに、運命を狂わされた奴が哀れでな……つい、手を出してしまった。まさか、こうなるとは思わなかったのだ……」

　その結果、ベスティアリたち魔王軍は今までにない繁はん栄えいをとげ、今まさに魔王そのものを失おうとしているのだ。

　消えかけの手を前に、笑おうとして笑えないような、微妙な顔を魔王はしていた。

「──起きてしまったことは、起きてしまったとしてだ。これからどうするのか、展望はあるのか？　フードゥー陛下」

「その前向きさは有あり難がたいな、リンドヴルム」

　魔王は金色の瞳を細める。

「とにかく、我がいつ消えるかわからぬ以上、遠征は中止とした。この後は、ヒトと和わ議ぎを結ぶことによって、大戦自体を終結させる」

「他には？」

「ヴェーレスには、このまま元の世界に帰還する道を探してもらう。メメントモリの試算によれば、今の段階で元の世界に戻れば、私の消滅もキャンセルされる可能性が、皆無ではないらしい」

「なるほど。それは私も賛成だ」

「だからこの件は、ここにいる四天王以外には、決して漏もらさぬように」

　ベスティアリも、他の仲間と同じように、頷うなずこうとした。しかし、すぐに気づいたのだ。

「ちょっと待って、魔王様」

　思わずその場に立ち上がっていた。

「漏らすなって、ヴェーレス君にも内緒ってこと？」

「そう言っただろう、ベスティアリ。ここで言ったことは、ヴェーレスにも内緒だ」

「怒るよ、きっと。むちゃくちゃ喧けん嘩かになって、魔王様のことなんて嫌いになって、出ていかれるかも」

「ああ。だからむしろ、それが狙ねらいだ」

　魔王はどこまでも真剣だった。

　──頑かたくなに考えを曲げない彼女と、それに巻き込まれた、可哀想な彼の話の、それがはじまりはじまり。

　ベスティアリは秘密の会議が終わってからも、納得がいかなかった。思わず彼女の寝室にまで押し掛けてしまったぐらいだ。

　天てん蓋がい付きの寝台の上で、ぐったりと疲れ切った体を休める魔王は、黙ってこちらの訴えを聞いていた。

「おかしいよ、魔王様。本当にヴェーレス君を出ていかせる気なの。事情も何も説明しないで」

「……特におかしいとは思わないが。リンドヴルムも他の皆も、賛成していただろう。このまま奴が元の世界に帰還するなりすれば、我が復活できる可能性も残されている」

「それって可能性でしょ？　絶対じゃないんでしょ？　そもそも戻れなかったり、魔王様がただ消えるだけの可能性の方が、ずっとずっと高いんじゃないの」

「……残ざん酷こくなことを言うな、ベスティアリ」

「残酷なのは魔王様だよ。ヴェーレス君にも、魔王様自身にも残酷だ。出ていくにしたって、嫌いで出ていくのとそうじゃないのじゃ、ぜんぜん違うのに……」

　こみあげてくるものをこらえきれず、ベスティアリは涙した。

「優しいな、ベスティアリは」

　魔王が、色のない両手を伸ばしてくる。ベスティアリはベッドに身を乗り出し、黙ってハグを受けた。

　まだあたたかい。存在はある。

　でも、それは遠くない将来に失われるかもしれないもの。

「たぶんあやつは、言ったら責めることしかしないだろうな。誰のせいでもないのに、永遠に呼び出された自分のことを責め続けて、助けられたことを責め続けて、気づかなかったことも責め続けて、我に謝り続けて、我の心配をしながら絶望的な探し物をすることになる。消しよう耗もうするだけの辛い旅だ……それは我が嫌なのだ」

　それもまた、魔王の本音だったのだろう。

　相手に一生ものの楔くさびを打ちつけるぐらいなら、一人で消滅する道も覚悟した方がいいと。

　でもベスティアリは知っていたのだ。暗い塔の最上階で、眠るヴェーレスに口づけていたその気持ちを。

　だからずっと迷っていた。ずっとずっと迷い続けていた。

　ヴェーレスを送り出してからも、どんどんと存在が希薄になっていく魔王が見ていられず、勝手に東大陸に飛んで、顔を見せてやってくれとヴェーレスに頼みこんだりもした。

　全部中途半端だったのだ。

　結果として今、伏せられていた秘密は暴露され、復活への道も閉ざされ、彼は絶望の淵ふちにたたき落とされている。







　月が明るい、ヒトのための宮殿。その整えられた庭園が、はらはらと燃えている。

　いつからこうなったのか、ベスティアリももう覚えていない。

　あっけなく燃える木々の間を、黒髪の少年が歩いている。上うわ背ぜいは、高くも低くもない。まるでいい月の夜だからとばかりに、足取りはごくゆっくりとしている。

　尖った耳は、無理矢理ピアスを引きちぎったような跡があるものの、ディルスマグナの魔族の特徴をよく表していた。

　しかし、その少年が着ている服装は、ヒトの戦術召喚士候補生が通う、フレッドフォード召喚学院の制服だ。上着の背中の部分が大きく裂け、そこから黒く染まった鳥の翼が生えている。

　放出される一方だった魔力は、ここまでの時間経過とともに、実体を持つようになっていた。

　彼が探しているのは、動くモノ。あるいは、斬るべき何か。

　魔族とヒトの間を漂う少年を、ヒトの戦術召喚士が取り囲んだ。

　彼らの団長の号令とともに、精霊召喚術で呼び出した精霊が襲いかかる。

「……うるさい」

　少年が小さく呟き、指を弾はじいた。

　彼を中心とした同心円状に衝撃波がとどろき、相手の使役精霊を、全て一撃で討ち滅ぼす。

「なめるな……この程度で……俺を滅ぼそうなど……」

「ヴェーレス！」

　さらに右と左から、ハイラントとリルム・ガールズが攻撃を仕掛ける。

　少年は魔剣『ガロウズヒル』でハイラントの聖剣をはじき返すと、返す刀でリルム・ガールズを、二人まとめて両断した。

「七と八のリルム……！」

　リンドヴルムが、左右に双剣を携え疾しつ駆くする。

　剣と剣が、火花を散らしてぶつかり合う。

「目を覚ませ、戦友よ……！」

　呼びかけに対する返答は、言葉ではなく、闇黒魔術の呪じゆ文もんだった。

『廻まわれ廻れ、運命さだめの円えん環かんよ。呪のろいの火としてかの者を焼きつくせ！』

　生み出された黒炎が、至近距離でリンドヴルムを飲み込む。リンドヴルムは舌打ちして背後へ飛んだ。

　かぶっていたガスマスクを投げ捨てると、その顔が大きく変化する。漆しつ黒こくの鱗うろこに覆われた、竜頭人体へと変わると、口から灼しやく熱ねつの炎を放出した。

　少年は高温高圧のブレスを浴び、背後の宮殿に叩きつけられ──しかし、瓦が礫れきの中から、何事もなかったように立ち上がる。

　背中の黒い翼は、またも枚数を増していた。

「……大丈夫？」

　ベスティアリは、竜人族の原型へと戻ったリンドヴルムに、背後から訊ねた。

「まあ、花粉を吸わずにどれだけいられるか、だな」

「そっちじゃなくて戦闘の方」

「──正直、驚きだ」

　前を向いたままのリンドヴルムの答えは、率直なだけに噓はないように思えた。

　少年は今もハイラントに襲いかかっている。向こうは防戦一方だ。ベスティアリ自身はまだ、少年にやられた傷が、ろくに回復できていない体ていたらくである。しかし、感想はほぼ一緒だった。

「強い……よね。バカみたいに」

　あらためて、目の前で荒ぶる少年──ヴェーレスを見つめる。

　強い。強すぎる。

　大元帥時代の彼とは、何度か直接やり合ったことはある。戦場で直接、その力をふるう場面も見た。しかし、奇策や搦からめ手を使わない純粋な戦闘というものを、ほとんど見たことがなかったのも確かだったのだ。

　部下、同どう僚りよう、周囲の状況を常に頭に入れ、自陣の損害を最小限に抑える。それがヴェーレスのとる戦術だった。

　その余計な縛りをかなぐり捨てた、今あるものを全て注ぎ込んだ戦闘がどれほどのものか。

　まさかここまで戦えるとは思わなかった。

「不ふ遜そんにも魔王を名乗ったらしいが、それだけの力はあるかもしれない──」

「器うつわの方が、どこまで保もつかって感じだけど」

　この暴走気味な力の源である、無む尽じん蔵ぞうとも思える魔力は、とても後付けで授けられたものとは思えないほどだ。

　遠くから飛んでくる火の粉に、ヴェーレスの血に固まりかけた黒髪が揺れていた。背中にまとう漆黒の翼が、さらに大きく変化を続ける。それ自体が別の生き物であるかのように、複雑な動きではばたこうともがいている。

「……まだか？」

　ハイラントを地に叩き伏せ、ヴェーレスが魔剣とともに呟いた。

「まだ足りないか？　獅し子しを砕き竜をねじ伏せ、あとどれだけ壊せば、貴様らは俺の力を思い知る」

　わかってるよもう。

　ここに来るまで、血を吐くほどに切り刻まれたベスティアリは、痛感するしかないのだ。

　──魔王ヴェーレス。確かにその名もふさわしい強さだ。

（でも）

　こんな彼は、この世界の誰も望んではいない。

　ベスティアリも、魔王様も、誰もだ──。

「さあ、こうしている暇はない。起きろ七と八のリルム。もう一度叩きに行くぞ。奴を正気に返らせる──」

　リンドヴルムが、双剣を手にヴェーレスへと特攻をかける。そこに他の戦術召喚士が続く。他のヒトも、魔族も、誰も諦あきらめてはいない。

　皆わかっているのだ。これが本当の彼ではないと。

　ヴェーレスが、漆黒の翼をはためかせて吠えた。ヒトでも魔族でもない、異形と化した咆ほう哮こうは、目に映る動く物をなぎ払いつつ、内側から溢あふれ出る痛みに耐えているかのようだった。

「……そうだ」

　その中でベスティアリは、ふと呟いていた。

　こんなに痛いなら、悲しいなら、本当に戻せばいいのだ。

　溢れ出てしまった魔力を、変わってしまった肉体を、元の状態に戻す方法。それは──。

「……そうだよ。思いだした」

　ベスティアリは、その場で獅子に変化した。

「もう少し粘ってて！　お願い！」

「ベスティアリ殿！」

「すぐ戻るから！」

　攻撃に入ろうとしていたリンドヴルムを置いて、ベスティアリは四つ足で走り出す。

　まだ腕は一部欠けたままだけれど、獣の嗅きゆう覚かくを駆使して、『あるもの』を探しに行くのだ。

　まだ終わっていない。唯一なる魔王フードゥーが残してくれたものが、こんな悲しい絶望の化け物だけなんて、そんなこと認めない。

　全部みんな、リセットするのだ。





　　　　　＊＊＊






　イリス・カーネリアンは、水晶宮殿の敷地内で、ヒトの整理に追われていた。

　声を張り上げ、腕を伸ばし、逃げ遅れたヒトを、安全な場所へと誘導していく。

「皆さん。避難経路は、こちらです。まっすぐ進んでください！」

「ああ、騎士さん！」

「落ち着いてください。大丈夫ですから」

　避難の途中で迷ったらしい招待客の婦人が、泣きそうな顔ですがりついてくる。イリスは安心させるため、微笑ほほえんだ。

「皇帝陛下の宮殿で火事だなんて、世も末だわ……」

「心配ですよね。でもすぐに消し止めますから。さ、まっすぐです」

　婦人を、精一杯の笑みとともに送り出した。

　絹のハンカチを口元にあてた婦人を、そうして見えなくなるまで見送ると、あらためて背後を振り仰ぐ。

（火事……そうとしか言えないわよね）

　一人送り出す先から、別の招待客の誘導をしたり、建物の消火作業を手伝ったりしているせいで、ほぼ息をつく間もない。

　一部のヒトは、天井から落ちてきた魔族を目撃しただろうが、事情の説明などしている暇はなかった。

　イリスの目の前では、今も建物のあちこちから煙が上がり、明るかった宴うたげの夜空を、不気味に覆い隠している。

　この火事は、戦闘の余波だ。『白の腕』をはじめとした戦術召喚士に、魔王軍の四天王まで加わって、たった一人の稀マレ人ビトの暴走を抑え込もうとしているというのだから、信じられない話だった。

（ゼロパーセント……）

　──目の前のヒトを助ける時は無心になれても、そうではない時は苦しくてたまらない。

　今すぐ走りだして、戦闘の現場に駆けつけた方が良いのか、何度も考えてしまう。

　しかしダンスホールを出た後、イリスは避難誘導の傍かたわら、一度だけ遠目にその姿を見たのだ。

　面影はケータのそれを残していたが、その背には大きな翼が生えていた。表情は相変わらず、真冬の深海のように暗く凍てついた。

　あれがゼロパーセント。あれが『黒仮面』のヴェーレス。

（動かなかった。足が）

　情けない。何がイリス・パーフェクト・カーネリアンだ。完全に別人のように変わってしまった仲間の姿に、またも立ちすくんでしまった自分がいたのだ。

　そんな調子で彼を助けられるなんて、どうして思える──？

　うなだれかけたイリスの耳に、「助けて！」と悲鳴が聞こえた。

「誰か！　ここよ！」

　頭上を見ると、宮殿のバルコニーに、侍女が一人顔を出していた。

　風にスカートをなびかせながら、ハンカチを振っている。

（──火事に取り残された？）

　今度は考えている余裕などなかった。

「今、助けます！　じっとしていてください！」

　右手を突き出し、精霊召喚術の術式を唱える。




『出でよ、蘇よみがえる鐘かねの音。汝なんじの名は──土つち塊くれノ墓ぼ標ひよう』




　地属性の精霊が、勢いよく石いし畳だたみを突き破って這い出てくる。

　宮殿のバルコニーよりも背の高い土人形は、そのまま二、三歩地面を歩くと、形を維持するのをやめ、分解した。

　これはこれで、問題ない。イリスが欲したのは、精霊本体ではなく、生み出された大量の土砂である。ちょうどバルコニーから地上に降りる足場になってくれる程度の高さだった。

「どうぞ、そこから降りられますから！」

「……お、降りるって」

「大丈夫です！　勇気を出して！」

　しかし、肝かん心じんの侍女の方は、その場に尻しり餅もちをついて、動けないようだ。完全に腰が抜けてしまったらしい。

　こちらから行くべきか迷っていると、脇から何も言わずに、積み上がった土砂を登っていく者があった。

　彼女はあっというまに二階バルコニーまでたどりつくと、腰を抜かした侍女の手を引き、一緒に地上へ降りてくる。

「──アズライト！」

「カーネリアンさん！　やっぱりそうだったんですね──」

　ライラは助けた侍女を、避難経路の方へと送り出しながら、こちらに笑顔を見せる。

　お互いに、泣き笑いに近い顔をしていたと思う。

「ずっと探してたのよ。無事で良かった……！」

「わたしも……一緒にいる子があれだから、あんまり明るい所を歩けなくて……」

「あれ？」

　ライラは微妙に言葉を濁にごした。そうして伏し目がちに後ろを見やった彼女の視線の先には茂みがあり、そこから十代前半ぐらいの少女が顔を出している。

　赤毛と茶色が混じったボブカットに、くりくりと大きな草色の瞳の持ち主だ。茂みから出てくると、なんと服をほとんど着ていなかった。

　ライラがもともと着ていたであろう制服の上着だけ着た状態で、あとはほぼ全裸だ。

「な、なに……お風呂の途中で避難でもしたの……？」

　なんだろう。格好こそ非常識中の非常識だが、どこかで見たような気もする。イリスの脳が、見たことがあると言っている。

「彼女は、ケータさんのペットです」

「ペットぉ!?」

　言われた次の瞬間、連鎖的に思い出した。そう、ケータの家にいたメイドだ。

　最後に見たのは、下着姿で寝とぼけていた姿だったような。

「……ぺ、ペ、ペペペペ、ペットって……」

「変な意味のペットじゃないです。本当に飼われてたんです。異世界の地球にいた時は猫の姿で、ディルスマグナに来てからは、ヒトの姿も取れるようになったそうです」

　ライラは完全に真顔で、その後ろで半裸の少女は、こくりと頷いた。

「フードゥーのやつの魔法で、こうなったです」

　──イリスもさすがに、馬鹿なことを考えている場合ではないとわかった。

　脳の回路を切り替えろ。

「あの……ちょっと話しませんか、カーネリアンさん。ミケさんから聞いた話も整理したいんですけど、何せこんな感じですし……状況も状況で、詳しいことも飲み込めなくて……」

　こうして二人と向き合っている間も、遠くで爆ばく音おんが響いている。ケータが、ヴェーレスが、他と戦っている音だ。

　イリスは頷いた。

「わかったわ。移動しましょう」

　自分の制服の上着も彼女に手渡すと、足早に歩き出した。







　とにかく人目につかない場所ということで、一番近くにあった建物に向かった。

　庭園の庭師が使う、物置と休憩所のようだった。急な避難命令だったせいか、鍵は閉まっていない。これ幸いと中に入らせてもらう。

　細々とした道具が置かれた小屋の中に、小さなテーブルと、椅い子すが二脚。ライラとミケを座らせると、イリスはドアを閉めて振り返った。

「ここなら大丈夫？」

　ライラは、黙って頷いた。ミケは相変わらず、きょとんとしている。いいということにしよう。

「それじゃあ、さっそく話しましょう。ここもいつまで安全かわからないし。お互いに持っている情報を、全部出すの」

　まずはイリスから話をはじめた。

　出発点は、やはり夜の宿舎で、ルクスに出会ったところだった。

「……つまりね、ゼロパーセントが異界の稀人だっていうのは、あなたの叔父さんから聞いていたの。稀人が皇帝か魔王のどちらかを消すところから、魔王がいなくなっている可能性についても。私は知ってて、でも知らないふりをして、今日のあなたたちに会ってたの……」

　半ば懺ざん悔げも含んだ告白だった。

「……でも、でもよ。まさか入学するまで魔王軍の大元帥やってたなんていうのは、さっき魔族に聞くまで知らなかったのよ……」

「それを言うなら、わたしだってそうです。ケータさんが魔王軍の大元帥なことは知ってたんですけど」

「っ、知ってたの？」

「まさか魔族でもヒトでもなくて、異界から召喚された稀人だなんていうのは、彼女に聞くまでほとんど初耳で……」

　そう言って、向かいのミケを見るのである。

　ミケはミケで、地球で暮らしていた所をケータごと召喚され、魔王フードゥーに拾われ魔族の一員として暮らしてきたらしい。

「敬太は帰る方法を探すために、ヒトの学院に来たんです。魔王にいらないって言われたから、怒って喧嘩して、本当のお家に帰るって」

「つまり、ケータさんは、魔王の消滅については、まったく知らなかったってことですか……？」

「そんなこと聞いたことないです」

　小窓から、稲いな光びかりのような光が一瞬差し込んだ。

　もともと魔王は病弱で寝室から出てくることが少なく、後半は東大陸遠征によって、物理的にも魔王から引き離されていたという。

　相手の異変に、気づきにくい状況ではあったらしい。

　その後もいろいろ聞いてわかったのは、どうやら『黒仮面』のヴェーレスは、魔王の消滅や稀人召喚の副作用など、いっさいの情報を隠され、放ほう逐ちくされたも同然だったということだ。

「……それは……もし今さら事実を知ったら、怒るっていうか荒れるっていうか……」

「吹き荒れると思います……わたしなら……」

「私としては、敬太がヒトのメスにこんなに好かれてるっていうのが、初耳です」

　イリスとライラは、そろって「ぐっ」と言葉につまった。

「わ、わ、わたしは……」

「私は違うわよ！　私はヴェーレスのことが」

「同じ敬太じゃないですか」

「そうなんだけどー！」

　イリスはとっさに頭を抱えた。

「というかカーネリアンさん、なんですかヴェーレスが好きって」

「いいじゃないの、ベルタ城の地下で助けてもらった時から好きだったのよ。魔王軍マニアの十じゆう四し病びようとかさんざん言ってた私自身が一番極まってたのよ、笑えないのよ！」

「知りませんよ、わたしてっきりケータさんのことが好きなんだって」

「でも一緒なんでしょう！」

　大声でわめいて、絶叫して、あげくイリスは、うなだれ気味に認めた。

「……………………そうよ。けっきょくのところ好きなのよ。あいつのことが」

「……わたしも、です」

　ぽつりと、ライラ。

　今ある状況。変わってしまった現状。恐ろしいと思ってしまった自分の気持ち。それを恥じる気持ち。全てひっくるめて、理性と感情を秤はかりにかけ、こうして燃える宮殿の端にいて思い浮かぶのは、楽しかったこと、嬉うれしかったこと、分かち合った想いばかりだから。

「本当に、全部噓だったと思う？」

「違うと思います」

「そうよね。本物だって、あったはずよね。学院でだって。ベルタ城でだって。トーナメントでだって。他にも沢山」

「一生懸命でした」

「馬鹿みたいなぐらい」

　できることは、周りの者に比べて少なかったかもしれない。それでも、いや、だからこそ彼は常に真剣だった。

　仲間がいること。その仲間と歩んでいくこと。夢を聞くこと、語ること。そのこと自体がかけがえのない宝物のように、落ちこぼれ戦術召喚士候補生のケータ・マルミヤは笑っていた。

　だからこそ、彼は『黒仮面』のヴェーレスになった時も、イリスたちを助けてくれたのではなかったか。

　これが噓やまやかしというならば、イリスはこの先、どんなことも信じることができない気がする。

「わたしだって、ケータさんに助けてもらったこと、たくさんあるんです。あの時言ってくれたことが噓だとは思えないし、思いたくないです」

「笑えるわよね。団長、もうゼロパーセントには会えないと思えって言ってた。せっかく、せっかく……」

　ちゃんと自覚して、想いを認めることができたのに。




「──会えるよ」




　その声は、まったく別のところから聞こえた。

　ここにいるメンバーの声ではない。小屋の中ではない。

　──外だ。

　しかも、かなり上の方から。

「ベスティアリ」

　ミケがぽつりと呟いた。イリスは慌てて、ドアを開けた。

　そのとたん、思わず立ちすくむ。

　目の前にいたのは、凶悪な獅子の姿をした、魔王軍四天王の一人だった。

　体中傷だらけの巨体で、ドアを開けたイリスを見下ろしている。

「……会えるよ、もう一度。あなたの知るケータ・マルミヤに、また会える」

　どういう……ことだ？

「だからお願い。答えて。あなたたち、彼のことが好き？」

　ベスティアリは、イリスの肩越しに顔を出そうとしていた、ライラへも一緒に訊ねているようだった。

　もう立っていることもやっとで、失った左前脚の方に、体が傾きそうになっているけれど、辛しん抱ぼう強く答えを待っている。

　こちらに──迷いはなかった。

「好きよ」

「好きです」

　ほとんど重なるぐらいの同時で答えた。

　獅子の魔族は、大きな口の端を引き上げた。どうも笑っているらしい。

「それなら、乗って。彼のところに連れてくから」

　彼女は、こちらに背中を向けながら言った。

「どうするつもりなの？」

「魔王様の、ピアスの力を借りるの。この状況をリセットできるのは、たぶんあなたたちだけ──」
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　夜だ。

　あの日も夜だった。

　かすかな月明かりだけがかろうじて届く、深い谷底を流れる川に、人の形の何かが、半分ぐらい浸かっている。

（あれは──俺だ──）

　そう。

　腕や足がありえない方向に折れ曲がった、十四歳の自分。谷の半ばから転げ落ち、今まさに命が消えようとしている、死にかけの丸宮敬太だ。

「──分かった分かった。これならそなたの言う、愛しい主人とやらにも通じるぞ」

　そこに銀髪の少女が登場する。革のサンダルの足下に三毛猫をまとわせて、谷の斜面を降りてくる。

　薄い硝子の鈴を振るような、高くて細い、甘い声だった。飾り気のない白のドレスが、まだ成長途中の体を包んでいる。

　彼女は、死にかけの敬太の脇に跪ひざまずいた。

「──どうだ気分の程は。そなたヒトではなく『稀マレ人ビト』だろう。なぜこのような戦場に居る」

「……かった」

「なんだ？」

　彼女の目が丸くなると、真顔の時よりもあどけなくなる。そう、自分は知っている。よく知っているのだ。

「…………よかった、よ。俺……最後の、最後にあえたのが、きみみたいな女神様なら……俺のじんせ、そんなわるく、ないよ、な……」

　違う。彼女は女神なんかじゃない。

　間違えるな。

「それは、我への褒め言葉ではないな」

　フードゥー。あんたも間違えるな。

　俺になんか構っちゃいけない。

　逃げてくれ。そのまま捨て置いてくれ。

　俺は死ぬはずだったんだ。

「我は女神などではない。我が名は魔王。魔王フードゥー」

「まお？」

「地の底の永遠と、死と静せい寂じやくを崇あがめる魔族の長。我が軍勢の責は詫わびよう。力を与える。此処に蘇るがよい」

　逃げてくれよ──！







　いわゆるそれは──Kiss of Death.死の接吻

　冷え切った体に押しつけられた魔性の唇は、こちらの運命を大きく変えたが、それ以上に彼女の運命を大きく変えたのだ。

「滅びよ」

　目に映るものをなぎ倒し、何度倒されても向かってくるヒトや魔族に向かって、ケータは己の魔剣を振るう。フードゥーが分け与えてくれた、ケータの命をつないだ魔力を使い切る勢いで。

「みんな壊れろ！」

　ほぼ一撃で弾き飛ばされたリンドヴルム。水晶宮殿の、まばゆい硝子の正殿に叩きつけられた。

　そして触るな。もう誰も自分に触れてくれるな。

　誰にもねじ曲げられたくないんだ。誰のこともねじ曲げたくないんだ。

（おまえは馬鹿だ、魔王フードゥー！）

　ケータは呪わんばかりに思う。

　あんなところで手をさしのべて、哀れな漂流者を救って。あげく自分が滅ぼされて口をつぐむな。

　投げつけてしまった暴言も、恨みの感情も、今さら戻せやしない。彼女はどれだけ傷ついた顔をしていただろう。

　いいんだと笑う顔すら容易に思い浮かべられて、だからこそケータの憤いきどおりは行き場を失うのだ。

「……う、あ、う……っ」

　ふいにこみあげてきたものを吐き出すと、どろりとした黒い液体だった。それが手のひらから、地面へとこぼれていく。

　魔力は人を変異させるというが、もはや普通の血ですらないらしい。

「……俺は、誰だ？」

　わからない。

　丸宮敬太。ケータ・マルミヤ。ヴェーレス。黒仮面。ゼロパーセント。大元帥。

　自分を指す名前が多すぎる。

　見上げても、夜の星すらよく見えない。あたりの煙が邪魔で、月が隠れてしまっている。

　そう。全部壊れたし、壊してきたのだから。己の手で。

「俺は……俺で……何者でも、ない……」

　ケータは背中にある翼を動かし、上空へと飛ひ翔しようした。

　あっという間に、その体が屋根よりも高く舞い上がる。

　この翼がいつ生えてきたのかも、だいぶ記憶が曖あい昧まいになりつつある。鶏にわとりとも鴉からすともつかない羽の形は、以前にケータが魔力で強化したヒヨコにも似ていた。

　けっきょく自分は、この世界の精霊を召喚していると見せて、自分の中にあるものしか取り出せていなかったのかもしれない。

　ただフードゥーに分け与えてもらった魔力が、ケータの全身を流れて燃えている。熱く熱く脈打っている。

「馬鹿だ……本当におまえは馬鹿だフードゥー……！」

　このまま魔王ヴェーレスとして、あるもの全てを壊し続けていけば、ヒトは魔族への反逆など、思う暇もないだろう。魔族もまた、ヒトへの支配を強めたりはしないかもしれない。

　魔族にもヒトにも恐れられる、最強の魔王として生きていけば。そうすれば。

（フードゥー。俺のことを許してくれるか……？）

　俺の中の魔力が、完全に尽きるまで──。




「ゼロパーセント!?」




　女子の声が響いた。ケータは加速するどころか、その場に──落下した。

「うぼああああ！」

　まさしく自由落下フリーフオール。宮殿の屋根に激突する。

　勢いあまって地面にまで転がり落ちるかと思ったが、車寄せの屋根のところで、ぎりぎり止まってくれた。

（な、なんだいきなり）

　いきなり体中から力が抜けた。そうとしか言いようがない。

　痛みをこらえ、屋根の上で身を起こす時に、自分の爪が見えた。

　黒く染まり、かぎ爪のように伸びていたはずの爪が、元の人間の色や長さに戻っている。

「これ……」

　覚えている。前にも似たようなことがあった。

　あわてて自分の耳を触ってみれば、やはり同じだ。尖っていない。背中の翼も消えている。

「だ、大丈夫？　ゼロパーセントでいいのよね？」

　地上では、何故かベスティアリの背中に乗った、イリス・カーネリアンとライラ・アズライトの二人が、ケータのことを見上げていた。

　ここまで修しゆ羅ら場ばと化した現場で、ここまで懐かしい顔を見ると、どうしていいかわからない。

「……逃げろよ。危ないぞ」

　自分でやったことだというのに、なんとも締まらない、間抜けな台詞せりふを吐いてしまう。

　案の定、イリスたちは目を丸くしてしまった。

　そして、何かほっとしたように目配せをし合うのだ。

「……軍ぐん曹そう？」

「軍曹じゃなくて、イリスよ。逃げたりなんかしない。私たち、あなたと話しにきたんだもの」

　そう言ってこちらを見上げる眼差しは、思わず見とれそうになるほどきらきらして、まっすぐで。

　かと思えば。

「…………えっと。そのね、つまり私は、なんていうか……」

　急に目をそらして、うつむいてしまったりもする。

「カ、カーネリアンさん。ほら、早くしましょうよ。不ふ審しんすぎますよ」

「そ、そんなこと言われたって。いろいろ心の準備ってものが……」

　いきなり何を揉もめ始めているのだ。

　背中に二人を乗せた、ベスティアリまで焦じれはじめている。

　そうやって、たっぷりと挙動不審と内緒話を続けた女子二人は、あらためてこちらを向いた。

「ケータ・マルミヤ」

「──はい」

　なぜか背筋がのびてしまう。

「その、ね。いろいろびっくりはしたけど。でもね、私にとってのあなたは、たぶんそんなに変わってないのよ。馬鹿だと思うし、凄い奴だと思うし、あなたと一緒に勉強した毎日は、どんなにがんばっても私の一部だし、助けてもらったことは嬉しかったし、それで、ええっと……けっきょく何が言いたいかって言ったら──そう。私ね、あなたのことが好きよ！」

「わ、わたしもです！」

　ライラも隣で、そう言ってくれた。

　ケータはもう、なんと言っていいかわからないほど、胸がいっぱいになった。

（やばい）

　これはやばい。すごくやばい。

　──嬉しい。












　まず真っ先に出てきたのが、それ。

　仰向けに倒れて、転げ回りたいほど、嬉しい。自分でも、おどろくほど、嬉しい。

　ずっと暗い嵐あらしの中にいるような気持ちだったのに。暗い気持ちに溺おぼれて、吐きそうなぐらいだったのに。たったのこれだけで。

　ああ、そうかフードゥー。

　おまえがやりたかったのは、望んでいたのはこれなのか。

　ケータは目頭が熱くなり、涙が出そうになりながら、小さく笑った。

「俺も好きだよ。ライラもイリスも」

「ゼロパーセント──」

　その昔、フードゥーは言っていた。魔力制御ピアスの再装着の条件は、ケータのことを愛する女性の登場であると。

　たぶん、恋愛感情とは違うだろう。それでもピアスをつけ直せる程度には、ケータに好意を示してくれる仲間がいた。ここに二人も。

　それだけの絆きずながあった。ここにあった。目に見える形で示されたその事実が、小さな救いになって、明かりになることもある。

　これ以上何を望むだろう。

　充分だ。

　ありがとうと言いたい。魔王フードゥー。そして目の前にいる彼女たち。沢山の感謝を伝えたい。

　大きく息を吸い。

　吐いて。

　また吸って。

「…………あー、くそ。それじゃあどうにかしなきゃいけないよな。そういうもんだよな……」

　ケータはあらためて、前を向いた。

　覚悟を決めてしまえば、次は具体的な対処だった。

「……そうだな……うん。また、いつか会おうな。俺は俺で、やったことの落とし前はつけなきゃいけないしな。だから……そっちはそっちで、がんばれよ」

　たぶんそれが、誰でもない『俺』の夢になるはず。

　ケータは冷静に今後のことを考えながら、自分の耳にピアスをはめこみ、それがロックしたのを確かめてから、もう一度引き抜いた。

　復活した魔力が、再びケータの姿形を変えていく。イリスとライラの目の前で、それは起きた。

「じゃあな。軍曹とライラ。いろいろありがとう」

「ま」

　ケータは地を蹴って飛翔した。彼女たちの声が聞こえないよう、意識して耳を傾けずに空を目指した。

　途中で一つだけ、取れかけていた制服のボタンが、地上へと落ちていった。

　拾いには行かない。ケータがここにいた記念としよう。

　本当にありがとう。

　そして魔族の体のまま、この騒ぎをおさめるべく行動をはじめた。

　ちょうど瓦礫の中に埋もれていた勇者を見つけ、ケータは自分から向かっていった。

「──ヴェーレス！」

「勇者、ハイラント！」

　そのまま体当たりするように、急降下。正面からぶつかる。

「……おまえ……」

　ハイラントの聖剣が、うまくこちらの体を貫いていた。

　幸さいわい痛みはあるが、意識を失うほどではない。だからぎりぎりまで体を密着させたまま、向こうの耳元に囁ささやく。

「いいから。このまま俺のことぶっ倒したことにしてくれ。それしか収める方法がない」

「だが」

「うわああ、やられたあああ！」

　大げさに騒ぎながら、地面に転がった。後からリンドヴルムや『白の腕』が駆けつけてくる。

　見上げる夜空は、不思議と前より澄んで見えた。

　──そうして落ちこぼれ戦術召喚士候補生、ケータ・マルミヤ、あるいは『黒仮面』のヴェーレスは、偉大なる光の勇者に捕獲されたのである。
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　どれだけその場にいただろう。

　そのボケ男は、ヒトの大事な話を無視して飛び去り、かわりとばかりに、金ボタンを上空から落っことしてきた。

（なにこれ）

　イリスとライラは、ずいぶんと長くその場に固まったまま、呆ぼう然ぜんとしていた。

　ベスティアリが状況を知るため、イリスたちを置いて走り去っても、やはりなかなか動けなかった。

　芝生の上で、キラキラと光る制服のボタン。

（なにこれ）

　あらためて思う。

　鳩の糞ふんでも、もうちょっとマシなような気がする。

　だってこれは糞は糞でも、黄金の糞。しかも、乙女おとめの頭の上に落としてきたわけで。

「なーに、まだ固まってんの？」

　しばらくして、ベスティアリが、再び獅子の格好で戻ってきた。

　彼女いわく、ボケ男は自分から勇者ハイラントの所に出頭したという。さしあたり命に別状はないらしい。

　それは誠に結構な話だが──。

「……そ、そりゃあね」

　イリスは必死で声を絞り出す。

「いろいろテンパって、言葉足らずになったかもしれないわよ。好きとか言っても、なんか唐突だったかもしれないわよ。もうちょっといい告白の仕方だって、あったかもしれないわよ。でもね、しょうがないじゃない。私たち戦術召喚士候補生なんだから」

「カ、カーネリアンさん。やめましょう」

「野郎に混じって毎日訓練訓練しかしてないんだから。いったいどこで繊細な女子力っていうのを身につければいいのよ。ねえ」

「やめましょうカーネリアンさん。わたし悲しくて前がみえません」

「……何が『俺も好きだよ』よ」

「そうですよね」

「ぜんぜんわかってないわよあれ」

「ええ、わかってませんでしたね」

「そういう意味で言ったんじゃ、ないんだ──っての！」

　半ベソのライラと、怒るイリス。

　落としてきた金ボタンを、いっそ投げ返して返品してやりたいのに、相手はとっくに見えなくなってしまっている。吹っ切れたようなさわやかな笑みと一緒に、お空の向こうに行ってしまった。しかも今は、勇者の手の中ときた。

　イリスは本気で振りかぶって投げる寸前まで行ったが、意味のなさに諦めるしかなかった。

「あーもう」

　振り上げていた足を下ろし、ポニーテールの赤毛を、かわりに後ろへはねあげる。

　ヴェーレスを正気に戻すという、一番の目的は果たせたようなものの、こんなオチはあんまりではないだろうか。

「届け直してあげようか？　意味もちゃんと翻ほん訳やくして」

「いいわよ」

　ベスティアリのお節介を、すげなく断る。

「……教えてやらないとダメよね」

「そう思います」

「できれば直接」

「そうできれば」

　ライラもイリスの隣に立った。

　はからずも行き先を失ったボタンを握りしめ、イリスたちは呟き合う。

　馬鹿は勘違いしたまま、すべてを収めようと行ってしまったわけで。

　こうなると、必要なのは、覚悟なのだろう。

（私は……やるわよ。ゼロパーセント）

　この先、たとえどれだけ困難な道のりになろうと。そのことを相手が望んでいようといなかろうと。社会的に望まれない可能性があったとしても。全部みんな関係ない。いつか必ずあいつの真正面に立ち、正面からそのトンチンカンな勘違いをたたき直してやるのだ。そういう覚悟だ。

　言いそびれてしまった好きの意味は、深い。深い深い深い深い。

　さあ、やるぞ。

　どこもかしこもめちゃくちゃだが、へこたれている暇などまったく何もない。この混こん沌とんとした世界で、あなたにもう一度好きだという『夢』ができた。

　たぶん、すべてはまだ、はじまったばかりなのだから──。
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　突然の乱心で『魔王』を名乗った戦術召喚士候補生、ケータ・マルミヤは、『光の勇者』ハイラント・ビスマスの手により、その身柄を拘こう束そくされた。

　ここで問題となったのは、彼の所属や罪がどこにあるかだった。

　異世界から召喚された稀マレ人ビト、丸宮敬太であるとするなら、その出所と所属はヒトの側にある。

　戦術召喚士候補生、ケータ・マルミヤであるとするなら、これもジェムナスティア皇国に所属する。

　しかし、その外見はすでに魔族であり、ふるわれた力も魔族の闇黒魔術である以上、責任は魔王軍側にあるという意見も根強くあった。半年前まで魔王軍大元帥、『黒仮面』のヴェーレスであったという事実も、見逃すことはできなかった。

　禁忌を犯して稀人を召喚したヒト側、魔王の消滅を隠して和平を持ちかけていた魔族側、お互いに突かれると困るカードがありすぎる中、責任の所在をなすりつける議論が熾し烈れつに行われ、最終的に出てきた結論は、『魔王軍側で引き取り、しかるべき罰を受けさせる』であった。

　──そうやって、なんとかここに帰ってきたわけである。

　ケータは魔王城の最上階で、大きく息をついた。

「……会って早々、辛しん気きくさいため息をつくな」

「そう言うなよ。コレ、けっこう重いんだぞ」

　これみよがしに、手首にはまった鉄の枷かせを見せてやる。

　じゃらりと鎖くさりで繋がれた手枷は、ケータが西大陸に戻ってくるための建前でもあったのだ。

　そこは魔王フードゥーの私室で、中央に置かれた天てん蓋がい付きベッドの上に、彼女は膝を抱えて座っていた。

　ここに来るまでの間に、ベスティアリから魔王の詳しい状況を、聞いてはいた。

　厳密に言えば魔王フードゥーは完全に消滅したのではなく、その手前でかろうじて踏みとどまっている、幽霊かカゲロウのような姿になっているのだと。

　確かに輪郭はなんとか保っているものの、目の前にいるフードゥーの、存在の希薄さは否定しようがなかった。

「おまえさ、いま生きてるのか。死んでるのか。どっちだ」

「……半々……いや、九割方だめな方か」

「それだけ残ってりゃ、充分だな」

　まったく。落としどころは決まっていたくせに、無む駄だに議論が長引いてしまった時は、もう間に合わないかと思っていた。

　つかれてきた沢山の噓。それに振り回された自分。

　たぶん、言いたいことも聞きたいことも沢山あったはずなのに、いざ幽ゆう霊れいな現物を前にすると、何も出てきそうにない。

　急に静かになってしまった部屋の中で、会話を続けたのは、フードゥーの方だった。

「その……聞いたぞ。残念だったな、ヒトでも地球に戻せないとは」

「……ああ。まあその件に関しては、そこまで気にしてないっつーか……しょうがないもんはしょうがないよなと」

　正直な感想だった。

　一番最初の、フードゥーに死にかけのところを拾われて、彼女でも家には帰せないと聞いた時に、一度はこちらで骨をうずめる覚悟もしたのだ。

　その後はフードゥーのために奔ほん走そうし、また地球に帰ろうとしたのは、ひとえに……意地だったのだろう。

　本当に帰りたかった場所は、別にあった。

「ふむ。それなりに楽しんできたみたいだしな、あっちの暮らしも」

　どこか拗すねたような魔王の声。

「ああ。すげー楽しかった」

「むかつく」

「嫉しつ妬としてろ」

　意地悪く煽あおってやる。フードゥーが、本気で悔しそうな顔をしたので、ケータは指をさして笑ってやろうと思ったが、やはり鎖が邪魔だった。

「なんていうかさ、いろいろ知ったわけだ。魔族だけじゃない、ヒトの世界の価値観とか。放課後に馬鹿な話したりとか。大事な仲間もできた。あいつらの夢は、絶対にかなってほしいって思ってる」

「そのために戻ってきたわけだしな」

「ああ。また大戦が始まるようなことは、俺が意地でも阻止してやるし、あとは──ああくそ面倒くせえ」

　ケータは短気を起こし、手元の枷を魔術で破壊した。

　諸しよ処しよ込み入った『建前』は、完全になくなってしまったわけだが、今ぐらいは許してもらえるだろう。

　たぶん自分は一生、彼女に関しては『かっこつけ』がやめられない。

　ケータは、自由になった両手を広げ、あらためてフードゥーに言う。一番ぶつけたかった言葉を、直球で投げる。

「来いよ、魔王フードゥー。最後ぐらいちゃんと抱かせろ」

「……そなたという奴は」

　フードゥーが、目元の涙をぬぐって立ち上がった。

　寝台の上から、ほとんどよろめくようにケータに抱きついてきたが、その感触は本当に淡く軽いものだった。

「そなたに会えて、良かったと思っているよ、ヴェーレス」

「──俺もだ。くそったれで残ざん酷こくな魔王」

　だから涙はいらない。

　そのまま彼女の実体は、ケータが抱きしめる腕の中で雪が溶けるように消えていった。












　奇跡の時間の終わり。魔法の、魔王の消滅。

　しばらくはこの情景と感触を思い出し、夢に見るかもしれない。

　痛みにのたうつことにもなるだろう。

　それでも。

（進むんだ）

　みなの夢を守ること。決め事を壊し、未来に賭けたいと言っていた、魔王フードゥーの遺志を継ぐこと。それは生まれてはじめて、自分の意思でやりたいと思う夢となったのだ。
















　──西海岸のダイト海かい峡きようから船に揺られ、たどりつく先を闇黒大陸と呼ぶ。

　ここディルスマグナの天てん秤びんの片側、魔族が暮らす地だ。

「いつ見ても不気味な眺めよね……」

　イリス・カーネリアンは、船の舳へ先さきから見える景色を見つめ、誰にともなく呟いた。

　西大陸に向かうこと自体は、初めてのことではない。イリスが『白しろの腕かいな』の制服を着るようになって、二年と少し。何度か上官とともに、足を踏み入れてきた。

　それでもやはり、海峡の半分を越えたあたりで潮の匂においや海の色が変わり、空の雲が分厚く垂れ込めてくる様は、『違う場所』を強く意識させるのだ。気温も数度下がった気がする。

　たかが二年。されど二年。

　団長ヘマタイトが、『宮殿事件』の責任を取って引退して以降、組織の構成も大きく変わった。以前は副団長だったアイザックが団長に。ルクスが副団長となり、イリスも正式なメンバーとして、魔族側との交渉に立ち会うようになった。

　戦せん術じゆつ召しよう喚かん士しが、異界の存在を召喚することは許されず、見つかれば召喚したものと一緒に火あぶりになるという誓いも、ここまで重要人物が関わりすぎてしまうと、一時棚に上げることしかできなかったらしい。

　刑が執行されるにしても、何年後か。何十年後か。呼んだヒト、呼ばれた稀マレ人ビト、どちらも今動かすことはできないだろう。

　特に後者の方は、魔族側の介入が厳しそうだ──。

「……あいつ、こんなとこにずっといて、病気とかになったりしないのかしら」

「生き物というのは、環境に適応するようにできているらしいですからね」

　振り返ればビム・コーラルが、甲かん板ぱんに出てきていた。

　青い顔に重い足取りで、イリスの隣の柵さくにもたれると、深々と息を吐いている。

「……どの口が適応を言うのかって感じね」

「船酔いなんて、一時の生理現象ですよ。それこそ適応などと言う方がおこがましい」

「ああそう」

　減らず口は相変わらずだった。相変わらずすぎて涙が出そうだ。お互いもういい大人ではないのか。

　精せい研けん関かんの研究員の肩書きも、最近ようやく新人の札ふだが取れるようになってきたらしい。

　調査目的で政府船に同乗できるようになったのだから、地下で語った野望への道は順調なのだろう。

「はたで見る限りは、良く見える方だとは思いますよ。術式の一つも唱えないで論文漬けですから」

「……顔色読むのやめてよね」

「怒らせたなら謝りますよ。今の僕は、候補生どころか、非戦闘員と変わらない。あなた方に守ってもらう側の立場だ」

　ビムはイリスの着ている、『白の腕』の制服を見て言った。

　こちらは一応、警備側のリーダーであった。

「非戦闘員は言い過ぎだと思うけど……そうね。私情は持ち込まないから。そこは安心して」

「だいたい現地調査が目的の僕らはともかく、政治的な交渉事なんて、毎度西大陸側でやらなくてもいいと思うんですが。水すい晶しよう府ふの立場がないでしょう」

「それはそうなんだけどね……なにせあっちの首しゆ領りようが、ぜんぜん動けないから」

「……本当にあいつは、どこまでも面倒かけてくれるな……」

　苦虫を嚙かみつぶした顔で、ビムが水平線を睨んでいる。

　こういう時は、やはり候補生時代の顔が思い浮かんでしまうのだろう。

　ケータ・マルミヤ。

　落ちこぼれ戦術召喚士候補生にして、任務達成率ゼロパーセントの男。

　イリスも何度となく、もうちょっと融ゆう通ずうがきかないものかと、公私にわたって手紙を書いたりしたのだ。

　しかしそれに対して返ってくるものはと言えば、

『そー言われてもさ。一応俺、服ふく役えき中ちゆうの身だから。おおっぴらに外出るとか無理』

　というふざけたものだったりするのである。

　魔王消滅後、魔族側の実質的な代表であるくせに、この言い草である。

　最近はその立場と影響力の落差から、『監かん獄ごく王おう』などという、よりふざけた二つ名まで囁かれるようになってしまった。どこまで名前を増やせば気がすむのだろうか、あの男。

「まあでも、今回はね、こっちから訪ねてあげてもいいと思うのよ。せっかくトッドも卒業したんだし──」

「僕がどうかしたって？」

　イリスとビムの間に、ぬっとトッド・コランダムが顔を出した。

　正確には、斜め上からの割り込みだった。

「……特には。ゼロパーセントに会うの、久しぶりよねって。そういう話」

「あっそ。別にどうだっていいんだけどさ……向こうもだいぶ変わっちゃっただろ」

　あんたほどじゃないわよ、と呟きそうになる。

　イリスの背を追い越したのはもちろん、比較的長身だったビムの背丈すら越えている。

　縦にも横にもよく伸びて、かつて『僕ちゃん』と呼ばれていた頃の面おも影かげは、もはや髪の色ぐらいしかないかもしれない。

　つまらなそうに船内へ戻っていく巨大な背中を、世界の神秘を見るように見つめてしまう。

「……本当に無駄にでかくなったわよね」

「寮のベッドから、足が出るってぼやいてますからね……」

　トッドは先月学院を卒業し、ビムと同じ精霊召喚術研究機関に入職した。今回はビムの助手としてこの船に乗っているそうだ。

「当人は、それなりに楽しみにしているようですよ。顔には出しませんがね」

「大丈夫？　ちゃんとやれてる？　気むずかしい子だったけど」

「できないなら、叩き出すまでです。学院の成績と研究は別だということを、身をもって知ってもらっている所ですから。ええ」

「殺さつ伐ばつとしてるわねえ……」

　イリスは苦笑した。

　あらためて、今回の船に乗っているメンバーを思い返すと、懐かしい顔ぶれが多かった。

　護衛の騎士として。あるいは、政府側の官かん僚りようとして。精霊召喚術の研究者として。その助手として。現在の立場や役職はそれぞれ違うが、一度は同じ旅をした仲間だ。

　あの日に語った夢の入り口に、みなそれぞれつま先をかけている所だった。

　目指した先の夢なりに苦労はあるだろうが、きっとそ知らぬふりでがんばっているのだろう。イリス自身がそうであるように。

「殺伐って言えば……思い出さない？　合同調査団の旅」

「ああ、あの最悪の」

「今回はアズライトも一緒だし、なんだか旅の再現みたいじゃない」

「やめてくださいよ。今度の調査場所は魔王城ですか」

「魔王軍マニアに案内してもらいましょう」

　思いつきにしては、いいプランのような気がした。







　──船が、西大陸に到着する。

　イリスは護衛団のリーダーとして、下船前の打ち合わせに集中した。

「──カーネリアン班長」

　最後にライラ・アズライトが、イリスに声をかけてきた。

　彼女もイリスと同じ、『白の腕』の制服を着ている。イリスから遅れること一年半、満を持してスカウトされてきた大物新人である。

「荷の点検と、全員の点呼が終了しました。いつでも下船できるそうです」

「わかった。先発隊が降りたら、調査隊のヒトたちから順に行ってもらって」

「それとこちら、魔王城でお会いする要よう職しよくのリストです。あらためてまとめてみました」

「ありがとう。気が利くわね──」

「恐きよう縮しゆくです」

　出来の良すぎる部下に、イリスは掛け値なしの賞しよう賛さんを送る。褒められるライラは、かつての謙けん虚きよな優等生そのままの、はにかんだ笑みを浮かべている。

　今のところ、二人のコンビネーションに問題はない。少なくとも、仕事の上で呼吸はばっちりだ。

　そう仕事の上では──。

「……そのピアス、見たことないやつだわ」

　書類から目をそらさず、ぼそりと呟く。

　ライラは、可愛くとぼける。

「そうですか？　気のせいでは？」

「そんなことないわよ。私の目をごまかそうって言ったって、そうはいかないわよ。なに、わざわざ今日のために買ったの？」

「だってだってだって、ケータさんに会うんですよ？」

「やっぱりあなた──」

　ライラ・アズライトは、遅れてきた大型新人で、イリスの仲間で、気の利く部下で、そして──油断ならないライバルである。

「忘れないでほしいんだけど、そもそも私の方が先に、ヴェーレスを好きになったのよ？」

「順番がどれほどのものでしょうか。それを言うならわたしの方こそ、ヒトであろうと魔族であろうと、変わらずケータさんが好きだと思ったんです。わたしの方が純真です」

「純真！　抜け駆けして規定違反のアクセサリーしてくるヒトが、純真！」

「一ミリなんて誤差ですよ！」












　たぶんこんなやりとりをしたところで、当人に会ってしまえばどうでもよくなるのかもしれないけれど。

　玉ぎよく座ざの上で手て枷かせをはめた青年は、「元気だったか」と笑うだろう。

（私も言うわ。元気って）

　とにかくイリスたちは、これから魔王代理として魔王城に暮らす、稀人の彼に会いにいくところだ。

　同じ学まなび舎やで学んだ仲間として、夢を叶えた報告をするため。何よりも──自分たちの恋心を捧げるために。
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あとがき




　どうもこんにちは、竹たけ岡おか葉は月づきです。

　今回はのっけからネタバレ全開で行こうと思いますので、あとがきから先に読む派の方はお気を付けください。

　──はい、みなさま準備はよろしいでしょうか。

　まずは『偉い大だいなる大だい元げん帥すいの転てん身しん』、これにて完結でございます。全三巻、おつきあいありがとうございます。

　最終巻のサブタイトルは、『行いきて、帰かえりし英えい雄ゆう譚たん』──ケータが『帰った』先がどこかは、ラストまで読まれた読者様ならご存じかと思われます。ええそういうことなんですよ。いろいろ事情が絡からみあったり、肩書きが違ったりしましたが、根っこのところはすごくシンプル。『彼』と『彼女』のラブストーリーであり、大陸をまたにかけた家出物語だったわけであります。

　彼が残されたピアスにけりをつけられる頃、『白しろの腕かいな』の女子力低い組を含めた新しい話がはじまるんだろうなとボンヤリ思っております。

　しかしまあ、ファンタジーを書くぞ！　と思っても、書きたいのはものすごく個人的な心情についてになってしまうのは、良くもあり悪くもあり、なんでしょうね……。

　この着地については一巻の時からずっと考えていたことなので、今すごくさっぱりしております。なんというか山の頂上でオニギリ食べてる感じ。エベレストやマッターホルンほどの標高はないけど、景色が良くてほうじ茶がうまい。




　最後に謝しや辞じを。

　空中分解しそうになる物語を、根気よく支えてくださった担当様。作品世界をぐわっと広げてくださった、イラストのともぞ様。どうもありがとうございます。

　何より、ここまでおつきあいくださった読者様に、あらためて『サンキュー』なのです。




　それではまた、新しい物語でお会いできること願っております。竹岡でした。
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